















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　湯けむり立ち込める岩いわ風ぶ呂ろの床に、俺──ヴァイン・リノスは横たわっていた。

　寝転がったまま空を仰あおげる、露ろ天てん風呂である。

　しかし……今は、のんびりと空を眺ながめていられる状況ではなかった。




　全裸の女たちに迫せまられ、押し倒されていたからだ。




「ふふっ……ヴァイン様ったら、さっきあんなに出したのに、もう元気になってますね……さすがです。素晴らしい回復力です♪」

　俺から向かって左。少女のような無む邪じや気きさと、淫いん魔まのような妖よう艶えんさを併あわせた笑顔を浮かべて、ラクシャルが俺を見下ろす。

「はぁ……ヴァインくんっ、ごめんね……あたし、先生なのにこんなことして、軽けい蔑べつされるかもしれないけど……自分を抑おさえられないの……」

　向かって右。紅こう潮ちようした顔で俺の瞳ひとみを覗のぞき込こみながらも、自分の中の何かを堪こらえ切きれない様子で、タマラが体格に見合わない豊かな胸を揺ゆらして身をくねらせる。

「お……お前ら、おかしいぞ。ちょっと待……うっ」

　俺の言葉を遮さえぎるように、いきり立った股こ間かんに、たわわな四つの乳房が押し当てられる。

「あはっ……♪　ヴァイン様の、私の胸で擦こすってあげたらピクピクって跳はねました♪　これ、気持ちいいんですね、ヴァイン様？」

　胸に実った豊かな双球を捧ささげ持もち、その柔やわらかさと弾力で俺の局部を責め立てながら、ラクシャルが艶なまめかしく微笑ほほえむ。

「んっ、ヴァインくん……これ、ダメだよぉ……胸をむぎゅむぎゅって当ててるだけなのに、触れてるところから熱くなって……んはぁっ♪」

　小柄な体と不釣り合いに大きな、ラクシャルのそれに匹ひつ敵てきする巨乳をどうにか腕で支え、俺の昂たかぶりを圧迫しながら、タマラが甘い声を漏もらす。

　……極ごく楽らくのような気持ちよさだった。

　硬く屹きつ立りつした俺自身を、ラクシャルとタマラが二人がかりで左右から挟み、擦り、圧迫してくる。

　ラクシャルが献身的に奉ほう仕ししてくるのは珍しいことではないが、普段は奥手なタマラまでもが行為に夢中になるのは珍しいことだった。

　いや、それだけではなく──。




「余よをのけ者にするでない……余も混ぜるのじゃ……ちゅぷ、ちゅっ……♪」




　熱っぽい色に染まったゼルスの顔が、俺の股間に近づく。

　柔肉の谷間から飛び出した剛直へと、ゼルスは躊ちゆう躇ちよなく舌を這はわせ、音を立てて舐なめしゃぶってきた。

「れる……ぁむ、ちゅっ。はぁ……先っぽから、何か、出ておる……んっ。変な味じゃ……腹の底が、熱くなってしまう……」

　俺自身の形をなぞるように、ちろちろと丁てい寧ねいに舌が這わされる。

　ラクシャルが不満げに眉まゆ根ねを寄せて、抗議の声をあげた。

「ゼルス様、独ひとり占じめはずるいです……私だって、ヴァイン様のモノをいっぱい舐めて差し上げたいのに……」

　一方、タマラはまだ奉仕に夢中だ。むしろ自分から快楽を求めるように、胸の先端をモノに擦りつけては、断続的に甘い声を漏もらしている。

「はぁぁっ……！　これ、気持ちいい……っ。いけないのに、こんなの……あたし、先生なのに……うぅ、でもっ、我が慢まんできないよぉ……」

「んん、んっ……余も、堪え切れぬ……ちゅぱっ、ん、もっと出せ、ヴァインっ」

「もう、ゼルス様ったら……しょうがないですね……じゃあ、ヴァイン様にいっぱい出してもらいましょう？　もっと濃いのを、たっぷり……えいっ♪　えいっ♪」

　タマラ、ゼルス、ラクシャルがそれぞれの意思で俺のモノに殺さつ到とうし、欲望のまま全力で責め立ててくる。

　我慢など、できるわけがなかった。

「うっ……ぐ、出る──ッ!!」

　放水のように勢いよく、大量の白はく濁だくを噴き出す。

「ふゃあっ!?」

　一番顔を近づけていたゼルスはもちろんのこと、左右のラクシャルとタマラの顔や髪にも精液が降りかかり、どろどろに汚していく。

　先走りとは比ひ較かくにもならないほど濃厚な、雄おすの熱と匂いを浴びたことで、三人はほとんど同時に裸身を小さく跳ねさせ、軽く達したようだった。

「はぁ……あ、っ……ヴァイン様ぁ……勿もつ体たいない、ですっ……ぺろ、れるっ……」

「ラクシャルちゃん、あたしも……ヴァインくんの白いの、もっと味わわせてよぉ……んっ、ちゅ……こくっ……♪」

　三人の女たちは、果てたばかりの俺のそれへと顔を寄せ、甘かん露ろを貪むさぼるように白濁を舐め取っていく。その刺激で、俺は再び奮い立たされる。

　その明めい晰せきな快感に、これが夢ではなく、紛まぎれもない現実なのだと実感する。




　だが──何かがおかしい。

　ラクシャルはともかく、ゼルスやタマラがこんなに夢中になって奉仕してくるなんて、普段なら有り得ないことだ。

　いったい、どうしてこうなったんだ……？




　記憶は、数日前まで遡さかのぼる。
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　タマラを剣の呪のろいから解き放ち、ついでに【奴隷化テイム】した俺は、エナの勧すすめに従って、今度は大陸の北部に向かうことにした。

　それまで滞在していたシーフェンの街は大陸の南部にあり、北部へ向かうためには、ツェッド山脈という山を越えねばならなかった。

　とはいえ、その気になれば魔法で空も飛べる俺がいる以上、大した苦労になるわけもなく、山越えは難なく終わった──のだが。

　問題は、その先だった。




「……ふざけてんのか、この天気は」

　思わず呟つぶやいた俺の声は、視界全面を覆おおう猛もう吹雪ふぶきにかき消された。

　切りつけるような暴風。無数に降り注ぐ氷の粒。足元に至っては、膝ひざまで雪に埋もれてしまっている。

　水平に手を突つき出だすと、その手が見えなくなる。視界は最悪だ。

「ヴァイン様！　手を繋つないでいないと、はぐれてしまいます！」

　心配と不安の強い声で言って、ラクシャルが後ろから俺の手を握ってくる。

　この吹雪の中では、もっともな意見だ。

「想定外でした。まさか山をひとつ越えただけで、こんな豪ごう雪せつに見舞われるなんて……大陸の南部は、むしろ暖かいくらいの気候だったのですが……」

「ああ、まったくだ。北部は多少冷えるとは聞いてたが、こりゃどう考えても異常だ。何をどう考えたらこんなマップ配置になるんだ、まったく」

「マップ……ですか？」

　ラクシャルがきょとんと首をかしげる。

　今いま更さら言うまでもないことだが、俺が転生したこの世界は、ＶＲエロゲーの世界だ。

　俺は現実世界でここまで進められなかったのだが、ここに雪が降っているということは、ゲームにおいてもそうだったに違ちがいない。

　文句を言っても無む駄だとわかっているが、なにしろ寒すぎる。黙だまってはいられない。

「歯の根が合わなくなりそうだ……ラクシャルは平気なのか？」

「私も寒さは感じますが、魔族は人間と比べて、寒暖への適応力が高いんです。ですから、私とゼルス様は耐たえられると思いますが……」

[image: ]

「ヴァイン！　タマラが弱っておるぞ！」

　更に後ろの方から、ゼルスの怒ど鳴なり声が聞こえた。

　雪に足を取られながらもどうにか引き返すと、タマラはゼルスに肩かたを借りた状態で、ぐったりと全身を弛し緩かんさせていた。

「ヴァイン、くん……ごめん……」

「おい、しっかりしろ。まだ山を下りたばっかりだぞ」

「ごめんね……あたし、もうダメみたい……短い間だったけど、ヴァインくんと冒険できて……楽しかったよ……」

「本当に短すぎるんだが、お前それで満足か……？」

　タマラとは前の街を出る時に一緒になったばかりなので、冒険も何もしていないのだが……寒さで意識が朦もう朧ろうとしているのだろう。

「ヴァイン様！　私、こういう時は裸になって温め合うのが一番いいと聞いたことがあります。ヴァイン様が凍こごえてしまわないうちに、私と……！」

「服を脱ごうとするな、ラクシャル。というかなんで俺を温めようとする」

「私にとってはヴァイン様が、誰だれよりも大切な人だからです！」

「気持ちは嬉うれしいが、やってる間にタマラが死にそうだから、今はどいてろ」

　窮きゆう地ちを脱するには、一刻も早くこの寒さを何とかするしかない。

　俺は考えを巡らせながら、天に手を伸ばす。

「まずは、この風と雪を防ぐか……【ウィンド・フィールド】！」

　風魔法を唱え、俺たちを中心とした半径三○メートルほどの範囲に、風の障しよう壁へきを展開する。

　半円形の障壁の内側は無風状態だ。これで吹雪は防げるだろう。

　次は寒さへの対策だ。炎魔法が使えれば最適だったんだが、あいにくそれは使えないので、以前タマラから吸収した光魔法を使う。

「【サン・ビット】」

　魔法で形成した光球を、俺たちの頭上に浮かび上がらせる。

　生み出した光球は小型の太陽とも言うべきもので、光と高熱を発している。これを障壁の内側に浮かせておけば、そのうち空気も温まるだろう。

「ついでに歩きやすくしておくか。【サン・レーザー】」

　光球から、集束された光線が降り注ぐ。

　俺のコントロールによって、光線は俺たちの進路上の雪を溶かし、道を切り開いていく。

「よし。大体こんなもんだろう」

　ひとまず、これで先に進めるはずだ。

　振ふり向むくと、ゼルスが珍しく感心したような顔でこちらを見つめていた。

「この状況下でも、焦ることなく的確な魔法で対処するとはのう……前にも感じたが、貴様の応用力は大したものじゃな」

「お前が俺を褒ほめるなんて珍しいな。見直したか？　抱いてほしくなったんなら、いつでもリクエストに応えてやるぞ」

「貴様の人格がまともなら、普段からもう少し褒めておるわ」

　ゼルスの目は、一瞬で軽けい蔑べつのそれに変わった。

　ラクシャルが間に割って入り、俺の腕に頰ほおを寄せてしがみついてくる。

「そういうことでしたら、私が代わりに！　ヴァイン様の魔力と適切な判断力、本当に感服いたしました！　たくさん労ねぎらって差し上げますね♪　ぎゅ～っ♪」

「おっ。おお。二の腕に胸が当たって……」

　腕に伝わる柔らかさに意識を集中させる。もどかしいこの感じ、悪くない……。

「早く街に行かぬと、タマラが死ぬぞ」

　ゼルスの一言で、俺は夢ゆめ心地ごこちから醒さめた。危ない危ない。

　聞いた話では、山を越えてすぐ近くに街があるということだった。まずはそこに急いだ方が良さそうだ。

「……ん？」

　その時──ふと、遠くから誰かの視線を感じた。

　確かに山脈の方角から気配がしたのだが、障壁の外側は相変わらずの猛吹雪で、誰の姿も捉とらえることができない。

「ヴァイン様、どうなさいました？」

「いや……誰かに見られてるような気がしたんだが……」

　気のせいかと思ったが、ゼルスが神しん妙みような面おも持もちで口を挟んできた。

「貴様が余よから奪った【心しん眼がん】スキルには、直感を鋭えい敏びんにする効果もある。誰かに見られておるのは事実じゃろう……が、今は気にしている場合ではあるまい」

「……まあ、そうだな。手出ししてこないんなら放っておこう」

　相手が魔物か人間かわからないが、これだけ目立つことをしているのだから、見られるくらい変なことではない。今は街に向かう方が先決だ。

　気持ちを切り替え、歩を進めるうちに、やがて謎なぞの気配は消え去った。




　雪を溶かしながら移動しているのが道みち標しるべにもなり、俺たちは遭そう難なんすることもなく、目的の街を視界に捉えた。

「……おかしいな」

　街は高い城壁に囲まれているが、どう見ても、半ば雪に埋もれかけている。

　もし、この地方で普段からこれほどの大雪が降るのなら、街のつくりも気候に適応したものになっていなければおかしい。

　ということは、この雪は相当な異常気象に違いない。

「とりあえず、街に入るぞ。ラクシャルは人間に擬ぎ態たいしておけ」

「はい、ヴァイン様！」

　ラクシャルは答えながら角つのを隠し、人間に擬態する。角が消えるのは、パッと切り替わるように一瞬のことだから不思議だ。

　準備を終え、様子を窺うかがいながら街に近づく。

　門の周りだけはかろうじて除雪されており、開いた門の辺りに何人かの兵士が固まっているのが見えた。

　いや、それだけではない。よく見ると、兵士たちに囲まれるような形で、甲かつ冑ちゆうに身を包んだ女が何やら言い争っている。

「王おう女じよ殿でん下か、おやめください！　この雪の中を出ていくなんて無茶です！」

　懇こん願がんする兵士たちを、女は雷鳴のように響く声で一いつ喝かつする。

「止めるな！　我はノースモア王国の第一王女にして騎き士し、シンファ・アデムレットなるぞ!!　このような時に矢や面おもてに立たず、いつ立てと申すか!!」

　兵士と言い争う女……シンファは、覇は気きが鎧よろいを着て立っているような、そんな印象を受ける女だった。
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　歳はまだ一○代も半ばに見えるが、鋭するどい眼光、堂々とした立ち姿からは、高貴な血筋に特有の気け高だかさが溢あふれている。

　凌りよう辱じよく系けいのエロゲーなら、オークや触手に襲おそわれるのがさぞかし似合うタイプに違いない。俺はそういうゲームはあまりやらないが。

「……む？　な……なんだ、あれは!?　魔法の結界……？」

　シンファが俺たちの接近に気づき、次いで周囲の兵士たちも驚きの声をあげた。

　俺はできるだけ不審がられないよう、風の障壁を一いつ旦たん解除して、シンファたちに近づいていく。

「旅の者だ。凍えかけてる仲間がいるから、街に入れてほしいんだが」

「き、君は……？　雪を溶かしながら歩いてきたようだが……」

　シンファが戸と惑まどっている間にも、吹雪は容よう赦しやなく俺たちに降り注いでくる。

　……ほんと邪魔だな、この雪。

「【ウィンド・フィールド】!!」

　俺は効果範囲を大きく広げ、街全体を風の障壁で包み込んだ。

　不可視の結界がドーム状に街を覆い、雪と風の侵しん入にゆうを食い止める。

　シンファと兵士たちは天を仰ぎ、感かん嘆たんの声をあげた。

「なんと!?　吹雪が止やんだ……いや、防いでいるのか！　なんという強大な魔法だ！」

「これほどの魔法が使えるなんて、とても人にん間げん業わざとは思えない……！」

　事実、俺の魔力は魔族の帝王であるゼルスから吸収したのが大半なので、普通の人間にはこれほどの使い手はいないだろう。

　もちろん、わざわざそんなことは説明しないが。

「そこの君っ!!」

　シンファは爛らん々らんと目を輝かせて、俺に歩み寄ってきた。

　そのまま、有う無むを言わさぬ強引な調子で、俺の手を摑つかもうとして──。




「──街に入れていただけますか？　シンファさん」




　割って入ったラクシャルが、にっこり笑顔でシンファの手を取った。

　シンファは眉根を寄せて、怪け訝げんそうにラクシャルを見つめる。

「君に用はない。我はそこの彼と話したいのだ。どきたまえ」

「私たちの仲間が凍えかけていると、先ほどヴァイン様が申し上げました。四の五の言わず、まずは街に入れてください」

　ラクシャルの口調は丁寧だったが、その声こわ音ねにはシンファへの敵意が滲にじんでいる。

　まあ、俺に近づく女がこういう態度を取られるのは、いつものことだが……。

　シンファは怯ひるむ様子もなく、すっと目を細めた。

「彼はヴァインというのか。それで、我の邪魔をする君は、いったい何だ？」

「ラクシャルと申します。ヴァイン様の忠実なしもべです」

「ほう？」

　答えを聞いて、今度は目を丸くするシンファ。その視線は俺の方へと向く。

「吹雪から街を守れるほどの魔力……何人もの女を引き連れ、従えるカリスマ……なるほど。彼は大変な傑けつ物ぶつのようだな」

「…………」

　シンファの言葉に、ラクシャルは怜れい悧りな眼まな差ざしを投げかけて──。




「えへへ。わかりますか、ヴァイン様の素晴らしさが！」




　ふにゃっと相そう好ごうを崩し、シンファの手を両手で握にぎり直なおした。

「そうなんです！　ヴァイン様は本当に本当に素す敵てきな方で、強くて優しくて勇ましくて……私がヴァイン様に付き従うと決めたのも運命的な出会いを果たしたからなのです。あれはまだ私が愛に目覚める前、とある村を襲った時のことなのですが──」

「すまんシンファ、案内してくれ」

　すごい勢いでノロケ始めたラクシャルを無視して、俺はシンファに声をかけた。

　シンファはラクシャルの変へん貌ぼうに面食らっていたようだが、俺に向かってぎこちなく笑い返すと、上うわずった声で答えた。

「何というか……変わっているんだな……君たちは」

　……どうやら、『変人』という評価でひとまとめにされたようだ。




　シンファに案内され、俺たちは街の中に入った。

　城壁の内側も門の周りと同様、最低限の雪かきはされていたが、この豪雪では追いつかないのか、足首までは雪に埋まるのを避さけられなかった。

「自己紹介をしておこう。我の名はシンファ・アデムレット。大陸北部を占める大国、ノースモア王国の第一王女であり、国を乱すものと戦う騎士だ」

　シンファは歩きながら振り返って、得意げに微笑ほほえむ。

　自分で自分の国を大国と言うのはどうかとも思ったが、それだけ愛国心が強いことの表れなんだろう。

「ヴァイン・リノスだ。それで早さつ速そく訊ききたいんだが、シンファ。この大雪はいったいどういうことなんだ？」

「……わからない。ノースモア王国は冬には雪で閉ざされるが、これほどの豪雪に見舞われたことは、歴史上一度もなかった」

　やはり俺の予想通り、この雪は異常気象らしい。

　今まで行けなかった大陸北部ばしよへ行けるようになった、というから来てみたのに、このままじゃ探索どころか観光すらままならない。

　もちろん、当事者である王国の住民たちにとっては、更に深刻な状況だ。

「本来なら今頃は大麦を蒔まく時期なのに、このままでは食しよく糧りよう難なんに陥おちいってしまう。なんとしても、原因を突き止めなくてはならないんだ」

「そうか」

　……面倒ごとに巻き込まれそうな予感がする。

　警戒しつつ次の言葉を待っていると、シンファは振り返り、真しん摯しな声で言った。

「ヴァイン、頼みがある。しばらくこの街にとどまってほしい」

「……え？」

　意外と控ひかえめな頼みに、思わず俺は訊き返した。

　こういう時は『原因を突き止めてどうにかしてほしい』と言われるのが、ゲーム的には定番の流れだと思っていたんだが。

「ここは王国の首都だ。雪が溶けて機能が回復すれば、充分なもてなしができる。王女の名にかけて、君たちの助けに報むくいると約束しよう」

「だが、魔法で吹雪を防いでも、根本的な解決にはならないだろ」

「ふっ……原因を突き止めるのは我らの使命さ。旅人の君たちにそこまで頼るわけにはいかないとも」

　余よ裕ゆうめかして微笑むシンファに、俺は心から感心した。

　兵士に出しゆつ撃げきを止められているのを見た時は、猪ちよ突とつ猛もう進しんのバカかと思ったのだが、そんなことはなかったらしい。

「シンファ。そこまで自信満々に言うってことは、何か手がかりがあるのか？」

「いや、ない」

　即答だった。

「しかしどうにかなるだろう。我は清く正しい騎士なのだ。天におわす神も、我らに加護を授さずけてくださるに違いないからな！」

　腰に手を当てて笑うシンファの様子に、俺は再び考えを改めた。

　こいつはバカだ。

　ついでに言えば、この世界の神がいかにアテにならない存在かということも、俺は骨身にしみて知っている。

　じき、城が見えてくると、俺は一旦シンファについて考えるのをやめた。




　城に近づいた辺りから、シンファは何度も兵士たちに呼び止められ、質問攻めによる足止めを食らった。

　急に吹雪が止んだのだから、兵士たちが驚くのも無理はない。

　また、来客おれたちについても質問を受けたが、シンファは全て同じ答えで済ませた。

「後で説明する。心配せずとも、我に任せていればよい！」

　王女にそう言われては納なつ得とくせざるを得ないようで、兵士たちは何か言いたそうな顔をしながらも、黙って引き下がる。

　周囲からすれば俺たちは不審人物にしか見えないだろうし、無理もない。

「……そういえばシンファ、俺たちをどこまで連れてく気なんだ？」

「父上のもとに案内する。この先の部屋だ」

　石造りの廊ろう下かの突き当たりに扉とびらがあり、重装備の騎士が扉の両脇を固めている。

「火急の用件だ！　父上に客人を会わせたい。通るぞ！」

　シンファが叫さけぶと、騎士は扉を開き、俺たちを部屋の中へと招き入れた。

　扉を抜けた先は、玉座の設しつらえられた広い部屋だった。

　何か重要な話でもしていたのか、部屋には大勢の兵士が集まっており、玉座に腰かけている老ろう齢れいの男が小さく見えるほどの圧迫感があった。

「お……おお！　戻ったか、シンファ！」

　老齢の男はシンファを見るなり、目の色を変えて立ち上がった。

　金色の王冠と煌きらびやかな服で飾り立ててはいるものの、男自身は枯かれ木きのような痩そう身しんで、どこか弱々しい印象すら受ける。

「父上っ！　シンファ・アデムレット、ただいま戻って参りましたぁぁっ!!」

　そんな男めがけて、シンファは子供のように全力ダッシュで飛び込んだ。

　甲冑を着たままの愛まな娘むすめの突とつ撃げきに、男は二メートルほど吹っ飛ばされて、背中から玉座に叩たたきつけられる。

「グホッ！　……ぶ、無事でよかったぞ、シンファ。お前が吹雪の調査に飛び出してしまったと聞いて、ただちに捜索隊を出そうとしていたところで……」

　とすると、この部屋にいる兵士は、捜索のために集められたのか。

　よほどの子こ煩ぼん悩のうというか、親バカというか……。

「父上、外を見てください！　魔法の壁が街を守ってくれています。それに、太陽のような暖かい光まで……どちらも、そこのヴァインという旅のお方がやってくださったのですよ」

　皆が一斉にどよめき、部屋中の視線が俺へと集中する。

「吹雪が止んだという報告は受けていたが、たったひとりの魔法で……？」

「それが事実なら、なんという魔力だ……彼はいったい……？」

　ゴホン、という国王の大きな咳せき払ばらいが、どよめきの声をかき消した。

「失礼。わしはノースモア王国の国王、ガスパー・アデムレットだ。ヴァイン君と言ったな。君が魔法で街を守ってくれているというのは、本当なのか？」

「そうです」

　俺は短く答えてから、シンファを一いち瞥べつする。

「で、そこのシンファ……失礼。王女様に、しばらくこの街にとどまってほしいと依頼されました。必要なら、しばらく滞在するつもりです」

　周囲から、喜びと戸惑いの声が聞こえた。

　当面だけでも危機を回かい避ひできることへの喜びと、得体が知れない俺に対する戸惑いが半々といったところか。

　ガスパーは俺を見み据すえると、神妙な面持ちで言った。

「わしからも頼むよ、ヴァイン君。しばらくこの街にいてもらいたい。無論、しかるべき礼はさせてもらうつもりだ」

「それは構いませんが、俺がいても一時しのぎにしかならないのでは？」

「いや……実は、ある筋からの情報によれば、この吹雪を引き起こした者がいるらしいのだ。その者を討うてば、全て解決する」

　ガスパーの答えは意外なものだった。

　シンファが驚きに目を丸くして、ガスパーに詰つめ寄よる。

「本当ですか、父上!?」

「うむ、つい先ほど入ってきた情報でな。この吹雪を引き起こし、我ら人間を苦しめる諸悪の根源……それは……」

　ガスパーは懐ふところから羊皮紙のスクロールを取り出し、広げてみせる。

　そこには、俺にとってとても見慣れた、ある人物の似顔絵が描かれていた。




「魔族の帝王、魔帝ゼルス！　こいつが全ての元げん凶きようなのだ!!」




「だぁぁれが全ての元凶じゃっ!!」

　後ろの方で、未いまだ意識の戻らないタマラを支えていたゼルスが、聞き捨てならずに猛抗議の声をあげた。

　スクロールに描かれていた顔は、確かにゼルスそのものだった。

　似顔絵とゼルスの顔を見比べた兵たちが、一斉におののいて飛びすさる。

「き、貴様はこの絵と同じ顔……魔帝ゼルス!?　なぜここに!?」

「やかましい！　貴様ら人間どもが余と敵対するのは構わぬが、やってもいないことまで余のせいにされてたまるか！　誰じゃ、そんなデマを流した愚ぐ物ぶつは!!」

「……参ったな」

　烈れつ火かのように激怒するゼルスを横目に、俺は溜ため息いきをついた。

　騒ぎにならないように正体を隠してきたのに、妙な展開になってしまった。

　ゼルスは魔族の長おさだが、基本的に専守防衛の態度を貫いている。大雪なんかを降らせるとは思えない。

　しかしこの城の連中がそう思うわけもなく、兵たちは一斉に武器を構えた。

「魔族め！　自ら城に乗り込んでくるとはいい度胸だ！　これだけの精鋭を相手に、勝てると思っているのか！」

「抵抗は無駄だ！　大人しくすれば魔帝の命だけで許してやる！」

　俺たちをぐるりと取り囲んで、兵士は自分たちを鼓こ舞ぶするように吼ほえた。

　既すでに臨戦態勢のゼルスはもとより、ラクシャルも剣を抜いて応戦の構えを見せる。

　タマラは……まだぐったりしている。

「待て、待て。お前らは何か誤解してるぞ。まずは話し合いをだな」

　説得を試みるべく、俺は一歩進み出る。

　その瞬間、周囲の兵たちが一斉に俺めがけ、刃やいばを突き出してきた──。




「【ゲイル】!!」




　俺の放った風魔法が、周囲の兵たちをまとめて吹き飛ばす。

　本来は、風魔法の中でも微弱なレベル１の魔法に過ぎないのだが、俺の膨ぼう大だいな魔力によって放たれた突風は、ほとんどの相手を壁に叩きつけ、昏こん倒とうさせてしまった。

「はあ……だから『まずは話し合いを』って言ったんだ。逆じゃ無理なんだよ。戦った後じゃ、お前たちは誰も話ができなくなるだろうが」

「……我は無事だぞ、ヴァイン」

　身構えて突風に耐えていたシンファが、俺を睨にらんで腰の剣を抜いた。

　その後ろでは、玉座にしがみついていたおかげで無事だったのか、ガスパーが目を白黒させている。

「なっ、なななっ……わ、我が軍の精鋭たちが一撃で!?　ば、化け物か!?」

「ご安心ください、父上！　父上のことはシンファが守ります。あのような卑ひ劣れつな男になど、指一本触れさせはしません！」

「……卑劣な男？」

　シンファの言葉に反応したのは、ラクシャルだった。

　俺の横をするりと抜けて、シンファに近づく。

「シンファさん。あなたは今、ヴァイン様のことを卑劣と言いましたか？」

「そうだ！　魔族の正体を隠して城内へ潜入し、国王の首を取らんとする卑ひ怯きよう者ものめ！　そのような卑劣で非道で邪悪な輩やからに、我は決して負けることはない！」

　卑劣で非道で邪悪か……まあ、今更そのくらい言われても気にはならない。

　問題はラクシャルの方だ。

　シンファとは対照的に静かだが、その瞳にどす黒い殺さつ気きが満ちつつある。

「取り消してください、シンファさん」

「ふん、我と戦うつもりか？　我は王国の中でも並ぶ者なしと称された騎士──」




「【剛ごう魔ま剣けん・殺さつ壊かい撃げき】」




　ラクシャルの双剣が疾はしり、矢のような鋭い突きが放たれた。

　その一撃はシンファの剣を穿うがち、刀身を根元から打うち砕くだく。

　次の瞬間──ラクシャルの刃は、シンファの喉のど元もとに突きつけられていた。

「…………」

　身動きひとつできないまま、シンファがごくりと喉を鳴らす。

「取り消していただけますね？」

　表面的には優しい微笑みを浮かべて、ラクシャルは確認を重ねた。

　シンファは引きつった顔で虚きよ勢せいを張る。

「ふ……ふっ。我は王女だ。命惜しさに言葉を取り消すことなど──ひぎゅ!?」

　ラクシャルはシンファの口内に剣を突き入れ、刃が舌に触れる直前で止めた。

　さらにシンファの顎あごを摑み、逃げられないようにする。

「言えないのでしたら、その舌はいりませんね。切り落とします」

「ん────!?　んん────っ!?」

「待て待て！　ストップだ、ラクシャル！」

　シンファが泣き出したので、慌あわてて俺が止めに入った。

「はい♪　待ちます、ヴァイン様」

　ラクシャルは素直に従い、シンファから離れる。

　あまりのことにシンファは腰が抜けてしまったようで、その場に崩れ落ちた。

「はっ……ひ、ひっ……」

「大丈夫……じゃないよな、多分」

　大人しくなってくれたのはいいが、良い状態とは言えないだろう。

　これで制圧は完了したものの、誤解が解けるとは限らないし……念には念を入れて、今のうちにテイムしておいた方がいいかもしれない。

「よし。まずは脱がそう」

「よくないっ!!」

　玉座でガタガタ震ふるえながら、ガスパーが叫んだ。

　恐怖に打ち震えつつも、俺に向かって頭を下げて懇願してくる。

「娘は……シンファだけは勘弁してくれ！　わしはどうなってもいい！」

「女の子の代わりに、ジイさんを好きにしろと言われてもな……」

　心がけは立派なんだが、対価が釣り合っていない。

　不満を告げると、ガスパーは更に必死の形ぎよう相そうで食い下がってきた。

「だったら、何でもやる！　金でも宝石でも、どんなものでも渡すから、シンファだけは許してくれ！　頼む!!」

「……何でも、か」

　魅み惑わく的てきな響きのする言葉に、俺はしばし考える。

　俺たちがこの国に安心して滞在でき、全てが丸く収まる方法──。

「そうだ。王の座をくれ」

「…………は？」

　ぽかんと大口を開けるガスパーに向けて、俺は繰くり返かえした。

「国王の座を譲ゆずってくれ。今日から、俺がノースモア王国の王になる」




　こうして、その日、ノースモア王国に新たな王が誕生した。
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　深い眠りから醒さめる瞬間は、決まって、頭の芯が揺れるような心地がする。

　胎たい動どうにも似たその感覚とともに俺は瞼まぶたを開き、泥の中を泳ぐように、ベッドの上でもがく。手足の動きはひどく緩かん慢まんだ。

　このままもう一度瞼を閉じて、寝てしまおうか……そんな誘惑に囚とらわれそうになっていると、ドアの開く音がした。

「ヴァイン様、おはようございます。朝ですよ」

　優しく呼びかけるラクシャルの声とともに、肩を揺すられる。

　小麦とバターのかぐわしい香りが鼻をくすぐると、体に活力がみなぎってきた。

　えいっと気合を入れて上体を起こし、ラクシャルに目を向ける。

「……おはよう、ラクシャル」

「お目覚めですね、ヴァイン様。うふふ。ヴァイン様の寝顔も、今のように眠たげな顔も、とっても可愛かわいらしくて大好きです♪」

　俺の顔を一目見るなり、ラクシャルは朗ほがらかな笑みで言う。

　一方で俺の目は、ラクシャルの頭から生えた角に向いていた。

「お前、角は隠さなくていいのか？　それじゃ周りに魔族だってバレちまうぞ」

「ヴァイン様……もう、何をおっしゃってるんですか。ヴァイン様がこの国の王となられた今、正体を隠す必要なんてないじゃありませんか」

　しょうがないな、とばかりにくすくすと笑って、ラクシャルは答える。

　…………この国の王……俺が？

「あー……あっ。そうだ、そうだった」

　瞼をガシガシと強くこすり、ようやく完全に目を覚ます。

　改めて部屋を見渡せば、そこは広々とした寝室であり、俺は天てん蓋がいつきの巨大なベッドの上にいた。

　ラクシャルはベッドの傍かたわらで、皿をトレーに載せて立っている。

　皿にはバターロールとスクランブルエッグが盛られており、先ほどの芳ほう醇じゆんな香りの出で所どころはそれだとわかった。

　しかし同時に、料理以上に俺の目を引くものがあった。

「……ラクシャル。お前、なんで裸エプロンなんだ……？」

　ラクシャルはその豊満な裸体に、フリルのついた可愛らしいエプロンだけを纏まとった姿だった。

　俺の指摘に、ラクシャルは頰を赤らめ、艶つややかな笑みを浮かべる。

「ヴァイン様が喜んでくださるかと思ったものですから……いかがでしょう？」

「とてもいい」

　思ったままの感想を告げると、ラクシャルは飛び上がって喜んだ。

「嬉しいですっ♪　私、昨晩もヴァイン様にいっぱい可愛がっていただけたので、ヴァイン様を喜ばせてお返しをして差し上げたくて……」

　……その言葉で、やたらと体がだるい理由を思い出した。

　俺が国王の座を手にしてから数日経たったが、その間、ラクシャルは毎晩俺の寝床を訪れては、続けて何度も激しい交わりを求めてくるのだ。

　だが我ながら現金なもので、裸エプロン姿で飛び跳ねるラクシャルのきわどい姿と、昨晩も俺の下で乱れていた姿が重なり、俺は急激に欲望が膨ふくれ上あがってきた。

「ラクシャル、来い」

「えっ？　ヴァイン様、どうされ……きゃっ！」

　細い腰に腕を回し、ラクシャルの体を抱き寄せる。

　ラクシャルは慌てて近くのサイドテーブルにトレーを置くと、不思議そうに俺の顔を覗き込んできた。
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「あの、ヴァイン様？　朝ご飯は……」

「お前を食べる」

　エプロンの胸むな元もとの布を谷間に寄せ、たわわな胸を露あらわにする。

　プリンのように揺れる胸へと顔面から飛び込み、桜さくら色いろの突起を口に含んだ。

「はううぅっ！　あ、ぁっ、ヴァイン様ぁ……やっ、いきなり、吸っちゃ……」

　ラクシャルは突然のことに動どう揺ようしながらも、決して俺を拒こばもうとはせず、むしろ俺の頭を抱きしめるように腕を回してくる。

　その包容力に甘えて、俺はもっと強めに、音を立てて乳首を吸い上げる。

「ふぁっ、あ、あぁっ！　や、ぁっ、食べられてます……私、ヴァイン様に、食べられちゃうっ……」

「ん……っ。なあ、ラクシャル。お前、乳は出ないのか？」

「ふえっ？　で、出ませんよぉ……だってまだ、子供もできてな……ひゃふぅぅっ！」

　答えを最後まで聞かずに、文字通り手に余る巨乳を揉もみしだき始める。

「こうやって……ちゅっ。念入りに揉みほぐしてやれば……ん、っ……そのうち、出るようになるんじゃないか？」

　乳房の根元から先端に向かって、搾しぼるように強めに揉みながら、双方の先端を交こう互ごに口に含み、緩急をつけて吸いつく。

　ラクシャルの腕から力が抜け、背は弓なりに反そりかえっていく。

「あっ、あっあっ！　あぁぁっ！　ヴァイン、さまっ、だめ、ですっ♪　そんな、そんなにしたら、やぁっ、出ちゃうっ♪」

「乳は出ないんじゃなかったのか？」

「む、胸じゃなくてぇぇっ……あ、ぁ、あっ、だめ、だめぇぇっ！」

　ラクシャルの声のトーンが上がってきたのを見計らい、乳首に軽く歯を立てる。

　刹せつ那な、ラクシャルの体がビクンと激しく跳ねた。




「ふあああああぁぁぁぁっ!!」




　熱さと甘さの極きよく致ちに達した声をあげて、ラクシャルは果てた。

　だらしなく開いた太ふと腿ももの間から、とぷとぷと音を立てて、シーツをぐっしょりと濡ぬらすほどの愛液が滴したたり落おちる。

　エプロンのせいで直接は見えないが、ラクシャルのそこは今、ぐっしょりと濡れそぼっていることだろう。出ると言ったのはこのことか……。

　ラクシャルは潤うるんだ瞳で俺を見つめ、震える声で懇こん願がんする。

「は、ぁ……はぁっ、ヴァイン様……ください、こっちにも……」

　そう言ってエプロンの裾すそに手をかけ、自らその部分を露わにしようとして──。




　──コン、コンッ！




「ひゃう!?」

　突とつ如じよ響いたノックの音に、ラクシャルは驚いてベッドの上を転がった。

　返事を待たずにドアが開かれ、ゼルスとタマラがなだれ込んでくる。

「ヴァイン！　貴様、いつまで寝ておるのじゃ！　こっちは大事な用があるというのに、だらだらと怠なまけるでないわ！」

「ヴァインくん！　今まで何があったのか、さっきゼルスちゃんに聞いたんだけど……ノースモアの国王になったって、どういうこと!?」

　ふたりは一斉に詰め寄ってきたが、どうやら別々の用件があるらしい。

　ゼルスはベッドの隅すみに避難したラクシャルを見ると、怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「むう……ラクシャル、またヴァインめに奉ほう仕ししておったのか？　ヴァインはケダモノ同然じゃからな、襲われぬよう最低限の節度は保つのじゃぞ」

「誰がケダモノ同然だ」

　……襲うも何も今更な話で、俺とラクシャルはとっくに一線を越えているのだが。

　ラクシャルを溺でき愛あいしているゼルスがその事実を知れば、おそらくショックを受けると思って、一応は秘密ということにしている。

　俺は話をそらすついでに、タマラの方へ顔を向けた。

「タマラ、もう体調はいいのか？」

　俺たちが城で大立ち回りを演じた後、タマラは高熱を出して、ずっと寝込んでいた。

　昨晩には熱も下がってきたと聞いていたが……。

「うん、あたしはもう大丈夫だよ。……問題はそのことじゃなくて」

　覚悟を決めるように何度か深呼吸してから、タマラは俺の顔を覗き込む。

「さっきの質問に答えて、ヴァインくん。王様の座を奪ったっていうのは本当？」

「本当だ」

「…………うううう」

　タマラは肩を落とし、苦しそうに頭を抱えた。

「非常事態だったとは聞いたけど、訪れたばっかりの国でいきなり国こつ家か転てん覆ぷくを起こすなんて……あーもう、どうしてこんなことに！　ドミナや学校の子たちに知れたら、どう説明すればいいの!?」

「過ぎたことだ、前向きに考えろよ。簒さん奪だつ者しやの一味として歴史に名が残るぞ」

「ちっとも嬉しくないよ!!　ヴァインくんのばかー、ばかー!!」

　半泣きでぽかぽか殴なぐってくるタマラ。ステータスに差があるので全く痛くない。

　軽く笑って受け流していると、今度はゼルスが近づいてきた。

「ヴァインよ。別件で貴様に相談がある」

「……ゼルスは今回の件について何も言わないんだな。てっきり小こ言ごとのひとつくらい言われるかと思ったが」

「貴様は人間、王国の連中も人間じゃ。魔帝たる余よが口出しする筋合いはない」

　心からどうでもよさそうに話を打ち切って、ゼルスは一枚の羊皮紙を広げてみせた。

　先日、国王が持っていた、ゼルスの似顔絵が描かれたスクロールだ。

「この異常気象について、当然ながら、余は関知しておらぬ。しかしこのような風ふう聞ぶんがあるということは、何者かが余を陥おとしいれようとしておると考えられる」

「それはちょっと考え方が飛ひ躍やくしてないか？」

　言葉を選びながら、俺は答えた。

「単に、魔族に恨うらみを持ってる奴やつが、責任の所在を魔族に求めようとしただけかもしれないだろ。どっちにしても厄やつ介かいは厄介だが」

「根拠はそれだけではないのじゃ。余は大陸北部にも、配下の魔族たちを配置しておるのじゃが……その者たちと、連絡がつかぬ」

　ゼルスの深刻な声音に、俺も一瞬遅れて、事態の重さを理解する。

「吹雪ふぶきのせいで連絡がつかないだけ、って可能性は？」

「残念じゃが考えにくい。北部には当然、寒さに耐性を持つ魔族を配置しておる。この猛吹雪の中でも、普通に活動できるはずじゃ」

「……何かあった、って考えるべきか」

「うむ。今はまだそれ以上のことはわからぬが、いずれ状況が動くかもしれぬ。貴様も何か手がかりを摑んだら、余に伝えよ」

「ん？　手がかりを伝える……だけ？　力を貸せってことじゃないのか？」

　てっきり、協力を求めているのかと思ったのだが。

　ゼルスはプライドを刺激されたらしく、憤ふん慨がいして言い返してきた。

「当たり前じゃ。余は魔帝ゼルスじゃぞ？　自分の問題を解決するのに、貴様ごときの手を借りるほど落ちぶれてはおらぬ」

「でもお前、俺の奴ど隷れいだろ」

「それは、あくまで立場上そうなっておるだけで、余は心まで貴様に従属した覚えはない。勘違いするな！」

　こちらを指さして言い切るゼルスに、俺は肩をすくめる。

「可愛げのない奴……素直になった方がお互たがい楽だろうに。なあ、ラクシャル？」

　さっきから黙っているラクシャルに話を振る──と、ラクシャルは俺の方を見つめたまま、ぼうっとしていた。

「……ラクシャル？」

　もう一度呼びかけると、少し間を置いて、びくりと肩を震わせる。

「えっ？　……は、はい、ヴァイン様！　どうされましたか？」

「いや……大したことじゃないから、別にいいんだが……」

「そ、そう、ですか……はぁっ……」

　エプロン越しに下腹部を押さえて、艶っぽい吐と息いきを漏らすラクシャル。

　──その様子で、ピンときた。

　途中で邪魔が入ったせいで、ラクシャルの興奮が治まっていない。

　これは、隙すきを見て連れ出した方が良さそうだ──と思っていた時、間の悪いことに、開きっぱなしのドアをくぐって次の来客があった。

「ヴァイン国王陛下、ご機き嫌げん麗うるわしゅう。本日のご公務について申し上げます」

　そう言って、王冠のない頭を垂れたのは、元国王のガスパーだった。

　俺にすがりついていたタマラが、飛び起きて姿勢を正す。

「あ、あなたはまさか、ノースモアの王様……っ!?」

「そういう君は、ヴァイン陛下の……体調が戻ったようで何よりだ。わしはガスパー・アデムレット。現在は国王補佐の仕事を仰おおせつかっている」

　タマラの反応に首をひねりながら、ガスパーは朗ろう々ろうと答えた。

　本人の言う通り、ガスパーは表向き国王補佐という役職に就つかせており、毎日こうして俺のもとにやってくる……のだが。

「そう毎日律りち儀ぎに顔を出さなくていい。俺からの命令はずっと同じだ。公務はお前らの方が慣れてるんだから全部任せる。よきにはからえ」

「ええ……いえ、ですがその」

「何度も言わせるな。俺は自由に振る舞える権力が欲しかっただけで、政治に口を出すつもりはない。好きにしろ。以上。終わり」

「そう言われましても……本当によろしいので？」

　まくしたてると、ガスパーが眉をひそめたので、仕方なく少し付け加えてやる。

「国のトップが変わったからって、急に政治の方針まで変わったら、国民が振り回されるだけだろう。お前らに任せているのは、決して面めん倒どうくさがっているわけじゃなく、民を思ってのことだ。俺がいかに名めい君くんであるか、わかったか？」

「暗あん君くんの間違いじゃろ。暴ぼう君くんでないだけマシじゃが」

　ゼルスが横から茶々を入れて、ガスパーを見やる。

「人間の王よ、落ち込むでない。どうせヴァインの奴めは、好きにさせておけばそのうち飽きてどこかに行ってしまうからの」

「子供か、俺は」

　俺の抗議をよそに、ガスパーは「はあ」と驚いた目でゼルスを見つめる。

　ゼルスもガスパーの方を向いたまま、声のトーンを落として続けた。

「じゃから、くれぐれも早まった真ま似ねはするな。血を流す程度では済まぬぞ」

「……はて。何のことでしょう、魔帝ゼルスどの」

　警告めいたゼルスの言葉に、ガスパーがわずかに声を硬くする。

　構わずゼルスは続けた。

「今のところ、おそらく貴様が城の重臣を抑えておるのじゃろう。でなければ、このような事態に他の者たちが大人しくしておるはずもない」

「いえいえ、わしは心からヴァイン陛下に敬服して……」

　その反応を見て、ゼルスは呆あきれたように深い溜息をついた。

「王位を奪われて、平然としている王がいるものか。面めん従じゆう腹ふく背はい、いずれヴァインに牙きばを剝むく気でおるのじゃろうが……やめておけ。貴様らでは戦いにすらならぬ」

「…………わかりました、認めましょう。しかし、少し思い違いがあるようです」

　張り詰めた緊張の糸を緩ゆるめるように、ガスパーは穏おだやかな笑みを浮かべた。

「わしはヴァイン陛下と……いや、ヴァインどのと争う気はありません。力量差のこともありますが、それ以上に、彼が有益無害な人物だとわかったからです」

「無害……？　こやつがか？」

　ガスパーの言げんを聞いたゼルスが、信じられないという目で俺を睨んでくる。

　俺がしかめっ面つらを作って応戦すると、ガスパーは小さく噴き出した。

「その気がないからこそ正直に申し上げますが、もしもヴァインどのが暴君として振る舞うようなら、勝てぬとわかっていても、わしはヴァインどのと戦ったでしょう」

「ほう」

　俺は怒るでもなく相あい槌づちを打つ。正直な姿勢にはむしろ好感が持てた。

「ですが、この数日でヴァインどのがなさったことといえば、部屋に引きこもって食っちゃ寝しては、連れの女性とイチャつくくらいのもの。王位を奪っておきながら、わしを自由の身にしていることといい、常識では考えられない行動です」

「それは俺を褒めてると思っていいのか？」

「ははは……何よりも、ヴァインどのは約束通り、シンファに手を出さずにおられる。ゆえに、信頼に値あたいする方だと見込んだのです」

　俺の問いをはぐらかして笑うガスパーに、ゼルスは再び切り込む。

「貴様個人の感情はそれで済むとしても、名声を損そこなうことは構わぬのか？」

「失った名声は後の行動で取り返せばよろしい。しかし愛娘の純潔と、民の命には取り返しがつきません」

「……そのふたつは同列に並べてよいものなのか？　というか、むしろ娘の純潔の方がメインになっておらなんだか？　貴様」

「当然です!!　シンファはわしの命よりも大事な娘。騎士になりたいなどと言い出した時も、危険だとは思いましたが結局押し負けて認めざるを得ませんでな。出生から毎月宮廷画家に肖像を描かせているのですが、よろしければご覧に──」

「いらん」

　活いき活いきと目を輝かせて親バカを披ひ露ろうし始めるガスパーを、俺は即座に止めた。

　頭痛を堪こらえるように頭を抱えていたゼルスが、苦にがい声で訊たずねる。

「……まあ、よい。そんなことより、貴様に訊きたいことがある。余が異常気象の犯人であるという噂うわさを広めた人物、まだ目め星ぼしはつかぬのか？」

「ああ、その件ですか……未だにハッキリしません。今にして思えば、なぜそんな出所の不確かな噂を信じ込んでいたのか、不思議なくらいで……」

　ガスパーは眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでいたが、ふと我に返ると、かぶりを振って背筋を伸ばした。

「っと、いかん。ヴァインどのの決定を皆に伝えなくては。それでは、失礼します」

　もう一度頭を下げて、ガスパーは部屋を出て行った。

　タマラがその後ろ姿を見送って、ぽつりと漏らす。

「……あの人、本当に王様だったの？」

「要するにあのジイさんも、ある意味俺と同類なんだろ。自分が幸せならそれで満足なタイプらしい」

　俺がいることで首都の気候が安定するという実利もあるとはいえ、ああも清すが々すがしく割り切れるのは大したものだ。

　感心していると、何かを考え込んでいたゼルスが、不意に提案した。

「ちと、外に出ぬか？　確かめたいことがあるのじゃ」

「いいけど……朝メシ食ってからな」

　色々あって冷めてしまったサイドテーブルの朝食を見やり、俺は答える。

　ラクシャルを一瞥すると、相変わらず熱っぽい瞳で、俺を見つめ続けていた。

「食べて、ください……ヴァイン様ぁ……」

　……その言葉がいかがわしい意味に聞こえたのは、俺の勘違いではないだろう。




　朝食を摂とると、俺は三人を連れて街に出た。

　数日前、俺たちを出迎えたのは雪に閉ざされた街だったが、既にその雪はほとんど溶けてしまい、人々は日々の営みを再開させている。

　追いかけっこをする少年、荷車を引く商人、井い戸ど端ばた会議に夢中な婦人たち……。

　ラクシャルはそれらの間を、ふらふらと千ち鳥どり足あしですり抜けて、俺たちの先頭を歩いていた。

「……のう、ヴァイン。ラクシャルの奴、何があったのじゃ？」

　俺の隣となりでラクシャルの背を見つめながら、ゼルスが訝いぶかしげに訊いてくる。

　明らかに欲求不満のせいだが、正直には言いづらい。

「体調不良……かもな」

「えっ、ラクシャルちゃんもなの？　あたしもまだ風か邪ぜっぽいんだけど……もしかして、うつしちゃったのかな……」

　タマラはグスッと鼻をすすって、心配そうに呟く。

　下へ手たに言い訳しない方が良さそうだと判断し、俺は話をそらした。

「それよりゼルス。外で確かめたいことって何なんだ？」

「うむ。先ほどのガスパーとの話で思いついて、改めて明るいところで見てみたかったのじゃが……」

　そう言って、似顔絵の羊皮紙を懐から取り出し、まじまじと眺める。

「……やはりな。思った通り、巧妙に隠されておるが、このスクロールには呪じゆ術じゆつが施ほどこされておる」

「呪術だって？」

「そうじゃ。見た者の理性と判断力を鈍にぶらせる効果がある。普通の人間が見れば、内容に何の疑問も持たず信じ込んでしまうじゃろう」

　スクロールを巻き直しながら、忌いま々いましげな口調で答える。

「おそらく呪術師が作ったものじゃ。どこの誰だか知らぬが、忌々しい真似を……」

「少なくとも、悪意を持った何者かの仕業だってことは、これで確定か」

　ゼルスと俺が同時に唸うなる横から、タマラが小さく挙手する。

「ねえねえ、ヴァインくん。吹雪の原因って、突き止められないかな？」

「調べてみないことには何とも言えないな」

「じゃあ、調べてみようよ！　ヴァインくんの魔法があれば、安全に移動できるし。もしかしたら原因がわかるかも……」

「断る」

　俺はタマラの言葉を遮って答えた。

「ええっ!?　どうして！」

「こっちが訊きたい。なんで俺がそこまでしてやらなきゃいけないんだ」

「だって、吹雪はノースモア王国全土を襲ってるって聞いたし……ヴァインくんの助けを待ってる人たちが、他の街にも大勢いるんだよ？」

「やなこった、面倒くさい。なんで俺が他人のために働かなきゃいけないんだ」

「むー……そんな言い方……」

　不満げにむくれるタマラのジト目を、さらりと受け流す。

　正義感で動いてもロクなことはない。他人に体ていよく使われるのはごめんだ。

「俺は自由に生きるって、前にも言っただろ。無関係な奴らを助ける義理はない」

「でもヴァインくん、王様なんでしょ？　無関係じゃないよ」

「…………」

　痛いところを突かれた。

　どう言い返すかと考えているうちに、ふと周囲の異変に気づく。

　街の人々が俺たちを遠巻きに見て、ひそひそと囁ささやき合あっている。一瞬、陰かげ口ぐちでも叩いているのかと思ったが、向けられる視線は明らかに尊敬のそれだ。

「ヴァイン……ということは、あのお方が……？」

「街を救ってくださった、新しい王……」

「太陽王ヴァイン様だ……！」

　見る見るうちに、俺たちを取り囲むように人だかりができていく。

　俺は思わずたじろいだ。王立学校で活躍した時とは比較にならないほどの、畏い敬けいのまなざしに圧倒される。

「な、なんだ？　こいつら」

「いや……ヴァインくん、自分が何をしたのかわかってないでしょ。街の救世主が無防備に出歩いてたら、こうなるって」

　タマラは苦笑しながら言ったが、さっきからタマラが俺の名を連呼していたせいで気づかれたのだと思う。

「っていうか、太陽王って何だよ。こっぱずかしい二つ名つけやがって」

「ヴァインくんが魔法の太陽を生み出したからじゃないかな？　恥ずかしがらないで、尊敬されてるんだから素直に喜ぼうよ」

　俺は定期的に魔法を唱えることで、首都の上空に風の結界を常時展開させ、日中は光の球も浮かばせている。

　延々と続く吹雪の中で、再び光を目にした民の感動は理解できなくもないが……。

「そういうわけだから、原因の調査に行こうよ！　ね、太陽王ヴァインくん！」

「定着させるな」

　茶化すタマラに、俺はむしろ意い固こ地じになって、周囲の人ひと垣がきを押しのけようとした。

　しかし、俺が近づくよりも先に小さなどよめきが起こり、人垣が割れて、その間からひとりの人物が姿を現した。

「ここにいたか……ヴァイン」

　甲冑姿に一ひと振ふりの長剣を携たずさえ、俺たちの前に立ちふさがるように現れたのは、先王の娘にしてノースモア王国の騎士──シンファだった。

「……よう。何日かぶりだな」

　シンファの様子を窺いながら、軽く片手を挙げて挨あい拶さつする。

　俺が首都を訪れて王位を奪ったあの日以来、シンファと顔を合わすのは初めてのことだった。今のシンファの心境は予想がつかない。

　さっきまで俺を称たたえていた街の人々は、シンファの登場に気まずくなったのか、あるいは戦いの気配を感じてか、散ちり散ぢりにその場を離れていく。

　俺の警戒を察した様子で、シンファは薄く笑った。

「そう身構えるな、ヴァイン。我は君を恨んでなどいない。むしろ感謝している」

「本気で言ってるのか？」

　もしも強がりでないのだとしたら、ガスパーといいシンファといい、王族のわりに順じゆん応のう性せいが高すぎる。

「ふふふ。我らアデムレット王家は代々、この厳寒の地を支配してきたのだ。王位を奪われるくらい、先代が直面した飢き饉きんや疫えき病びように比べれば、苦境のうちにも入らぬさ」

「そういうもんか……？」

「我に言わせれば、おかしいのはヴァインの方だ。王位を簒奪しておきながら、やることといえば城で寝泊まりするくらいで、贅ぜい沢たくをするでも政治に口を出すでもない」

「お前の親父おやじと同じこと言うんだな。俺は王様気分を味わえりゃ充分なんだよ」

　俺とシンファは同時に首をひねった。互いに価値観が嚙かみ合あわない。

「それで、シンファ。俺に何か用か？」

「用があるのはヴァインにではない。ラクシャル、君に対してだ！」

　長剣の切っ先を向けて、シンファは高らかに叫んだ。

　依い然ぜん、夢遊病患者のようにふらふらと周りを歩き回っていたラクシャルが、名を呼ばれて緩かん慢まんにシンファの方を振り向く。

「……はい？」

　気の抜けた反応だ。

　一方シンファは拳こぶしを握り、語気を強めて力説する。

「城での戦いで、我は君に敗れた。そして感じたのだ……ラクシャル。君こそは、我の好こう敵てき手しゆに相応ふさわしい女であると！」

　剣を構え、シンファは臨戦態勢に移ると、再び吼えた。

「君にはもう一度、我と剣を交えてもらいたい。勝負だ、ラクシャル！」

「はあ……嫌いやですけど」

「……な、なに？」

　ショックを受けた様子のシンファに、ラクシャルは淡々と答える。

「だって、私にはシンファさんと戦う理由なんてありませんし。そんな暇ひまがあったら、ヴァイン様のお世話に使います」

「なぜだ！　君も剣士ならば感じたはずだ！　我が剣に宿る魂たましい、熱き思いを……！」

「失礼ですが、シンファさんは剣を折られて一方的に負けただけでしょう。毎回うまく手加減できるとは限りませんし、帰ってください」

「ぐ……っ!!」

　完かん膚ぷなきまでに論破され、よろめくシンファ。

　その視線が周囲をさまよい、そして──俺の顔へと留まった。

　ニヤリと不敵に笑って、シンファは俺に近づいてくる。

「……ふ、ふふっ。いいのかな、ラクシャル？　我の挑戦を拒否しても」

「どういう意味ですか？」

「君が挑戦を拒むのなら、ヴァインをもらっていくぞ？　さあヴァインよ、あんな臆おく病びような女は放っておいて、我の部屋にでも──」




　──ギャギィィンッ!!




　激烈な金属音が響いた。

　シンファの甲冑が袈け裟さ懸がけに断たち割わられ、中に纏まとっていた肌着も裂けて、素肌が露あらわになる。

「…………」

　自分を襲った凄すさまじい斬撃に、シンファは青ざめた顔でへたり込んだ。

　かたや、魔剣の一振りで甲冑を破壊したラクシャルは、氷のように冷たい目でシンファを睨みつけて告げる。

「……毎回うまく手加減できるとは、限らないんですよ？」

　シンファは腰が抜けたのか、へたり込んだまま尻で這うように後ずさる。

「は……はは、ははは。わ、我の負けだ、ラクシャル。認めよう」

「そうですか。それは何よりです」

　乾いた笑いを漏らすシンファに、にっこりと微笑むラクシャル。

　ふたりのやり取りに、血相を変えて飛び出したのはタマラだった。

「ラクシャルちゃん、何やってるの！　……シンファさん、大丈夫？」

　タマラに支えられながら、シンファは虚きよ勢せいめいた笑みを漏らし続ける。

「ふふ、ふふふ。本気で死ぬかと思ったぞ。この容赦のなさ、これでこそ我が好敵手に相応しいというものよ……」

「……意外と懲こりてないなぁ……っ、はくしゅん！」

　余裕めいたシンファの様子に呆れて気が抜けたのか、タマラはくしゃみを零こぼす。

「おや、君は風邪をひいているのか？　そういえば、街に来た時は凍えていたな。街の温泉がそろそろ営業再開するそうだから、一度行ってみてはどうだ？」

　シンファの口から興味深い単語が聞こえたので、俺は話に割って入った。

「この街には温泉があるのか？」

「ああヴァイン、あるとも。この通りを進んで、広場を左手に曲がればすぐだ」

「へえ……そりゃいい。今から行ってみよう」

　振り返って提案すると、ゼルスはすぐに怪しむ素そ振ぶりを見せた。

「いやに乗り気じゃな……さては不ふ埒らちなことを考えておるじゃろう」

「気のせいだろ」

　適当に誤ご魔ま化かしたものの、俺の中にはある確信があった。

　俺が前世で、ゲームとしての〝クロスアウト・セイバー〟をプレイしていた頃、大陸南部の温泉街に行ったことがある。その街にある温泉は、なんと全て混浴だった。

　すなわち、この世界の温泉文化は混浴が基本……ここもそうに違いない。

「我は腰が抜けてしまったので、迎えの兵士を待つとしよう。君たちだけで楽しんでくるといい」

　平然と言い放つシンファに見送られ、俺たちは通りを歩き出した。

「……もうちょっと脅おどしつけてやるべきだったでしょうか……」

　去り際にシンファを一いち瞥べつして、ラクシャルが恐ろしいことを呟く。

　言っても無駄だとわかっているが、俺は一応ラクシャルに注意することにした。

「あんまり怒るな、ラクシャル。さっきシンファが言ったのは、ただの冗じよう談だんだろ」

「冗談だから怒っているんです」

　眉を逆八の字にしたまま、ラクシャルは答えた。

「ヴァイン様はとても魅力的な方です。だから、本気でヴァイン様のことを好きな方になら、私は文句は言いません。でも、シンファさんはヴァイン様を好きでもないのに、私を怒らせるためにあんなことを言ったんです。だから許せません」

「へえ……」

　思わぬ返答に、俺は少しラクシャルを見直した。

　てっきり、俺に近づく女は誰彼構わず敵視しているのかと思っていたが、相手が真剣な気持ちを抱いていれば、ある程度は認めているらしい。

　分ふん別べつのつけ方を、褒めてやろうかと思った──の、だが。

「そうです、あんな……ヴァイン様と、ふたりきりになんて……本当なら、私が今すぐなりたいのに……はぁっ……」

　想像から何かのスイッチが入ってしまったらしく、ラクシャルは再び甘ったるい声を漏らし、歩調がおぼつかなくなり始めた。

　……大丈夫なんだろうか、こいつ。




　目的の温泉施設は、シンファの説明の通り、すぐ近くにあった。

　石造りの建物が多い街並みには珍しく、木材を用いた風通しの良い造りで、大きめのログハウスに近い形の施設だ。

　その建物の中で受付を済ませ、更衣室で服を脱ぎ、露天風呂に入る──の、だが。

「……なんで混浴じゃないんだ……」

　もうもうと湯ゆ煙けむりが立ち込める岩風呂──男湯に、俺はひとり、ぽつんと立たち尽つくしていた。

　受付に何度も確認したのだが、ノースモアの風習では男女の浴室は分けられているのだという。まさかゲーム内の国々で文化の差があるとは思わなかった。

　本来、温泉は明日から営業再開する予定だったというのを無理やり開けてもらったので、客は俺たちしかいないのだから、混浴にしてしまえ……という俺の提案は、嫌がるゼルスと恥ずかしがるタマラの猛反対により否決された。

　ふたつの露天風呂を仕切る木の壁を叩き壊してやろうかと考えていると、壁の向こうから黄色い声が聞こえてきた。

「おおっ……！　天然の温泉には何度か入ったが、人の手で整えられた露天風呂は初めて見るのう。タマラ、湯加減はどうじゃ？」

「ちょっと確かめてみるよ……あ、ちょうどいいみたい。湯とう治じを勧すすめられたし、お先にいただいちゃうね？　ラクシャルちゃん、ゼルスちゃん」

　ゼルスとタマラの声だった。

　俺は女湯の方まで聞こえるように、声を張り上げる。

「おーい！　お前ら全員揃そろってるか？　今からこの壁をぶち破って強制的に混浴にするから、ちょっと離れてろ」

「やめい、愚ぐ物ぶつが！　明日から営業再開すると聞いておろうが、迷惑をかけるな！」

　即座にゼルスが言い返してきた。内容はまったく魔帝らしくなかったが。

「別にいいだろ、国王特権により今日から混浴ってことで。男性客の利用率とか国民の出生率とか色々上がるかもしれんぞ」

「くたばれッ!!」

　今度は魔帝らしい、ドスの利きいた声だった。

　まあ、ゼルスの言う通り迷惑をかけるのも何だし、わざわざ壊さなくても、露天風呂なのだから飛んでいけば済む話だが。

　仮に壊しても、ラクシャルの【リペアー】の魔法で直してもらえばいいし。

「……ん？　そういえば、ラクシャルもそこにいるのか？」

　ふと違い和わ感かんを覚えて、壁の向こうに問いかけた。

　こういう時、ラクシャルは俺の言うことに真っ先に反応するはずなのだが。

「ああ、おるぞ？　ここに……って、ラクシャル!?　何をする気じゃ!?」

　ゼルスのうろたえる声が聞こえた直後──。

　ふっ、と目の前が暗くなり。




「ヴァイン様────っ!!」




　感かん極きわまったような絶叫とともに、壁を飛び越え、裸のラクシャルが降ってきた。

「うおっ!?」

　思わぬ奇き襲しゆうに怯ひるみながらも、かろうじて俺はラクシャルを受け止める。

　ラクシャルの胸に備わったふたつの肌色クッションが、むにゅううっと俺の胸板に押し当てられて潰つぶれ、ぽよんと跳ね返って衝撃を殺した。

　前方から俺の背中へ、ラクシャルの腕が回ってくる。耳元に熱い吐息がかかる。

「ヴァイン様……ヴァイン様っ、ヴァイン様ぁ……」

「お、落ち着け、ラクシャル……っ」

　俺の制止も耳に入らない様子で、ラクシャルは甘い声を漏らしながら、豊満な裸体をすり寄せてくる。

　ふと、脚にぬるりとした感触を覚えて、俺は視線を下げた。

　そして、理解した。

「ヴァイン様……私、ヴァイン様を起こした時からずっと、熱いのが溢あふれて止まらないんです……助けてくださいっ、ヴァイン様ぁぁ……」

　ラクシャルの股間から内腿にかけて、まるで失禁でもしたかのようにおびただしい量の液体が、どろどろと伝い落ちていた。

「ラクシャル……起こした時からって、まさかさっきも……？」

「はい……寝室でお話を聞いていた時も、お城を出て歩いていた時も、ずっとじんじんして、おかしくなりそうでした……服を脱いだら、バレてしまうと思って……」

　それで、ゼルスたちから逃げてきたのか……と思ったが、そうではなかった。

　ラクシャルは、より直接的な解決を求め、壁に手をつくと、胸にも劣おとらず豊かな肉付きのヒップをこちらに突き出してきた。




「ヴァイン様ぁ……栓せんを、してくださいっ……これ以上漏れないように、ヴァイン様のたくましいモノで、ふさいでくださいぃ……♪」




　──それは、俺の理性を容易たやすく吹き飛ばす言葉だった。

　飛びつくようにラクシャルの背後へ迫り、尻に腰を密着させる。

　にぢゅっ……と粘ねばり気けのある音が響き、下腹部にじんわりと熱い快感が走った。

「んはぁああっ♪　あ、あ、入って、きま……すっ！」

「く、っ……ラクシャル、声……！」

　壁一枚隔へだてた向こうには、ゼルスとタマラがいるのだ。

　俺の命令に、ラクシャルは慌てて口元を手で塞ふさぐ。

　息を潜ひそめて耳をそばだてると、女湯の方から声が聞こえてきた。

「ラクシャル、戻ってこぬかー！　ヴァインのために、わざわざ背中を流しに行ってやることはないのじゃぞー!?」

「まあまあ、いいじゃないゼルスちゃん。ラクシャルちゃんがヴァインくんに尽くしたがるのは、いつものことだし。それよりあたしたちも温泉楽しもうよ？」

「そうは言うがの、タマラ。余はラクシャルの身を……おわぁ！　湯をかけるな！」

「あははっ、隙ありー♪　せっかくだから洗ってあげるねっ」

　……何やら、向こうは微笑ましい流れになっているようだ。

　とりあえずラクシャルを追ってくる様子はなさそうだと、一息つく──。

「う……っ」

　きゅうんっ、と繋がったままのモノを中で絞しぼられる感覚。

　声を詰まらせて視線を向けると、蕩とろけた顔のラクシャルと目が合った。

「ヴァイン様……動いて……」

　ためらう理由はなかった。

　ゆっ……くりと腰を引き、一気に突き出してラクシャルの奥まで響かせる。

「ひゃふうっ♪　あっ、いいです……ヴァイン様、もっとっ♪」

　腰で８の字を描くようにくねらせてくるラクシャル。

　媚び肉にくの中で揉みくちゃにされながらも、俺はその動きに翻ほん弄ろうされないよう、力強く腰を使ってラクシャルに食らいついていく。

　学がく生せい寮りようで初めてラクシャルを抱いてから、旅の間にも何度か体を重ねてきたが、後ろからの行為はダイナミックな交わりに向いているのだと実感した。

　しかし、それゆえの弊へい害がいもある。

「ああぁぁっ!!　あっ、あっ♪　ヴァイン様、いいです、そこっ！　私の奥まで、響いてっ……んぅっ、んん────っ♪」

「く、うっ！　ラクシャル、だから、声をっ……！」

　行為の激しさに比例するように、ラクシャルの喘あえぎ声ごえは大きくなっていき、抑えることもできないようだった。

　女湯にいるゼルスやタマラに聞かれないよう、黙らせなければ。

　そう思い、手でラクシャルの口を塞ごうとしたが……。

「ダメ、ですっ♪　手は、こっちに……ふわぁぁっ♪」

　ラクシャルは強引に俺の手を摑むと、自分の胸元に持ってきて、前後に揺れる乳房へと押しつけた。

　先ほどからずっと、ラクシャルが体をくねらせるたび揺れていた巨乳。体勢のために重力に引かれたそれは、いつも以上にたっぷりとした感触を掌てのひらに伝えてくる。

　その感触を前に、バレるかバレないかなんてことはどうでもよくなった。

　欲望のまま、両手でラクシャルの胸を荒あら々あらしく揉みながら、尻に腰を打ちつける。

「ひあっ♪　あっ、あっあっ！　ヴァイン様、あぅっ♪　だめれすっ、私、大きいの、きちゃいますぅぅっ♪」

　ラクシャルの声のトーンがどんどん上がっていく。以前と同じく、挿そう入にゆうしてから何度も軽い絶頂に達しているようだが、より深い絶頂も近づいているようだ。

　俺もラクシャルの中に欲望を解き放つべく、パンッパンッと肌の打ちつけあう音が響くほどに激しく腰を振り、高みへ駆かけ上あがっていく。

「あぁあああっ!!　ヴァイン様、ヴァイン様ぁぁっ♪　そんな、した、らっ、わたし、もう……っん、ふ、あはぁああああっ……!!」

　全身を激しく痙けい攣れんさせて、ラクシャルは果てた。

　同時に俺もまた、ラクシャルの中できつく抱きしめられながら、白濁した欲望の塊かたまりを解き放ったのだった──。




　……行為を終えて、ラクシャルはようやくいつもの調子に戻った。

　汗と互いの体液でべとべとになった体を洗ってくれると言い出したのだ。

　その申し出自体は、ありがたいんだが……。

「ヴァイン様ー♪　えへへ、ヴァイン様ーっ♪」

「……なあ、ラクシャル。そんなに密着してたら洗いにくいだろ？」

　体を洗う間、ラクシャルは常に俺の腕や背中に抱きついたり頰をすり寄せたりして、常に密着状態でい続けている。

「今はこのままでいさせてください。私、ヴァイン様と愛し合った余よ韻いんを少しでも長く感じていたくて……ヴァイン様、ヴァイン様……幸せですぅ……♪」

「その、俺の名前を何度も呼ぶのは何なんだ」

「呼びたいだけです。ヴァイン様のお名前は、呼んでるだけで胸がきゅんきゅんする、私にとっての幸せの魔法なんですよっ」

「……恥ずかしいことを、本当に嬉しそうな顔で言うよな、お前は」

　いつものことながら、ラクシャルの好意はまっすぐすぎて、むずがゆくなる。

　俺は居心地の悪さを誤魔化すように、女湯の方に目を向けた。

「さっきから妙に静かだな。結構大声出しちまったから、向こうにも聞こえただろうと思ってたんだが……意外と大丈夫だったのか？」

「見に行ってみますか？　よろしければ、ヴァイン様もご一緒に」

「一緒にって、あっちは女湯だろうが。……いや、待てよ」

　ふと、この温泉について、改めて考えてみた。

　俺は混浴でないことを残念に思っていたが、よく考えれば、混浴とは男女での入浴が公おおやけに認められている状態……つまり、場のありようとしては健全なものだ。

　対して、男女の垣根がある状態で女湯に潜り込む行為には、禁を犯おかす背徳感がある。これは混浴では味わえない感覚に違いない。

　無関係の奴がいるならともかく、今ならゼルスとタマラだけだしな。

「いいだろう。行くぞ、ラクシャル」

　俺は素す早ばやく決断して、湯で軽く体を流してから、ラクシャルの体を抱きかかえた。

　一足で跳ちよう躍やくし、壁を飛び越えて女湯に着地する。

　侵しん入にゆうした瞬間に悲鳴か怒ど号ごうがあがるかもしれないと思っていたが、意外なことに、ゼルスもタマラもすぐには俺たちに気がつかなかった。

　というのも、ふたりは取り込み中だったためだ。

「ラクシャル……ラクシャルが……余の……余は……もう……ダメじゃ……」

「ゼルスちゃーん!?　ゼルスちゃん、しっかりしてよー！」

　魂の抜けかけた顔で虚こ空くうを見つめてぶつぶつ言っているゼルスを、タマラが必死に肩を揺すって正気に戻そうとしている。

　俺はラクシャルをその場に下ろし、ふたりに近づいた。

「タマラ、どうした？」

「あっ、ヴァインくん。ゼルスちゃんが……って、ヴァ、ヴァインくんっ!?」

　タマラは最初、助けを求めるような目で俺を見たが、俺がここにいること自体の異常性に気づくと、猫ねこのような俊しゆん敏びんさで俺から距離を取った。

「なんでヴァインくんがここにいるの!?　ここは女湯だよ!?」

「言われなくても、そんなことは知ってる」

「いや……だから、女湯に男の人は入っちゃいけないの！」

「そんなことは知らん」

「言葉が通じてないのかな!?」

　泣きそうな声で抗議しながら、タマラは湯船に逃げ込む。

　視界の隅で、ゆらりとゼルスが構えを取った。

「ヴァイン……貴様ああああッ!!」

　憤ふん怒ぬをみなぎらせ、ゼルスは拳を固めて俺に殴りかかってくる──。

　だが、その拳は俺に触れる寸前で、見えない壁に阻はばまれたようにピタリと止まった。

　既に俺の手でテイムされているゼルスは、俺に攻撃を加えることはできない。そうとわかっていても、ゼルスは自分の怒りを抑えられないようだった。

「貴様……！　余のラクシャルを……ラクシャルの純潔を奪ったな、このケダモノが!!」

「……ああ、うん」

　そりゃ気づかれるわな。あんなに声も音も出してたら。

　できるだけ隠し通すつもりでいたが、もう素直に話しておいた方がいいだろうと判断して、俺は続けた。

「学生寮にいた頃から、とっくにラクシャルには手を出してる。すまんな」

「な、ぁっ……!?　き、貴様……今まで余をたばかっておったのか！」

　ゼルスがますます声を荒らげると、なだめるようにラクシャルが駆け寄る。

「お待ちください、ゼルス様！　ヴァイン様はゼルス様のためを思って……」

「うるさい、うるさいっ!!　こんなふしだらな男にかばう価値などないわ！　さっさと出て行け、この性欲狂いの愚物が!!」

　ゼルスはあくまでも俺に罵ば倒とうの矛先を向けて、言いたい放題言うと、拗すねたように湯船に飛び込んだ。

「ゼルス様！　話を聞いてください！」

　ラクシャルもゼルスを追って湯船に飛び込む。

「そうだぞ、ゼルス。ラクシャルの話を──」

「貴様は口を挟むなッ!!」

　俺も便乗して湯船に入ろうとしたが、ゼルスに湯をぶっかけられた。

　テイムされていても、この程度の抵抗はできるようだ。

「仕方ねえな、まったく……」

　ラクシャルとタマラがうまくゼルスを説得してくれるのを期待して、もう一度体でも洗って待つか──そう思った時だった。

　ざばっ、と三人が一斉に湯船から上がる音がした。

「……ヴァイン様」

「ん？　どうした、ラクシャ……ル、っ」

　一旦退ひくつもりで油断していた俺は、突然ラクシャルの手で押し倒された。

　先ほどの行為では足りなかったのかと思ったが、どうやらそれだけではなさそうだ。

　ラクシャルに加えてタマラ、ゼルスまでもが、さっきまでとは別人のように蕩けた表情を浮かべて、俺に迫ってきている。

　──そうして、俺は初めて、三人から一斉に奉仕を受けることとなった。





　　　＊　＊　＊






「……ああ……そうだった」

　記憶が鮮明に蘇よみがえり、それに伴って徐じよ々じよに意識もしっかりとしてくる。

　火ほ照てった裸体を露天風呂の床に投げ出している三人を見下ろし、俺は呟つぶやいた。

「いったいどうしたんだ？　急に発情するなんて……」

　ラクシャルが発情するのはまだわかる。というか、いつものことだ。

　しかしタマラや、まして直前まで激怒していたはずのゼルスまでもが突然俺を求めてきたのは、どう考えても不自然だ。

　ということは、こいつらが発情したのは、誰かの手によるもの──。

「……誰か。そこにいるな？」

　俺は湯船に向かって、声を張り上げた。

　露天風呂にはかなりの広さがあり、岩の陰にも身を隠せるだけのスペースがある。そして何より、集中して気配を探ると、そこに誰かがいるのが感じ取れた。

　俺の考えを裏付けるように、ちゃぷん、と音を立てて水面が波打つ。

「驚いた……こんな簡単に、見破られるなんて」

　透すき通とおった声とともに、ひとりの少女が岩陰から姿を現した。

　どこか儚はかなげな、氷細工のような印象を受ける少女だった。さらさらの髪も、豊かな曲線を描く裸体も、雪のように白い。

　特に目を引くのは、少女の背から生えた純白の翼つばさだ。

　一瞬天使のようにも見えたが、有ゆう翼よくの魔族かもしれない。

「誰だ？　お前」

　俺は他の三人をかばうように前に出ながら、少女に訊ねる。

　少女は冷たい表情のまま、淡々と答えた。

「死にゆく貴方あなたに教えてあげる。キアの名前はキア。ロック鳥の一族の娘だよ」

「ロック鳥……なるほど。魔族か」

　記憶にある攻略Ｗｉｋｉのデータから、その存在を引っ張り出す。

　ロック鳥は、身みの丈たけ五メートル以上にも及ぶ巨大な怪鳥だ。普段は巨大な鳥の姿をしているが、〝クロスアウト・セイバー〟の世界では、人間に変化することもできる。

　強い力を持つものの、普段は人里に近寄らないはずだが……。

「そのロック鳥のキアが、なんで俺たちを殺そうっていうんだ？」

「貴方たちに恨みはない。でも、こうしないと群れの仲間が助からないの」

「仲間が……？　どういう意味だ」

「これ以上教える義理はないよ。続きはあの世で考えて……【アイス・エッジ】」

　キアが魔法を唱えると、その手に氷の刃が形作られる。

　氷の刃を俺に向けて、キアは冷たく宣告した。

「貴方の仲間には、媚び薬やくで発情してもらったよ。加勢は期待するだけ無駄」

「媚薬だと？　つまり、あいつらがおかしくなったのはお前が……？」

「そう。空からお風呂に忍びこんで、温泉に媚薬を流しておいたの。巨大なロック鳥でも、少し浸つかっただけで三日三晩は発情が止まらなくなる量」

「……え？」

　俺は思わず、キアの足元に視線をやった。

　キアはまったく無防備に、温泉の中に脚を浸けて立っている。

「お前、どう見ても浸かってるけど、大丈夫か？」

「…………」

「…………おい」

　しばしの沈ちん黙もくの後──くらり、とキアは大きくよろめいた。

　冬に引いた風邪を夏になってから気づくバカのように、自覚してから症状が出始めたのか、真っ白だった肌が一瞬で茹ゆで上あがったように紅こう潮ちようしていく。

「はうぅぅっ……ど、どうりで、さっきから体が熱いと……あ、あぅっ」

　足がもつれたのか、キアはその場から抜け出そうとして逆に体勢を崩し、思いっきり湯船に飛び込んだ。

　ばしゃばしゃと飛沫しぶきをあげてもがき、どうにか湯船から這い上がった時には、媚薬はすっかりキアの全身に回っているようだった。

「う、う、だめ……立てない。カラダ、熱い……チカラ、入んない……」

「バカかお前」

　体をくの字に折って荒い息を漏らすキアに、俺は容赦ない罵ば倒とうを浴びせた。

　自分の仕掛けた罠わなに、しかもご丁寧に説明しながらかかる奴を見たのは初めてだ。

　感動にも近い気持ちで眺めていると、キアは自分の翼を探り始めた。

「だ、だけど、これも想定内……こんなこともあろうかと、媚薬の解げ毒どく剤ざいも用意してある。これさえ飲めば、すぐに回復できる……」

　羽の間に隠しておいたのか、キアが手にしていたのは一本の小ビンだった。

「ほう。解毒剤か」

　俺はつかつかとキアに近づき、その手からビンをもぎ取った。

　意識朦朧としているラクシャルたちに近づき、中の液体を三等分にして飲ませる。

「あ……あぁぁー……ひどいぃ……キアの薬……」

　抗議を聞き流しつつ作業を終えると、俺は再びキアの前に立った。

　こんな奴でも一応、たぶん、おそらく、俺たちの命を狙ってきた刺し客かくなのだ。それはすなわち、何者かが俺たちの命を狙っているということ。

「誰の差し金だ？」

「それは……言っちゃダメって、言われてる……」

「だろうな」

　一応訊いてはみたが、簡単に答えてくれるとは思っていない。

　というわけで、次の段階に移ろう。

「な……何するの」

「いくら間抜けとはいえ、仮にも命を狙ってきた相手を、大人しく帰すわけにはいかないからな。お前には、俺のものになってもらう」

　俺はキアの足元に屈かがみ、染しみひとつない美脚に手をかけて、Ｍ字に開かせた。

　その状態で、まじまじとキアの下半身を検分する。

　背に翼が生えていることを除けば、キアの体は特に人間と変わらないようだ。

　ハーピィなどの種族の場合、腕が翼になっていたり、脚が鳥のようになっていたりするパターンも多いが、キアは人間に変化しているだけあって人体に忠実なようだ。

「……すけべ」

　非難めいたジト目でこちらを睨み、キアが毒づいた。

　これから自分が何をされるか、よく理解しているようだ。

「スケベはお前も同じだろ」

　嘲あざ笑わらうように言い返してやる。キアの中から溢れ出た液体は、白はく桃とうのような尻をだらだらと伝い落ちて、風呂場の床に水たまりを作るほどになっていた。

「それは媚薬のせい……言っておくけど、キアは絶対人間なんかに負けない。何をされても動じないから。早く諦あきらめた方がいい」

「そういうのをフラグって言うんだぞ」

「何を言ってるのかわからない」

　無意識にか、火ほ照てった肌をもぞもぞと動かしながら、キアはこちらを睨んでいる。

　この状況だと、敏感すぎて逆に心配だが……少しずつやってみるか。

　俺が身を屈め、キアの胸に顔を近づけると、キアはすかさず拳を振りかぶった。

「甘いっ。殴って気絶させ──ひぁああああんっ!!」

　俺が胸の先端に息を吹きかけただけで、キアは背をエビ反りにして痙攣する。

　ただでさえ〝性せい技ぎ〟のパラメーターが最大値まで伸びきっている俺の責めに、媚薬なんてものが加われば、こうなるわけか……。

　キアは見開いた目に涙を浮かべ、自分を襲った快感に戸惑っているようだ。

「は、っ、はっ……なに、こ、れっ……ジンジン、する……っ」

　俺は黙って人差し指を立てると、キアの胸に手を伸ばし、真っ白な膨らみの頂点で屹きつ立りつする桜色の突起を、指の腹で優しく弾はじいた。

　その瞬間──電気が走ったかのように、キアの体が大きく跳ねる。

「ひくぅううううっ!?」

　唇くちびるを嚙みながらも抑えられない悲鳴をあげて、キアは果てた。

　俺の視界の端に、久方ぶりのシステムメッセージが表示される。




【システム】キアは絶頂（極大）を迎えた！

【システム】キアのＥＰエクスタシー・ポイントが０になった！　一定時間行動不能！

【システム】キアのテイムに成功！　キアがあなたの仲間に加わりました！




「……チョロすぎる」

　たったの指一本で、テイムは完了してしまった。

　こうもあっけないと、達成感や興奮よりも呆れに近い感情が湧わいてきてしまう。

「あふぅぅ……ふぁぁぁっ……♪」

「大丈夫か、お前」

　ひとまずテイムを済ませた以上、こちらの目的は達成した。キアはもう俺に攻撃することはできないし、何なら能力を【ドレイン】して無力化してやってもいい。

　あとは落ち着くのを待って、話を聞くのがいいんだろうが……。

「だいじょうぶじゃ……ないっ……」

　快楽の色に染まった瞳で、キアは俺を見上げる。

　力なく開いた脚の付け根から、雄を誘う淫いん靡びな蜜みつがとめどなく溢れていた。

「発情、止まらないよぉ……解毒剤も取られちゃったし、カラダ、おかしくなったまま治らないの……お願い……なんとか、してよぉ……」

　……熱っぽい声に耳じ朶だを打たれて、俺は気が変わった。

　キアの体を組み敷くように覆いかぶさり、蕩けた顔を覗き込む。

「お前、交尾の経験はあるのか？」

「ない……キアは群れの中じゃ、まだ若いし……つがいになりたいオスも、特にいないし……興味はあったけど……」

「そうか。じゃあ、ちょうどいい。俺もさっきから発情してたところだからな」

　三人に迫られた時、俺も少し意識がぼんやりとしていた。おそらく直前、ゼルスに湯を浴びせられたせいで、俺にも媚薬が回っているのだと思う。

　現に、今日は何度も達しているのに、股こ間かんのモノはまったく萎なえる気配がない。

　互いの発情を抑えるために、ここでキアと体を重ねるのがいいだろう。

「交尾っ……交尾、するの？」

　キアが期待に揺れるまなざしで俺を見上げてくる。

　胸に触れただけで達してしまうような今のキアと交わったら、ショック死するのではないかという気もしたが……まあ、大丈夫だろう。たぶん。

　俺は濡れそぼったキアの入り口に剛直を押し当てると、腰を突き出した。

「ひぅ……ぅぅっ!?　あ、ついの、入って、くるっ……！」

　既に充分すぎるほど濡れていたせいか、キアの中は抵抗もなく、むしろ俺のモノを奥へ奥へと引きずり込むように蠕ぜん動どうする。

　そして、俺自身の先端が最さい奥おうに突き当たった瞬間、急に強烈な締めつけをもって、雄の侵入を歓迎してきた。

「ひぁっ♪　あっ、あ、ひゃう、っああ♪　んんんんぅっ♪」

　キアは挿入した瞬間から連続して達しているらしく、言葉にならない声を断続的に漏らし、体を跳ねさせている。

　一応、失神もせずに素直に感じているところを見ると、まだ余裕がありそうだ。だとすれば、一気に発情を解消してやった方がいいだろう。

　キアが快感から逃げられないように上体を抱きしめ、速く深く腰を使っていく。

　ずちゅずちゅと重い水音が響くたび、キアの声が徐々に高くなる。

「ふぁあああっ！　やっ、それっ、だめぇっ！　キアの中、奥まで響くのっ！」

　涙目で叫ぶキアの声を無視し、俺は動く速度をどんどん上げていく。

　俺も媚薬に侵おかされているせいで、いつもより加減が利かない。

　獣けもののように、本能のままキアの体を貪りたい衝動を抑えきれないのだ。

　キアは全身に玉のような汗を浮かべ、互いの腰回りまでぬるぬるになるほど接合部から愛液を垂れ流し、悲鳴にも似た声を漏らし続けている。

　激しく収縮する中の感触に、俺も高まってきた頃──その事態は起こった。

「んゃああっ、あぁああっ！　飛ぶっ、だめ、キア、飛んじゃうぅっ!!」

　また果てたか、と思った瞬間のことだ。俺の下で、キアが白い翼を大きく広げた。

　翼は一度地を打って風を巻き起こし、羽ばたきを繰り返して、キアの体を宙に浮かび上がらせていく──キアにしがみつかれている、俺の体ごと。

「……え？　ちょっと待て……キア？」

「ふぅああああああっ!!」

　我に返った時には、もう遅かった。

　キアは俺と抱き合ったまま、その翼で天高く飛びあがったのだ。

　首都の街並みを見下ろし、俺は本能的にしがみつくものを求め、キアを強く抱く。

「うわっ!?　ちょっ、おい、キア……っ！」

「んんんんっ♪　あっ、あっ、すごいの♪　キア、飛んでる、飛んでるよぉっ♪」

「実際飛びながら言うな！　……っく!?　う、ぐっ……！」

　ダンスのように空中を右へ左へと飛び回りながら、キアは本能のまま腰を振り立ててくる。不安定な浮遊感の中でもたらされる快感に、俺は舌を巻いた。

　そういえば、ある種の鳥は飛びながら交尾することもあると、前世のネットニュースで見たことがあるのを不意に思い出した。

（だが、これはまずいぞ……絶対にまずい……！）

　今の状態では、キアに振り回されているだけで、俺は行為をコントロールできない。

　快楽の虜とりこになっているキアは、このまま限界まで腰を振り続け、最終的には疲れ果てるか失神するかして墜つい落らくするだろう。

　わずかな逡しゆん巡じゆんを経て、俺は自分にも翼が──風の翼があることを思い出した。

「【エアロ・ウィング】!!」

　俺が風魔法を唱えると、飛行能力を持つ不可視の翼が、俺の背に形成される。

　と同時、魔法の翼による制動力を得たことで、それまでキアに振り回されていた俺の体に、空中で急ブレーキがかかった。

　一方、キアの体は勢いそのままに、俺の体へとぶつかってきて──。

「──ひゃふぅぅぅぅっ!!」

　ズンッ、と下ろされた腰にキアの全体重がかかり、胎内まで衝撃が走る。

　喉を反らせて泣き叫ぶキアへと逆襲するように、俺はキアの腰を抱き寄せながら何度も激しく突き上げ、淫みだらなダンスの主導権を取り返していく。

「あぁぁっ♪　やだっ、また、イかされるっ♪　空なのに、人間のオスなんかに好き勝手されて、頭、真っ白にっ……バカになるぅぅっ♪」

「お前はこれ以上バカになりようがないから安心しろ。……仕上げ、いくぞ」

　キアの体をはね上げるような突き上げを繰り返し、ひくつくナカに熱を擦りつけるようにして、ふたり同時に高みへと昇っていく。

　先に達したのはキアの方だった。

「あ、ぁぁ、にゃあああっ♪　キア、もうダメっ、飛ぶのっ！　飛びすぎて、あ、ふっあっあ、お、墜おちちゃううううぅっ……!!」

　手足を俺の体に絡からみつかせて、キアは強烈な絶頂に身み悶もだえする。

　ほぼ同時に、俺もキアの体を強く抱きしめ、どくっどくっと脈打つモノから白濁を噴き出し、キアの中へと注ぎ込んでいく。

「ふぁ……ぁ、熱……ぃっ……！」

　体の一番奥で混ざり合う体液の熱を感じながら、キアは意識を手放した。

　俺はようやく一息つくと、眼下の街を見下ろす。

「……これ、街の奴らに見られてないだろうな……？」

　キアは大声をあげていたし、見られていそうな気がするが……。

　いや、今更気にしても仕方ない。とにかく、一度風呂に戻ろう。

　失神したキアを抱いたまま女湯に降り立つと、既にゼルスは意識を取り戻しており、気だるげに額を押さえていた。

　ラクシャルとタマラはまだ気を失っているが、解毒剤の効果か、さっきよりも顔色は落ち着いたように見える。

「……戻ったな、ヴァイン。その娘は誰じゃ？　魔族……ロック鳥の娘のようじゃが」

「ああ、実は──」

　俺はゼルスたちが正気を失ってからのことについて、簡潔に説明した。

　こちらの話を聞きながら、ゼルスの表情はみるみる険しいものに変わっていく。

「……余が自ら貴様の体を求めたとかいう、心底不ふ愉ゆ快かいな件については忘れよう。問題はその娘じゃ。ロック鳥といえば、余がノースモア王国に配置していた魔族の幹部も、ロック鳥の一族だったのじゃが……」

「キアがゼルスの配下なら、見たらわかるんじゃないのか？」

「定例報告に来るのは群れのリーダーと決まっておる。少なくとも、余はその娘に会ったことはない。じゃが、キアという名前の個体がいるとは聞いた気がする」

「結局、キアが目覚めるのを待つしかないってことか」

　今できることはなさそうだとわかり、俺は溜息を漏らす。

　ゼルスの表情は険しいまま、その瞳に怒りの炎が宿ったのが窺えた。

「……偽にせの情報で余を陥れようとした次は、刺客を送って余を消そうとする……どこの誰かは知らぬが、よほど余を目めの敵かたきにしている輩やからがいるらしい」

「確かに……そうみたいだな」

　王国を襲っている天変地異とも関わりがあるとすれば、俺が思っているよりも、事態は深刻なのかもしれない。

　これは、解決のために一肌脱ぐ必要があるか──そう思った瞬間だった。

「ぶぇっくし!!」

　……全裸で上空を飛び回っていたせいか、思い出したように寒気が襲ってきた。

「まずい、今度は俺が風邪ひいちまう。一肌脱ぐ前に服を着るぞ」

「……締まりのない奴じゃのう、貴様は……」

　緊張の糸が切れたような、ゼルスの深い溜息が耳に届いた。
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　服を着てから全員が目を覚ますまでの間に、俺はキアの力を【ドレイン】した。

　テイムによって、キアは俺には攻撃できなくなったが、他の相手に対してはその限りではないし、俺の命令に絶対服従するわけでもない。

　そのため万一に備えて、無力化しておいた方がいいだろうと判断したのだ。

　ちなみにドレインの収穫としては、氷属性の魔法がレベル５まで使えるようになったほか、能力値も全体的になかなか高く、良い収穫になった。

　もしも、キアが本来の能力で俺たちに不意打ちを仕掛けていたら、仲間のうち誰かは深手を負っていたかもしれない。バカなおかげで助かった。




　キアを連れて城に帰ると、俺たちは国王の私室に集まり、ベッドに寝かせたキアが目覚めるのを待って話を聞くことにした。

　待っている間にお茶を淹いれてくれたラクシャルが、部屋のテーブルを囲む俺たちの前に順番にカップとソーサーを置きながら、真剣な顔で小さく唸うなる。

「そうですか……あの温泉でそんなことがあっただなんて……」

「うう……あたしまで、ヴァインくんに迫せまってたんだ……」

　女湯に入ってから先のことは、全員おぼろげに記憶があるようで、タマラも顔を真まっ赤かにしてうつむいている。

　ラクシャルは指を組んで両手を重ね、感激した様子で叫さけんだ。

「もしもヴァイン様がいなければ、私たちは全員、その刺し客かくにやられていたかもしれないのですね。やはりヴァイン様は命の恩人です！」

「いちいち俺を持ち上げんでいい」

　というか、キアの間抜けさを見る限り、仮に俺が何もしなかったとしても失敗していたような気もする。

「問題は、キアの背後にいる黒幕の正体じゃ」

　眉み間けんに皺しわを寄せながら紅茶を啜すすって、ゼルスが言った。

「呪じゆ術じゆつを使ってきたことといい、回りくどいやり口といい……これはもしや……」

「もしや？」

　俺とタマラが同時に訊きき返かえした。心当たりのありそうな口ぶりが気にかかる。

　ゼルスは何かを言いかけて唇くちびるを動かしたが、思いとどまったように首を横に振った。

「……いや、決めつけは早計じゃな。この話はキアが目覚めてからにしよう。それよりヴァイン、貴様……風ふ呂ろでの一件、忘れてはおらんじゃろうな」

　唐とう突とつに話を変えたかと思うと、ゼルスは殺さつ意いのみなぎる視線で俺を睨にらんできた。

「風呂？　俺が女湯に飛び込んだことか？」

「それも非常識極きわまりないが、そっちではない……ラクシャルとのことじゃ！　貴様、よくも余よの大切なラクシャルを汚けがしおったな!?」

「汚してないって。和わ姦かんだし」

「そういう問題ではない！　今日という今日は許してはおかぬぞ、よいか……」

　青筋を立てながらゼルスが説教を始めようとした時、ラクシャルが割って入った。

「少し落ち着いてください、ゼルス様。私は……」

「ラクシャルは黙っておれ！　この愚ぐ物ぶつめには、一度ガツンと言ってやらねば──」

「ゼルス様」

　再び遮さえぎったラクシャルの声には凄すごみがあった。ゼルスにもそれは感じられたようで、たじろぎながら訊き返す。

「な、なんじゃ」

「ゼルス様が私を大切に思ってくださるのは、とても嬉うれしいです……ですが、もう何度も申し上げたはずです。私はヴァイン様を、心から愛していると」

「……そ、それは……」

「私はヴァイン様に抱だいていただけて幸せですし、そもそも、ヴァイン様を誘ったのも私からです。どうしても責めたければ、私を責めてください」

　きっぱりと言い切るラクシャルに、ゼルスは泣きそうな顔をする。

「ラ……ラクシャルは、ヴァインに騙だまされておるのじゃ……！」

「ゼルス様……私はヴァイン様と出会って、変わったのです。それは良い変化だったと確信しています。ゼルス様にも、祝福していただきたいのに……」

　そう言ってゼルスを諫いさめるラクシャルの表情も、ひどく寂さびしげだった。

　ふたりの間に気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　俺とタマラは顔を見合わせて、口を挟むべきかどうか決めかねていたが、次の声があがったのは、まったく別の方向からだった。

「……ううっ……ここは、どこ……？」

　ベッドの上で、もぞもぞとキアが身を起こした。

　俺を含めた全員の視線が、そちらに集中する。

「お目覚めだな、キア。俺がわかるか？」

「……っ!?　貴方あなたは……キアを媚び薬やく漬づけにしたうえ、誰が見てるかもわからない上空で無理やり犯おかしたド鬼き畜ちく男おとこ……」

「一応言っとくが、媚薬食らったのも空飛んだのもお前のせいだからな？」

　それ以外の点については、強引だったと言えなくもないが。

　気を取り直し、事情を聞くことにする。

「キア、お前の力は吸わせてもらった。抵抗は無む駄だだってことは先に言っておく」

「……みたいだね。それで、キアをどうするの？　捕まえて飼う？　苗なえ床どこにする？」

「そんなことは言っとらん」

「数人がかりでキアの穴という穴を犯しまくって、子供を産ませて、生まれたその娘もキアの目の前で貫通させる？　人間のオスって、そういうの好きなんでしょ？」

「俺の趣味とは違う。……どこから出てきた、その発想」

「前に、人里の近くで拾った本に描いてあったよ」

「人間の欲望ってのは、どこの世界でも大して変わらんな……」

　俺が呆あきれていると、もどかしげにゼルスが押しのけてきた。

「キアよ、余は魔帝ゼルスじゃ。貴様は、ノースモア王国を住処すみかとするロック鳥の一族じゃな？　なぜ余たちを襲おそってきたのじゃ？」

　ゼルスの問いに、キアは目を丸くして驚いた。

「えっ？　ま、魔帝ゼルス……？　こんなつるぺたでちっこい貴方が？」

「つるぺたでちっこいは余計じゃ!!　質問に答えんか!!」

　怒るゼルスを前に、キアは沈痛な表情を浮かべた。

「……ごめんなさい、ゼルス様。キアは、何も聞かされてなかったの。ただ、貴方たちを全員殺せば、群れの仲間は解放してやるって言われて……」

「解放じゃと？」

「ゼルス様……お願い、キアたちを助けて。このままじゃ、キアの仲間はみんな、あの女に殺されちゃう……！」

「あの女？　貴様に暗殺を命じた者か……いったい誰だれなのじゃ？」

　すがるような目でゼルスを見つめて、キアは答えた。

「ジェナ……あの女は、そう名乗ってた」

　キアの口からその名が出た瞬間、ゼルスとラクシャルの目つきが変わった。

「予想はしておったが……この迂う遠えんで陰いん険けんなやり口、やはりジェナか！」

　忌いま々いましげに吐き捨てて、ゼルスは歯ぎしりをする。

　俺はそれだけで理解できるわけもなく、ラクシャルに訊たずねた。

「誰だ？　ラクシャルとゼルスの知り合いか？」

「はい……まだゼルス様が魔帝の座を争っていた頃、敵対していた魔族のひとりです。結局はゼルス様に敗れ、海を渡って逃亡したはずですが……」

　険しい表情で語るラクシャルの言葉を引き継ぎ、キアが続ける。

「ジェナは、魔王リジールの元部下だって言ってた」

「魔王リジールじゃと？　ジェナめ、他の魔族のもとに身を寄せておったか……」

　また知らない名前が出てきた──というか、その肩かた書がきも気になった。

「度たび々たび中断してすまんが、ゼルス。その魔王リジールってのは？」

「海の向こうにある、別の大陸を支配しておる魔王じゃ」

「そこ、確認したいんだが。全ての魔族を統すべる帝王がゼルスなんだろ？　なんでゼルス以外にも、魔王なんて奴やつがいるんだよ」

　俺のツッコミに、ゼルスはむしろ訝いぶかしげな顔をした。

「妙みようなことを言うな。人間の王だって、国ごとに何人もおるではないか。なぜ、魔族の王が余だけだと決めつけておるのじゃ？」

「……それはまあ、そうなんだが」

　ゲーマーの先入観で、魔王的立ち位置の人物はひとりだけだと決めつけていた。もしくは、魔王の裏にラスボスの大魔王が控ひかえているか。

　俺のモヤモヤをよそに、ゼルスはキアへの聞き取りを進める。

「とにかく、その魔王リジールの部下になっておったジェナが、今になって戻ってきたわけじゃな？」

「うん、ゼルス様……ジェナはよくわからない魔法を使って、キアの仲間たちを一瞬で洗脳したの。今はみんな、ジェナに操られてるの……」

「……ジェナは呪術の使い手じゃ。力の弱い相手なら、たちどころに自分の傀かい儡らいにしてしまう。おのれ……よくも、余の配下を……！」

　握にぎり拳こぶしを震ふるわせて、ゼルスは怒りと不快感を露あらわにした。

　説明された事情を頭の中で整理しながら、俺はキアに確認する。

「キア以外の仲間は、全員呪のろいにかけられたってことか？」

「うん……キアは群れの中じゃ若いけど、戦う力は一番強い。だから呪いにはかからなかったけど、命令には従わなきゃいけなかった」

「群れの連中を人ひと質じちに取られたから、か……」

　キアのような間抜けをわざわざ暗殺によこした理由も、これで理解できた。

　呪いで支配できない以上、キアの存在はジェナにとって危険だ。

　暗殺任務に出して、首尾よくいけば共倒れ……少なくとも、ゼルスとキアのどちらかは消せると踏んだのだろう。

　その時、それまで黙だまって話を聞いていたタマラが、不意に口を開いた。

「ねえ、キアちゃん。そのジェナって魔族、もしかして、この猛もう吹雪ふぶきを起こしてる原因なんじゃないの？」

「えっ？」

「だって、ジェナが来たのも最近で、猛吹雪が始まったのも最近なんでしょ？　偶然の一致にしては、タイミングが良すぎると思うんだけど……」

「……キアはわからない。ジェナはそんなこと言ってなかったけど、もしジェナのしわざだったとしても、ジェナがキアに話すとは思えないし」

　いささか突とつ飛ぴなタマラの予想に対し、キアの答えは意外にも慎しん重ちようだった。

　俺は、タマラの予想には前提からして無理があると思った。

「いくら魔帝の座を争った魔族でも、そのジェナって奴はひとりなんだろ？　天候を操るような大それた真似、できるもんか？」

「……不可能ではないじゃろう」

　懐かい疑ぎ的てきな俺の問いには、横からゼルスが答えた。

「呪術は、生物を含めて『物の状態を変化させる』効果に特化した術じゃ。周しゆう到とうな準備さえあれば、局地的に天候を変えることもできるじゃろう」

「えっ……そうなのか？」

　ゲーム中でも呪術というスキルは存在したが、使用の前提条件が多く、汎はん用よう性せいに欠けるため俺は使用していなかった。そのため、効果についてもあまりよく知らない。

　ゼルスは小さく頷うなずくと、キアに視線を向けた。

「いずれにしても、余の配下が操られておる以上、余はジェナを倒しに行く。キア、余をジェナのところまで案内せよ」

「みんなを、助けてくれるの？　……ありがとう、ゼルス様。案内はキアに任せて」

　真剣な表情で見つめ合うゼルスとキア。

　ふたりの間で勝手に話がまとまりそうな空気だったので、俺は割って入った。

「お前ら待て。特にゼルス、勝手に決めるな。俺は、まだ行くかどうかなんて……」

「貴様は来なくていい。これは余の……『魔帝ゼルス』の問題じゃ」

　ゼルスの鋭するどい眼まな差ざしには、拒絶の意思があった。

「余は、貴様と人間たちとの諍いさかいには口を出さなかったじゃろう。今度は魔族同士の問題なのじゃ。貴様に口を出される筋合いはない」

「お前だけの問題じゃねえ。俺がテイムした女の問題は、俺の問題でもある」

　俺はムッとして言い返したが、ゼルスは涼すずしい顔で受け流した。

「余は貴様のものになった覚えはない。……キア。明朝には街を発たつぞ」

　一方的に言い置いて、ゼルスは部屋を出て行った。

「あっ……待ってください、ゼルス様！」

　先の口論が尾を引いているのか、少しためらいながら、ラクシャルが後を追った。

　俺を含め、残された三人の間に微妙な沈黙が降りる。

「……あ、そうだ、キアちゃん。キアちゃんが着るもの用意してきたから、ちょっと合わせてみてもいいかな？」

「着るもの……？」

　きょとんと小首をかしげるキア。

　キアは元々服を着ておらず、一応、ここに来る間は上着を羽織らせておいたのだが、今はベッドのシーツを巻いて肌を隠かくしているような状態だった。

　タマラはいつの間にか持っていた紙袋を開くと、キアに抱きつくようにしながら、何かを着せていった。

「これで……よしっ、と。サイズは紐ひもで調節できるから、苦しかったら言ってね」

「……平気」

　そう答えてベッドから降りたキアが身に着けていたのは、どう見ても、ビキニに近い形状の水着だった。

「なんで水着なんだ……？」

「キアちゃん、翼つばさがあるから普通の服着れないもん。これならちょうどいいでしょ？」

「そりゃそうかもしれんが、水着なんてどこから持ってきたんだ」

　水着、しかもビキニなんて、この北国には似つかわしくないイメージだ。

　ツッコミを入れると、タマラはなぜか恥ずかしそうに頰ほおを染める。

「冒険してたら、泳ぐ機会もあるかと思って……ヴァインくんに、気に入ってもらえたら……なんて……か、鞄かばんにスペースがあったから、あくまでついでにね!?」

「はあ……」

　別に文句を言うことではないが、タマラもたいがいマイペースな奴だな。

　キアの反応を窺うかがうと、自分に着せられた水着を撫なで回まわし、落ち着かない様子だった。

「これ、キアにくれるの？　……貴方、名前は？」

「まだ自己紹介してなかったっけ。あたしはタマラ。キアちゃんがゼルスちゃんの仲間なら、あたしとも友達だね。よろしく！」

「……よろしく」

　握あく手しゆを交わしながら、キアの目は爛らん々らんと輝き始める。

「貴方、人間なのにキアに贈おくり物ものしてくれた……タマちゃん、いい人」

「え？　えーと……タマちゃんって、あたしのこと？」

「うん。タマちゃんは羽があるんだね。とても立派」

「羽って……これはマントだよ。空は飛べないけど、形を色々変えられるの」

　タマラは苦笑しながら、背のマントをいくつかに枝分かれさせ、バラバラに動かしてみせる。

「おおおおー……」

　キアの目が更さらにキラキラと輝く。手品を見る子供のような目だ。

「タマちゃん、すごい。キア、タマちゃんのこと好き」

「ええっ!?」

　唐突で大胆な告白をかましながら、キアはタマラに抱きついた。

　タマラが困こん惑わくしている間に、俺はずかずかとふたりに近づく。

「お前ら、百ゆ合り百ゆ合りしてないで俺も混ぜろ。ラクシャルも行っちまったし、今は奉ほう仕しとか癒いやしとかが欲しい気分だ」

「も、もうっ！　ヴァインくんってば、そういうことばっかり……！」

　顔を真っ赤にして恥じらうタマラの横で、キアが首をかしげる。

「奉仕、ってなに？　ヴァイン、キアと交尾したいの？」

「お前は直球すぎるな……」

「強いオスと交尾できるのは幸せなことだって、群れの姉さんたちはみんな言ってた。ヴァインがしたいなら、今からする？」

　言いながら下の水着を脱ごうとするキアを、タマラが必死で止めに入る。

「ダメっ!!　キアちゃん、女の子がそういうこと言っちゃダメっ！」

「なんで？　交尾しないと子供できないよ。タマちゃん、子供嫌きらい？」

「そうじゃなくって……あー、もう、どう説明したらいいのー……!?」

　頭を抱かかえるタマラの様子に、俺は乾かわいた笑いが出てきた。平和な悩みだ。

「俺が言えた話じゃないが、今はキアの仲間を救えるかどうかって大事な時だろ？　ゼルスを案内してやれるように、準備だけはしておけよ」

「ゼルスを、って……ヴァインくんは一緒に行かないの？」

「行きたくても、ゼルスが来るなって言うんだから仕方ないだろ。どうせ俺はゼルスに嫌われてるし、ラクシャルとのことがバレたら、こうなるとは思ってたけどな」

　投げやりにそう言うと、タマラから意外な答えが返ってきた。

「……違ちがうと思う。ゼルスちゃんは、ヴァインくんのこと嫌いじゃないよ」

「なに？」

「だってゼルスちゃんって、口では色々言うけど、ヴァインくんのこと認めてる感じがするもん。態度の端はし々ばしに、そういうのって出ちゃうから」

「冗じよう談だん言うな。さっきのゼルスの怒りよう、見てなかったのか？」

「あれは……ゼルスちゃんが、ラクシャルちゃんを好きすぎるんだよ。ヴァインくんにラクシャルちゃんを取られて寂しいから、つい怒っちゃうの」

　まるで直接ゼルスの心を読んだかのように、タマラの言葉には妙な確信があった。

「なんでそう自信たっぷりに言い切れるんだ？」

「うーん……ほら、あたし先生だから。ああいう子って、今までにも見たことあるの。自慢のお姉ちゃんに彼氏ができた時の妹の気分というか、大好きなお母さんが再婚相手を連れてきた時の娘の気分というか……」

　わかるような、わからんような。

　俺がモヤモヤした気持ちでいると、キアが得心のいった様子で頷いた。

「それ、近いかも。ゼルス様とラクシャル様は最高のパートナーだって、キアも聞いたことあるよ。族長に教わった話だけど」

「最高のパートナー……か」

　それはおそらく、俺とラクシャルが出会うより前の話なのだろう。

　少し興味があったので、目線でキアに話の続きを促うながす。

「まだ、みんなを束ねる魔族がいなかった頃、魔族の社会はめちゃくちゃだった。みんなが縄なわ張ばりを争って、何の秩ちつ序じよもなくひたすらに殺し合ってた」

　戦国時代みたいなもんか、と俺は解釈して頷く。

「そこにゼルス様とラクシャル様が現れたの。ゼルス様は争いを制し、頂点に立って魔族を束ね、ラクシャル様はゼルス様の右腕としていつも支えていたって」

「ふうん……しかし、それだけであんなにラクシャルに依い存ぞんするもんかね」

「ゼルス様もラクシャル様も、家族がいないから」

　……衝撃的な言葉に、俺とタマラは驚いて固まった。

　そういえば……ラクシャルは今まで、いつも自分の気持ちを包み隠さず俺に話してくれたが、家族の話は聞いたことがない。

「あいつらの家族がいない……ってのは、つまり……？」

「全員死んだの。ゼルス様とラクシャル様がまだ幼かったころに、戦いに負けたから」

「……そうか」

　俯うつむく俺に構わず、キアは淡々と話を続ける。

「負けた者は殺される。それはキアたち魔族の中で、当然のことだったの。だから、命を狙ったキアを許してくれるヴァインは、すごく優しいと思う」

「……前に、ラクシャルにもそんなこと言われたな。俺は、自分が優しいなんて本気で思ったことは一度もないが」

「あなたと同じくらい優しいのは、ゼルス様くらいだよ。ゼルス様は、自分たちみたいな不幸な子を増やしたくないから、魔族を束ねる魔帝を志したの。みんな言ってたよ。ゼルス様は、配下にいつも優しくしてくれるって」

「優しい……か」

　今回のことは魔族同士の問題だ──ゼルスは、そう言っていた。

　ゼルスは、自身が魔帝であることに強いこだわりと誇りを持っている。

　自身が志した『配下に優しい魔帝』であり続けるためには、呪術で操られた配下を、自らの力で助け出すことに固こ執しつするのは確かに当然だろう。

　……だが、ゼルスは本当にそのままでいいのだろうか？

　あいつには今、誇りよりも必要なものがあるはずだ。それをわからせるためにも、ゼルスひとりでは行かせられない。

　俺はガシガシと頭を掻かき、本当の考えをごまかしながら答える。

「……やっぱり、俺もついて行くか。俺はノースモアの国王でもあるわけだし、原因を調査する義務と責任があるからな」

「義務と責任って……ヴァインくんが一番似合わないこと言ってる……」

「ほっとけ」

　……自分でも似合わないとは思ったが、他人に言われるのは別だ。




　翌朝。

　俺たちは必要最低限の準備を整えると、ジェナの居所に向かうことにした。

　首都を囲む城じよう壁へきの外まで、ガスパーとシンファ、城の重臣、そして大勢の住民たちが俺たちを見送りに来ている。

　俺は不安げな顔のガスパーに向かって、適当に片手を挙げる。

「んじゃ、行ってくる。晩メシまでには帰るわ」

「ヴァイン陛下……本当に、我が国の兵士をつけなくともよろしいのですか？」

「ああ。この件に関しては、俺と仲間だけで対応する」

　何が待っているのかわからないが、身軽な方が動きやすい。万一退却することになったとしても、俺たちだけならどうにでもなるだろう。

　シンファは口く惜やしげに歯ぎしりすると、ラクシャルを見つめて叫ぶ。

「ラクシャル、必ず帰って来るのだぞ！　我との決着をつける前に死ぬなど、決して許さんからな！」

「いや、何回やろうとシンファさんの負けですから」

　ラクシャルの返事はどこまでも素そっ気けなかった。

「……それはいいとして……」

　俺はここまで見送りに来た国民たちに向き直ると、彼らの囁ささやき声ごえに耳を傾かたむける。

　今日、街を出るまで何度となく聞こえてきたその言葉──。

「空中交尾王、行ってしまわれるのですね……」

「ああ、なんということだ……空中交尾王の世継ぎの誕生を見る間もなく……」

「信じましょう……我らが空中交尾王ヴァイン陛下を……」

　──俺は無言でガスパーの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「太陽王の次は空中交尾王って、お前んとこの国民はいったいどうなってんだ」

「お、お待ちくださいヴァイン陛下。厳寒たる我が国では王族の早世も多く、世継ぎを残すことに積極的な王は尊敬の念を込めてそのような名を──」

「今すぐ『国王に見たまんまのあだ名をつけるな』というお触れを出せ。俺が帰ってきた後もその名で呼んだ奴は、直接殴なぐりに行くとも言っておけ」

　有う無むを言わせぬ強さで言い切ってから、俺はガスパーを解放した。

　まったく、キアとの一件を下から見られただけで、こんなことになるとは……。

　ガスパーたちに背を向けて仲間の方に向かうと、ある意味その名の元げん凶きようでもあるキアが、平然と待ち構えていた。

「ヴァイン、準備できた？　できたなら変化を解くから、キアの背に乗って」

「……ああ。頼む」

　頷くと、キアは周りの仲間から数歩の距離を取って、屈かがみこんだ。

　次の瞬間──キアの体は光のシルエットと化し、大きく膨ぼう張ちようして──再びその体が明確な姿を取った時には、体長五メートル超の真っ白な鳥に変わっていた。

　本来の姿である巨大な鳥に戻ったキアは、ブルブルと軽く頭を振ふってから、人化している時と同じ声で話しかけてくる。

「……変化、解いたよ。タマちゃんにもらった服は、また変化すれば元通り着てるから心配しないで」

「どういう仕組みなんだ……？」

　別に水着の心配はしていなかったが、タマラには嬉しい気き遣づかいだったようで、キアを見上げてにこにこと微笑ほほえんでいる。

　一方、ゼルスは俺たちの同行を聞いてから、ずっと不ふ機き嫌げん全開だった。

「貴様らがついてくる必要はない。キアだけいれば充分じゃ。余の邪魔をするな」

「ゼルス様、そのような言い方は……」

　頰を膨ふくらませてゴネるゼルスに、ラクシャルが諫かん言げんする。

　だが、今のゼルスには逆効果だった。

「ラクシャルは余よりヴァインの方が大事なのじゃろう。余のことなど放っておいて、勝手にヴァインと乳ちち繰くり合っておればいいのじゃ。ふんっ」

　そうやって強がるゼルスの声は、今にも泣きそうに震えていた。

　自分でラクシャルを突き放しておきながら、実際ラクシャルがいなくなった時のことを想像して、心にダメージを負っているようだ。

（心底面倒くさいスネ方してやがる……）

　タマラが言っていた、妹だか娘だかと同じ心境というのが少しわかる気がしてきた。

　俺は深い溜ため息いきをひとつついてから、先にキアの背に乗る。

「ゼルスがなんと言おうと、俺たちにも異常気象の調査って目的がある。そしてキアは俺の奴ど隷れいだ。一緒に行くのが嫌いやなら、ゼルスがここに残れ」

「……この卑ひ怯きよう者もの……空中交尾王……」

「どつくぞ」

　苦くるし紛まぎれの悪口に、俺は拳を掲げて笑い返す。

　渋しぶ々しぶ、といった顔でゼルスもキアの背に乗り、ラクシャルとタマラも乗ってくる。

　四人が背に乗ると、キアは翼をはためかせ、宙に飛び上がった。

　国民たちの声援を受けながら、俺たちを乗せたキアは、南の山脈に向かって飛び立った。




　猛もう吹雪ふぶきに逆らうように、キアは風を切って羽ばたき、空を舞う。

　俺たちを振り落とさないよう速度は控えめにしてくれており、またキアの羽ばたきが風を打ち消しているのか、俺たちへの吹雪の影響も最小限で済んでいる。

　座席もシートベルトもないので、さすがに安定はしないが、それにしても快適な空の旅を満まん喫きつできる環境と言えるだろう。

「キア。お前、けっこう乗り心地いいんだな」

　純粋な褒ほめ言葉として俺はそう言ったが、キアは呆れたように応じた。

「ヴァインはこんな時もすけべなこと考えてる。そういうのは後にして」

「お前を組み敷いた時の話じゃねえよ」

　すけべはどっちだ、と俺の方こそ呆れてしまう。

「ならいいけど……スピード、もっと出す？　キア、群れの中じゃ一番速いよ」

「いや、今くらいで充分だ。ゆったりできるしな」

「しとる場合か」

　緊張感の欠けつ如じよを咎とがめるように、ゼルスが俺をじろりと睨んだ。

「ヴァイン。貴様にひとつ言っておくことがある」

「なんだ、改まって」

「今回の件……ジェナのことは、余だけで対応する。貴様は手を出すな」

「どうしてだよ。協力してさっさと終わらせた方が早いだろ？」

　眉まゆをひそめる俺に、ゼルスは厳しい目をして言う。

「これは魔族の問題と言ったはずじゃ。貴様に介入される筋合いはない」

　俺が答えるよりも早く、ラクシャルが手を挙げた。

「でしたら、私がお手伝いします。私は魔族ですし、この件にも関係が……」

「ならぬ」

　はっきりと拒こばむように、ゼルスは言い切った。

「ラクシャル、貴様はヴァインのものになる道を選んだ身じゃ。余は今後、魔族同士の問題を解決する際に、貴様の手を借りることはせぬ」

「……何をおっしゃるのですか、ゼルス様」

　ラクシャルは非難の眼差しを向けたが、ゼルスは臆おくせずに切り返す。

「余は誰の力も借りぬ。自分の力で問題に立ち向かう。魔帝として当然のことじゃ」

「ゼルス様！」

　なおもラクシャルは食い下がろうとしたが、俺は手振りでそれを制した。

　キアから聞いた話では、ゼルスは魔族同士の争いを止めるために魔帝になった。今回の件も、魔帝として許せない気持ちがあるのだろう。

　ゼルスの感情とプライドを尊重するなら、手出しは無用だ。

「わかった。この件はゼルスひとりに任せる」

「そんな、ヴァイン様まで……！」

　ラクシャルは戸と惑まどいの目で俺を見つめたが、それ以上何か言おうとはしなかった。

　一方、ゼルスには俺の気持ちが伝わったのか、ばつが悪そうに顔をそむける。

「……礼は言わぬぞ、ヴァイン。これは余の問題じゃからな」

「わかってるよ」

　短く答えた言葉にかぶさるように、キアが声を張り上げた。

「みんな、もうすぐ目的の場所。ジェナはこの先の山頂に……」

「キアちゃん、待って！　何か来る！」

　タマラの叫びを受けて前方に目を凝こらすと、それはハッキリと見えた。

　白い翼をはためかせ、ロック鳥がこちらに向かってくる。

　──あまりにも、猛烈なスピードで。

「おい……まずいぞ！　キア、避よけろっ！」

　俺の命令から一瞬遅れて、キアが旋回する。

　当たるかどうかすれすれのところで、キアはロック鳥の突進をかろうじて避さけた。

「くそっ……どうやら、接近がバレたらしいな」

　さしずめ、あれは刺客というところだろう。

　旋回して再びこちらを追ってくるロック鳥に、キアは必死で呼びかける。

「リーニャ！　待って、キアだよ！　お願い、やめて！」

　そのロック鳥は、どうやらキアの仲間のようだったが、呼びかけに反応する様子はない。呪術で操られているというのは本当のようだ。

　以前、タマラが呪いで操られた時も、こちらの呼びかけは届かなかった。あの時と同じ手が使える相手ではないし、別の対処法を考えなくてはならない。

　しかも、状況は悪化の一いつ途とを辿たどっていた。

「気を取られるでない！　囲まれておるぞ！」

　ゼルスの言う通りだった。

　四方八方から、俺たちを取り囲むように三○羽以上のロック鳥が現れ、じりじりとその包囲を狭せばめてくる。

　俺はとっさに手を突つき出だし、重力魔法を唱えた。

「【プレス】!!」

　近くにいたロック鳥の二羽が、強い重力に押おし潰つぶされて落下していく。

　このまま撃退していけば確実だと思ったが、ゼルスが横から腕を摑んできた。

「ヴァイン！　奴らは操られておるだけなのじゃ。傷つけるな!!」

「馬ば鹿か言うな。止めなきゃ俺たちが怪け我がするだけだぞ」

　俺ひとりならどうとでもなるが、皆を守るためには応戦するしかない。

　ゼルスも、頭ではわかっているのだろう。

　それでも俺の腕をぎゅっと握って、懇こん願がんするように、震える声で繰り返した。

「……頼む……頼む、ヴァイン。奴らには何の罪もないのじゃ。余の配下を、傷つけないでくれ……」

「……ええい、くそっ」

　こうも下手に出られては、強引な手段は取りづらい。

「わかったよ。でも、戦わずにどうやって突破するんだ？」

　大人しくやられるわけにもいかず、俺はゼルスに代案を求めた。

　ゼルスはキアに向き直って訊ねる。

「キア、全力で飛べばこやつらを振り切れるか？」

「全力？　……できると思うけど、全力で飛んだらゼルス様たちも吹っ飛ぶ」

　それでは振り切っても意味がない。キアに乗り続けることができなければ……。

　──その時、ふと俺の頭にある考えが浮かんだ。

「タマラ、マントを最大限に伸ばせ。その布で、俺たち全員をキアの体に縛しばり付つけるんだ。急いでくれ！」

「えっ？　う、うん！」

　俺の急な指示にタマラは戸惑いながらも、マントでキアの体をぐるぐると巻くようにしつつ、その背に乗る者全員の体を固定した。

「全力で飛べ、キア！」

　俺が命令した直後、すさまじい風圧を感じた。

　普通ならたちまち吹き飛ばされそうなほどの風だが、タマラのマント──簡易シートベルトのおかげで、俺たちは全員無事だった。

　風圧に慣れて周囲を見回すと、ロック鳥の群れは遙はるか後方にいた。俺たちを追いかけているのが見えたが、差はぐんぐん広がり、やがて見えなくなる。

「ヴァイン様……！　さすが、素晴らしい機転です！　あの状況で、適切にタマラさんのマントを活用するなんて……！」

「大したことじゃない。キアの背中に乗ってる間、少し考えてただけだ」

　尊敬の眼差しを向けてくるラクシャルに、俺は居心地悪く答えた。

　長話をする余よ裕ゆうもなく、キアが俺たちに少し硬い声で告げる。

「もうすぐ目的地だよ。山頂に降りるから、みんなも降りる準備を──」




　──その時、巨岩のような火球が、眼下からこちらに飛んでくるのが見えた。




「【アイス・シールド】!!」

　元ゲーマーの反射神経が俺を衝つき動うごかし、瞬時に氷魔法を唱えていた。

　キアの全長を上回る巨大な氷ひよう塊かいが宙に形成され、火球を受け止めて爆ばく散さんする。

　もうもうと立ち上る水蒸気に包まれながら、俺はキアに向けて叫んだ。

「キア、降りるんだ！」

「えっ……えっ？　降りろって……今の、なに？」

「下から攻撃されたんだよ。いいから、目くらましがあるうちに降りろ！」

　キアは混乱している様子だったが、俺の強い語気に緊急性を悟さとったらしく、速すみやかに下降して着陸した。

　タマラがマントでの拘こう束そくを解き、キアの背に乗っていた者は急いで降り立つ。

　相変わらずの猛吹雪の中、俺は油断なく周囲を睥へい睨げいし、気配を探る。

「……そっちだな。出てこい」

　気配のする方に向かって言うと、その途端に妙なことが起こった。

　今まで俺たちを襲っていた吹雪が、急におさまってきたのだ。

　空は曇どん天てんのままだが、ほどなく雪も風も完全に止やんでしまうと、俺たちから数十メートルほどの距離に、ひとりの女が立っていた。

「いい『目』を持っているのね……あなた、ただの人間？」

　切れ長の瞳ひとみで俺の顔をじろじろと眺ながめ、女は小馬鹿にしたような笑みを浮かべる。

　その女は、服の上からでもわかるほど豊かな曲線を描く魅み惑わく的てきな肉体を、露出が激しい絹のドレスに包んでいた。身に着けているのはそれだけだ。

　登山用にしても戦闘用にしても軽装なことから、一目で魔族だと確信できる。

「お前がジェナか」

「ええ、そうよ。キアに聞いたのね……そこの、役立たずの裏切り者に」

　ジェナは吐き捨てるように言って、人間の姿に変化したキアを睨みつけた。

　キアも負けじと睨み返す。

「暗殺対象がゼルス様だと知ってたら、キアは従わなかった。悪いのは貴方」

「ゼルス……ああ、そうそう、久しぶりよねぇ？　ゼルスちゃん」

　ジェナがわざとらしく名を呼び、ゼルスを見やる。

　ゼルスの目には、敵意にも殺意にも似た、どす黒い怒りが宿っていた。

「……余は魔帝になる時、他の魔族と戦いはしても、命までは奪わなかった。ゆえに、貴様のことも見み逃のがした……じゃが、今はその判断を後悔しておる」

「アッハハハ！　後悔するのはまだ早いわよ、おチビな魔帝ちゃん。かつてあなたに敗れた私の屈くつ辱じよくを、これから何万倍にもして返してやるんだからねえ」

「待てよ。お前にはまだ訊くことがある」

　既すでに両者とも臨戦態勢に入っているようだが、俺はあえて口を挟んだ。

　戦う前に、いくつか確認しておかねばならない。

「ジェナ。お前、キアを差し向けてきたってことは、俺たちの存在を知ってたんだな？　いつから俺たちを狙っていた？」

「人間ごときに呼び捨てにされるいわれはないけど……あなたたちがノースモアに入ってきた時、山の方から偶然見かけたのよ。気づかなかったでしょうけど」

「……あの時か」

　ノースモア王国に入って間もなく、一度、誰かの視線を感じたことがあった。

　あの時はタマラの介かい抱ほうが最優先だったので、無視していたのだが……。

「吹雪を防ぐ魔法なんか使われて、邪魔で仕方なかったから消すことにしたのよ」

「それについても訊きたい。この吹雪はお前の仕し業わざか？」

「ええ、そうよ。人間どもの敵意を魔帝軍に向けさせて、弱らせてからおいしくいただくつもりだったんだけど……あなたたちのおかげで計画が崩れたわ」

「おいしくいただくってのは、どういう意味だ？」

　共倒れを狙うにしては、どこか表現がおかしい気がする。

　理解が追いつかない俺に優位を感じたのか、ジェナは声を立てて笑った。

「いいわ、全部教えてあげる。かつて魔帝の座をかけた争いに敗れた私は、つい先日まで、海の向こう……西の大陸を支配する、魔王リジールの部下として暮らしていた」

「そいつはキアに聞いたな」

「でも、なぜ私がここにいるのかは知らないでしょう？　リジールはね……大軍団を率いて、この大陸に侵しん攻こうしてくるのよ。もうすぐね」

「侵攻だと……？」

　不ふ穏おんな言葉に、俺だけでなく、ジェナを除いた全員が身を硬くした。

　満足のいくリアクションだったのか、ジェナはニヤリと邪悪な笑みを浮かべる。

「でも、リジールと私は反そりが合わなくてね。あんな奴の下で働き続けるのはまっぴらだから、離反して私だけの軍団を作ることにしたの。呪術を使ってね」

「……なるほどな。話が見えてきた気がするよ」

「ええ。王国軍と魔帝軍が勝手に争っている間に、私はこっそりお人形さんを増やして自分だけの軍団を作ろうと思っていたわけ」

「ふざけるなッ!!」

　烈れつ火かのごとき怒りを露わにしたのは、当然ながら、ゼルスだった。

「余の配下たちを、人形じゃと……？　貴様、もはや断じて許さん！　二度と悪わる巧だくみができぬよう、徹底的に叩たたきのめしてくれる!!」

「うふふっ……ゼルスちゃん、まだ気づかないの？」

「何じゃと？」

　ジェナの視線を追って、ゼルスは空を見上げ……そして気づいた。

　先ほど振り切った三○羽ほどのロック鳥が、半球状に俺たちを包囲している。

「アハハハ！　私が何も考えずにペラペラお喋しやべりを楽しんでたと思う？　あなたたちはここで鳥のエサになるのよ!!」

「……時間稼かせぎだったってことか。まあ、有益な情報は得られたけどな」

　調子づいたジェナの哄こう笑しようを受けて、俺は悠ゆう然ぜんと身構える。

　この程度の敵がいくら集まろうと、対処は容易──なのだが。

「ヴァイン。先ほどの約束、忘れておらぬじゃろうな」

　そう言いながら、ゼルスが俺たちの前に進み出た。

　まるでロック鳥たちに向かって、自分を標的にしろと挑ちよう発はつするように。

「余は魔帝ゼルス。配下を助けるのは余の務めじゃ」

「……ああ。わかってるよ」

　俺は手助けしたい気持ちをぐっとこらえて、ゼルスの背に答えた。

　不意に、俺の腕にラクシャルがすがりついてきた。その表情からは不安が窺える。

　こちらを一いち瞥べつしたジェナが、わざとらしく肩をすくめた。

「あら、ゼルスちゃんだけ？　なるほど。腰こし巾ぎん着ちやくのラクシャルちゃんはあの男に持っていかれちゃったんだ？　アハッ、ゼルスちゃんったらかわいそ～♪」

「余からも魔王リジールからも逃げ出した三流呪術師ごときが、思い上がるな。貴様の相手など、余だけで充分じゃ」

　ゼルスが不敵に笑って挑発を返すと、ジェナの表情から笑みが消えた。

　ジェナの手が、周囲に命じるように高々と掲げられる。

「──殺やりなさい」

　命令と同時、上空のロック鳥たちは一斉にゼルスへと襲いかかった。

　ある者は脚を、ある者は嘴くちばしを突き出し、攻撃を仕掛けていく。

「来い!!」
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　指先から白い糸を伸ばしながら、ゼルスは迎むかえ撃うつ構えを見せる。

　蜘蛛アラクネの血を引くゼルスは、特殊な性質の糸を自らの指から射出し、罠わなを張ったり、足場にしたり、敵を拘束したりといったことができる。

　ゼルスが扱う糸のうち、粘着性の高い【粘ねん糸し】が、降りてきた一羽のロック鳥にグルグルと巻きつき、動きを封じる。

　しかし──。

「ぬっ……ぐうっ!!」

　別の個体からの蹴けりを避けきれず、ゼルスは小さく吹き飛んだ。

　転がったゼルスに群がるように、多数のロック鳥が脚を突き出して降下する。

「ゼルス様っ!!」

「くうう……っ、まだじゃ！」

　ラクシャルの叫びで奮起したかのように、ゼルスは素す早ばやく【粘糸】を張り巡らせ、降下してきたロック鳥たちを捕らえる。

　更に、捕まえたロック鳥の巨体に糸を巻きつけ、一羽ずつ確実に無力化していく。

　しかし、ジェナというひとつの意思に操られたロック鳥たちは緊密な連れん携けいを取り、時には糸をかわしながら、間断なくゼルスに攻撃を加えていく。

「く……っ、かはっ！　う、ぐうっ！」

　嘴や爪の攻撃に加え、ロック鳥の中にはキア同様に魔法を使える個体もおり、風の刃が遠距離からゼルスを襲う。

　半数のロック鳥を無力化し終えた頃には、ゼルスの服や素肌には多数の切り傷が走り、何度も雪の中に倒されたダメージも大きく、肩で息をしていた。

「ぜぇっ……はぁ、う、うっ……」

　痛めつけられるゼルスの姿を見て、俺の腕にしがみつくラクシャルの力が強くなる。

「ヴァイン様……もう、止めてください。このままだと、ゼルス様が……！」

「まだだ」

「なら、私が行きます。私だけでも、ゼルス様の助けに──」

「何度も言わせるな……まだだ」

　……俺としても当然、この状況に何も感じていないわけじゃない。

　だが今、ゼルスは自分自身と戦っている。

　本当に助けが欲しいなら、誰に言われなくともゼルスから俺を呼ぶはずだ。それをしないのは、魔帝としての自分を曲げたくないからだ。

　もっとも、ジェナはそのようなゼルスの想いを理解するはずもなく、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするゼルスをニヤニヤと愉たのしげに眺めている。

「あらあら、どうしたのゼルスちゃん？　こんなことで手こずるなんて、しばらく見ない間に、随ずい分ぶんと弱くなったんじゃない？」

「はぁっ、く、うくっ……」

　ゼルスは怒りをぶつける余裕もなく、上空からの攻撃への対処に集中している。

　その苦戦が滑こつ稽けいに映ったのか、ジェナは心底愉快そうに目を細めた。

「アハッ、無ぶ様ざまよねぇ～？　こんな雑ざ魚こどもなんて、切り刻んじゃえば一瞬なのに。配下を切り捨てる決断もできないようじゃ、あなたの器うつわはその程度の……」

「黙れ!!」

　苛いら立だたしげにぎりぎりと歯を嚙み鳴らして、ゼルスはジェナを遮さえぎった。

「余は配下を助ける。呪いで操らねば誰ひとり従えられない貴様ごときが、器を説こうなどとは片腹痛いわ！」

「……へえ。虚きよ勢せいは大したものねぇ」

　ジェナは口くちの端はをひくつかせて、パチンと指を鳴らした。

　残るロック鳥たちが、一斉にゼルスめがけて急降下していく。

「ゼルス様！」

　叫ぶラクシャルに、ゼルスは──笑いかけるように、口の端を吊つり上あげた。

「【フラッシュ】!!」

　ゼルスの唱えた雷いかずち魔ま法ほう……閃せん光こうを起こす魔法が、ロック鳥たちの目をくらませる。

　その僅わずかな隙すきに、ゼルスは【粘糸】を素早く空中で縦横に張り巡らせ、巨大な網を作り出した。

「はぁぁっ!!」

　ゼルスが網を振るうと、まるで巨大な蜘く蛛もの巣をぶつけたかのように、ロック鳥たちは次々と捕らえられ、身動きを封じられる。

　文字通りの一いち網もう打だ尽じんにされたロック鳥たちが、ひとかたまりになって雪の上に落下すると、ゼルスもまた力尽きたかのように膝ひざをついた。

「ゼルス様、お怪我は!?」

「……ラクシャル、余のことはいい。ロック鳥たちが怪我をしていないか確かめてくれ。拘束や落下の際にダメージを受けた者がおるやもしれぬ」

「一番ダメージがあるのはゼルス様です！　今、私が治療に……」

　ラクシャルが駆け寄ろうとした時、ぱち、ぱち、と間の抜けた拍手が響いた。

「ふふっ。本当に、攻撃らしい攻撃もせずにロック鳥を全員捕まえちゃうなんてねぇ。ゼルスちゃんのこと、ちょっと見直したわ」

　まばらに手を叩きながら、ジェナはゆっくりとゼルスに近づく。

　その手が、何かを掲げるように突き上げられた。

「だから、今度は私が相手をしてあげる……【ファイア・ボール】！」

　ジェナの周囲に、ドッジボール大の火球がいくつも浮かび、目の前のゼルスを狙って放たれる。

「く、っ！」

　ゼルスは横よこっ跳とびに火球を回避したが、その動きを見越していたように、ジェナはゼルスの着地点めがけ掌てのひらをかざした。

「【イラプション】！」

　ゼルスの真下で激しい爆発が起こり、華きや奢しやなゼルスを宙高く吹き飛ばす。

「が、あっ……!?」

「【バーニング・メテオ】!!」

　高く舞い上がったゼルスに、上空から降り注いだ火か炎えんの塊が直撃する。

「ぐあああああッ!!」

　ゼルスは熱と衝撃に身を焼かれ、雪の上に叩きつけられた。

　俺の目の前まで転がってくると、震える腕に力を込めて、起き上がろうともがく。

「ぁ……ぐ……っ。ま、だ……じゃ……」

「……もういい。ゼルス」

　俺は傍かたわらに膝をつき、ゼルスの顔を覗のぞき込こんだ。

　ロック鳥たちとの不利な戦いで消しよう耗もうし、ジェナから一方的に痛めつけられ、ゼルスはもはや満まん身しん創そう痍いだった。

「余は……負けられぬ。負けるわけには……いかぬ……」

「いいんだ。もう充分だ」

　ゼルスはその身を張って、一方的な攻撃に晒さらされながら、配下たちを可能な限り傷つけずに無力化してみせた。

「『魔帝』ゼルスの意志、確かに見届けた。……でもな、ゼルス。もう倒れた以上、魔帝の時間は終わった。今のお前は『俺の奴隷』のゼルスだ」

　俺はゼルスとジェナの間に立ちふさがり、軽く肩を回して体をほぐす。

　怒りを腹の底へ沈めるように、深く息を吐く。

「だから、今の俺には手を出す資格がある。俺の奴隷をいじめる奴は許さん」

　まっすぐに、ジェナの顔を睨みつけ、俺は断じた。

「お仕置きだ」

　ジェナは俺の態度に一瞬気け圧おされたようだが、すぐに冷静さを取り戻した。

「はぁ？　ただの人間が、お仕置き？　私に？　笑わせてくれるわねぇ」

　笑わせる、と言いながらも、ジェナの表情には不快感があった。

　俺は一いつ旦たん視線をそらすと、立ち尽くしていたラクシャルやタマラたちに向かって指示を出す。

「ラクシャル、ゼルスの治療を頼む。タマラとキアも、巻き込まれないように全員一緒に固まってろ。いいな」

「……私を無視するなんて、何様のつもり？」

　ジェナは怒りも露わに言い放つと、身構えた。

　俺も自分の目的を果たすべく、無造作に歩き出す。

　まるで散歩のように緩ゆるやかな歩調で近づく俺を、ジェナは怪け訝げんな目で見つめた。

「いったい何の真ま似ね？　やる気あるわけ？」

「お前にお仕置きするのに、やる気なんか出す必要あるか？」

　露骨な侮あなどりを含んだ俺の言葉で、ジェナの額に青筋が浮いた。

「バカが……死になさい！　【ヘルフレイム】！」

　ジェナの手から放射状に放たれた炎が、俺を襲う。

　が──俺が軽く片手を払うと、猛烈だったその炎は一瞬でかき消えた。

「へっ？」

　きょとんと、目を丸くするジェナ。

　俺は【ドレイン】によって、パッシヴスキル【魔法耐性Ｌｖ９】を備えているうえ、レベルやステータスも、ゼルスのそれより遙かに高い。

　仮に多少のダメージを受けても【ＨＰ自動回復Ｌｖ５】のパッシヴスキルにより、たちどころに回復してしまうだけだ。

　半端者が唱える初級魔法など、避けるまでもない。

「こ、この……！　【バーニング・メテオ】！」

　先ほどゼルスを倒したのと同じ、炎属性の中級魔法だ。

　上空から火炎の塊が降り注ぎ、俺に直撃──爆炎と煙が舞い上がる。

「やったわ！　アハハハハッ！　アハハ……ハ、ハ……ハ」

　黒煙の向こうでジェナは高らかに笑っていたが、俺の足音が耳に届くと、一瞬で顔をひきつらせた。

　何事もなかったかのように、俺は一定のペースで歩き続ける。

　距離が三メートルほどまで近づくと、ジェナは怯おびえたように飛とび退のいた。

「ひ……ひいっ!?」

　情けない声をあげて、しかし自らの醜しゆう態たいに気づくと、屈くつ辱じよくと怒りに震える。

「私を本気で怒らせたわね……！　もういいわ。遊びは終わり。私の最大火力で、お前を焼き殺してやる!!」

　激しい怒りを込めて、ジェナが魔力を練り始めた。

　その貌かおに、勝利を確信した者の傲ごう慢まんな笑みが浮かぶ。

「【インフェルノ】!!」

　最上級の炎魔法。そう認識した瞬間、周囲の雪が瞬またたく間に蒸発し、俺の足元が漆しつ黒こくの炎の色に染まった。

　それは地獄インフエルノの名を冠するに相応ふさわしい、凄せい絶ぜつなる地じ獄ごくの業ごう火か──。




　──ダンッ!!




　俺が力を込めて地を踏み鳴らした瞬間、地獄の業火は消し飛んだ。

「服が焦こげちまうだろうが」

　煙草たばこの火でも揉もみ消けすように、踵かかとでぐりぐりと地面をえぐる俺を、ジェナはあんぐりと大口を開けて凝ぎよう視しした。

「な……なっ……？　どうして、私の魔法が……!?」

「俺は、ラクシャルにゼルス、タマラにキア……四人の力を吸収してるんだ。お前ひとりの力じゃ、どうあがいても勝ち目はねえよ」

　少し遅くなったが、一応警告はしておいてやろう。

　もっとも、どちらにしても逃がす気はないが。

「ひぃ……っ！　ば、化け物っ!!」

　なおも歩いて距離を詰つめる俺に、ジェナはとうとう顔面を蒼そう白はくにして逃げ出した。

「【ゲイル】」

　俺は魔法で、自分に向かって突風を巻き起こす。

「ひやあああぁっ!?」

　風に飛ばされたジェナが俺のもとへ転がってくると、俺は手しゆ刀とうを掲げた。

「【クロスアウト・セイバー】」

　ジェナめがけて手刀を振り下ろし、スキルを発動させる。

　刹せつ那な──ジェナの纏っていた衣服が弾はじけ飛とび、ジェナは一いつ糸し纏わぬ姿となった。

　たぷんと揺ゆれる豊かな胸、むっちりと肉付きのいい脚。なかなかいい体をしている。もしも出会い方が違っていたら、優しくしてやれたかもしれない。

　ジェナはさんざん見せつけられた実力差に怯えた様子で、恐きよう怖ふでガタガタと歯を鳴らしながら、胸と股こ間かんを腕で隠した。

「い……っ!?　い、いやっ……お願い、ら、乱暴しないで……！」

「随分都合のいい話だな。ネチネチと執しつ拗ようにゼルスを痛めつけていたくせに」

「ごめんなさいッ!!　謝あやまる、謝ります！　だから許してっ！」

　涙目でこちらを見上げ、必死で許しを乞こうジェナ。

　俺はゆっくりと、ジェナの体に手を伸ばす。

「お前なんかを可愛かわいがる気はねえよ。力だけよこせ」
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　指先でジェナのへそに触れ、魔法を唱えた。

「【ファン・ボルト】!!」

「い──っきゃああああぁぁッ!?」

　それは、快楽だけを与える特殊な電流を流す魔法。

　以前ノワに使った時には条件を満たしていなかったが、こうして全裸の相手に、直接触れた状態で使えば、この魔法だけでも敵をテイムすることができる。

　ゼルスを執拗にいじめられた以上、こいつを可愛がるつもりは毛頭ない。極めて簡単なやり方で、快楽を叩き込んでやった。




【システム】ジェナは絶頂（大）を迎えた！

【システム】ジェナのＥＰエクスタシー・ポイントが０になった！　一定時間行動不能！

【システム】ジェナのテイムに成功！　ジェナがあなたの仲間に加わりました！




　表示されたログを視界の端に捉とらえながら、俺は【ドレイン】でジェナの力を吸う。

　高レベルの炎魔法に加え、高めの知力も吸収することができた。

　ジェナを旅の仲間にする気はないが、能力だけは今後俺の役に立ってもらおう。

「あ……あ、ぁ……♪　あ、ふぅ……」

　大の字で寝そべってだらしない顔を晒さらしているジェナの姿は、正直見るに堪たえない。

　呪いの解除はひとまず後にして、俺は皆のもとに戻った。

「こっちは片づいたぞ。ゼルスはどうだ？」

「ヴァイン様！　良かった、ご無事で……ゼルス様は、魔法で回復しましたが……」

　平然と戻ってきた俺を見て、ラクシャルは表情を輝かせたが、傍らのゼルスの様子を見ると、すぐにその瞳も悲しみに曇くもってしまう。




「うっ、うっ……！　ふっ……ぐずっ……！」




　ゼルスは泣いていた。

　歯を食いしばり、とめどなく溢あふれる涙を腕で拭ぬぐいながら、ラクシャルの膝の上で嗚お咽えつを漏もらしていた。

「……俺たちは呪いを解くぞ。キア、タマラ。一緒に来い」

　今のゼルスは、ラクシャルとふたりきりにしておいた方がいいだろう。

　俺はキアとタマラを連れてジェナを叩き起こし、呪いの解除に向かうことにした。
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　雪山の頂上には、ジェナがロック鳥たちを操って作らせた、石造りの拠点施設が存在した。

　施設は展望台を思わせるようなドーム型で、内部には食料と水、無数の魔術書とスクロール、効果不明の大量の魔道具などが運び込まれていた。

「……潜せん伏ぷくするには、確かにこのくらいの用意は要いるだろうな」

　俺は魔道具の山から価値ありそうなものを選より分わけつつ、そう呟いた。

　ここは猛もう吹雪ふぶきの中、ジェナ自身が凍こごえないために必要な拠点であり、また建物全体に呪法を張り巡らせることで、ここから王国全土の天候を操作していたのだという。

「つまり、この施設をぶち壊せば吹雪は止まるってことか？」

　俺が訊ねると、ジェナは蒼あおい顔をして首を横に振った。

「こ、壊す!?　本気で言ってるの？　私がここの呪法を組むのにどれだけ……」

「つべこべ抜かすな。決めるのは俺だ」

「……せめて、この拘束を解いてほしいんだけど？」

　現在、ジェナにはタマラが付き添い、マントでぐるぐる巻きにされている状態だ。テイムしたとはいえ信用できる相手ではないから、当然である。

　訴えを無視していると、ジェナは苛立たしげに声を張り上げた。

「わかったわよ！　ここを壊されるのは仕方ない……でも、魔ま幻げん石せきは壊さないで」

「魔幻石？」

　初耳の単語に訊き返すと、ジェナは小さく頷く。

「天候を操るだけの大規模な呪いを発動させるには、私の魔力だけじゃ足りない……動力になるだけの、魔力の結晶が必要だった。それが魔幻石よ」

「ふうん……使い道がありそうだな。回収していくか。どこにある？」

　ジェナから隠し場所を訊き、建物の中央にあった太い柱を壊すと、中から薄うす紫むらさき色いろに輝く、手のひらサイズの紫水晶アメジストのような石が出てきた。

「……呪いとか、かかってないだろうな？」

　俺はノワの剣を手に入れた時のことを思い出し、用心深く訊ねたが、ジェナは小さく首を横に振って否定した。

　だが、その目には何かギラギラとした邪悪な輝きが宿っている。明らかに何かを隠している顔だ。

「……怪しいな。ジェナ、お前いったい何を──」

　俺はジェナを問とい質ただしたが、その返答の前に、脇から飛び出す影があった。

　キアだった。

「えい」

　キアは何ら警戒した様子もなく、無造作に魔幻石を摑むと、俺に向かって差し出してくる。

「ヴァイン、これ欲しかったんでしょ？　取ったけど何ともないよ」

「…………お前はもうちょっと考えてから動け……」

　俺は頭を抱えたが、今のところ、特にキアが呪われたような様子もない。

　もし何か罠が仕掛けられていたら、後でジェナをシメよう。そう気持ちを切り替え、今度は施設の破壊に移ることにした。

　原動力の魔幻石は取り除いたが、何かのきっかけで再起動したら面倒だ。

　俺は皆を連れ、持てるだけの戦利品を運び出しつつ外に出ると、施設に向かって手をかざし、魔法を唱えた。

「【メガ・プレス】！」

　重力魔法の発動により、猛烈な重力が施設の上にのしかかる。

　一秒と経たたずに、施設は音を立てて崩壊した。後に残るのは瓦が礫れきの山だけだ。

「ヴァインくん、見て。空が……」

　タマラに促され、天を仰あおぐ。

　魔幻石を回収した時点で既に呪いは解けていたのか、空一面を覆おおっていた分厚い雲は薄らいでおり、その向こうには青空が覗いていた。

「雪も止んでるよ。これで、ノースモア王国の吹雪は収まるのかな？」

「たぶんな。もう少し経てばハッキリするだろ」

　俺が答えた直後、無数の何かが羽ばたく音が近づいてきた。

　目を向ければロック鳥の群れが、俺たちを取り囲むように飛び回っている。

　操られていた時とは違い、俺たちを祝福するような、あるいは自分たちの自由を謳おう歌かするような、そんな自由な飛び方だ。

「ジェナがヴァイン様に力を吸われて、ロック鳥の皆さんの呪いが解けたので、私が糸を切ったうえで事情を説明しておきました」

　歩いて追いついてきたラクシャルが、嬉しそうに微笑ほほえみながらそう言う。

　だがゼルスは、まるで子供のようにラクシャルの腕にすがりついたまま俯いている。まだ立ち直っていないようだ。

「……ひとまず首都に戻るぞ。キア、また乗せていってくれるか？」

「わかった」

　俺が訊ねると、キアは当然だと言わんばかりに頷く。

　そうして、俺たちは無事に異常気象の原因を取り除き、首都へ帰還した。




　首都に戻る頃には完全に吹雪が止み、本物の太陽が俺たちを見下ろしていた。

　俺たちは、異変の解決に気づいた臣民たちに総出で迎えられ、さながら凱がい旋せんのような賑にぎわいに包まれながら城へと向かった。

　ゼルスは精神的なダメージが抜けていないようで、ラクシャルを伴ともなって客間に引き取らせたが、タマラとキア、そしてジェナは俺とともに玉座の間に向かった。

　玉座に腰を下ろした俺は、その場に揃そろったガスパーや城の重臣たちに向けて、事のあらましを説明した。

　服を着せてやったジェナを皆の前に突き出し、原因についても話しておく。

「そうですか……この者が、我らを苦しめた元凶だったのですか」

　ジェナを睨むガスパーの目は、当然ながら怒りに燃えていた。

　その隣で聞いていたシンファもまた、握り拳をわなわなと震わせて吼ほえる。

「ヴァイン！　この魔族の処遇は我らに任せてもらえないか。この者のやったことは、国家の安あん寧ねいを揺るがす最悪の暴挙。極きよつ刑けいに処すしかあるまい！」

「こらシンファ、ヴァイン陛下にそのような口を……」

　ガスパーはシンファをたしなめようとしたが、言葉遣いについては今更なので、俺は構わないと手で制した。

　他の重臣たちからも次々に、ジェナの処刑を求める声があがる。

　俺はひとまず黙ってジェナの反応を待ったが、ジェナは彼らの喚わめき声ごえを小鳥のさえずりか何かのように無関心に聞き流し、俺の方を見た。

「ねえ、あなた……ヴァインって言ったわね。私、あなたの奴ど隷れいになったのよね？」

「形式上は、そうだな」

「ウフフッ……だったら、ねえ、わかるでしょう？　私、あなたのためなら、何だってしてあげるわよ？」

　ジェナは俺の足元に跪ひざまずくと、その豊満な胸をこちらの脛すねに押し当て、たっぷりとした柔やわらかい感触を伝えるように這はい上あがりながら、上うわ目め遣づかいで俺を見つめる。

「見た感じ、あなたは話がわかるタイプみたいだし……ウフフッ。たくさんいい思いをさせてあげるから……ねえ、許してよお」

「ヴァインくん！　簡単に許しちゃダメだよ、もっと反省させないと……！」

「ジェナに騙されちゃダメ、ヴァイン」

　タマラとキアが声を荒らげる中、俺はジェナを見下ろして答える。

「何でもする、か。そいつはいいな……気が変わった」

「フフッ、嬉しいわ。他の子じゃ味わえないような、極上の快楽をあなたに……って、えっ？　ちょっ、何っ……!?」

　俺はジェナの襟えり首くびを摑むと、シンファの足元めがけて無造作に投げつけた。

「ぎゃう!?　痛いたた……っ、何するのよ!?」

「打ち首にしていいぞ、シンファ。民衆も溜りゆう飲いんが下がるだろう」

「……へっ？」

　ジェナは尻しり餅もちをついて痛がっていたが、俺の言葉を聞くと、その痛みも瞬時に忘れた様子で目を点にした。

　俺は玉座に頰ほお杖づえをついて、淡々とジェナに告げる。

「素す直なおに反省するなら処遇を考えてもよかったんだが、こいつはダメだな。今のうちに息の根を止めておいた方が、後の世のためだ」

「い、息の根って……待ってよ!?　あなたを殺そうとしたのは同じなのに、キアが許されて、どうして私が許されないわけ!?」

「そのキアに暗殺を命じたのはお前だろうが。どの口がほざくんだ？」

　いっそ清すが々すがしいほどの自己保身ぶりに呆れつつ、俺は続けた。

「俺に正義感はないし、嫌いな奴を野放しにするほど寛容でもない。ジェナ、お前はキアを脅おどし、ゼルスを傷つけ、反省の色もない状態だ。許す理由がないな」

「そ、そんな……待って、悪かったわ！　反省するから！」

「ダメだ、許さん。ゲームで俺が一番嫌いなのは、過剰な聖人プレイを強要される展開なんだよ。命乞いする悪党を見逃すように強制されたり、非道を働いた村人に対して何も報復できなかったり……」

「何言ってるのかわからないんだけど!?」

　全力でしかめっ面を作りながら、ジェナはなおも食い下がってくる。

「お願い、いいでしょう？　あなたの望むこと、何でもするわ。だから、ねえ？」

「じゃあ処刑されてこいよ。何でもするんだろ？」

「助けてくれって言ってるのよ!!　……ひっ!?」

　むんず、とジェナの背後に立って襟首を摑む者がいた。

　いつも通り、真しん摯しな目をしたシンファだった。

「ヴァイン、我らへの配慮に礼を言うぞ。この者は、責任持って我が直じき々じきに処刑するとしよう。場所は広場がいいな！　行くぞ！」

「ひいいいいっ!?　う、噓うそっ、待って、待ってええっ!!」

　泣き叫びながら、シンファの剛腕に引きずられていくジェナ。

　ジェナにとって幸いなことにと言うべきか、周りにいた重臣たちが一斉にシンファを止めに入ったおかげで、その足はすぐに止まった。

　しかし他の者も処刑を止める気はなく、第一王女であるシンファが直接手を下すことに反対するだけだった。それを聞いたジェナの顔はますます蒼くなる。

「いやああぁっ！　ヴァイン、お願い、許して！　本当に……本当に、私にできることなら何でもするから、心を入れ替えるからぁっ！」

　恥も外がい聞ぶんもなく泣き喚くジェナの様子に、タマラとキアが俺の方を見る。

「えっと、ヴァインくん……ああ言ってるし……」

「群れのみんなは正気に戻ったし、キアはどっちでもいい。ヴァインが決めて」

　ふたりの言葉に、俺は少し考えてから、ジェナを呼び戻した。

　シンファの迷いのなさに怯えたのだろう。ジェナは奥歯をガチガチと打ち鳴らし、その顔に恐怖を貼りつけていた。

「ヴァ、ヴァイン……許して……」

「お前には訊くことがある。一度だけチャンスをやるから、正直に話せ」

　ぶんぶんと、首がもげそうなほど激しく頷くジェナに、俺は質問を投げかける。

「魔王リジールのことだ。お前はそいつの部下だったって言ったな？　リジールについて、知ってることを全部話せ」

「リジールのこと？　構わないけど……全部ったって、何から話せば……」

「なら俺が質問するから、答えろ。リジールは可愛いのか？」

「……は？」

　ジェナはまたしても顔をしかめたが、俺は大おお真ま面じ目めに繰り返す。

「可愛いのか、と訊いてるんだ。ゼルスに似たタイプか？　それともセクシー系か？」

「ええっと……質問の意味が理解できないわ……」

「胸はどのくらいある？　髪の色は？　お前が思うチャームポイントはどこだ？」

　一気にまくしたてる俺を、タマラがぐいっと横から押しのけた。

「もうっ！　そんなのより先に訊くことがあるでしょ！」

「俺は大真面目だぞ。今後のモチベーションにかかわる大事な問題だ」

「もっと大事な問題があるから言ってるの！　その魔王リジールが、この大陸に侵攻するため近づいてるんだって話、詳くわしく訊いた方がいいよ」

　侵攻、という言葉がタマラの口を突いて出た瞬間、周囲でどよめきが起こった。

　途端にタマラは慌あわてふためき、両手を胸の前で振って弁解する。

「あわわ、ち、違うんです！　しんこう……そう、魔王が親交を深めにやってくるってお話で！　決して皆さんがパニックになるようなことじゃないですから！」

「そんな魔王いねえだろ」

　もし本当にそうだったら、別の意味でパニックになりそうな気がする。

　時間の無駄だと判断したのか、ジェナは自ら口を開いた。

「どうも要領を得ないから、やっぱり私が話すわ。まずリジールが来る時期だけど、正直私にもわからない……いつ現れてもおかしくはないわ。そしてリジールは強い。実力的には、ゼルスちゃんよりも遙かに上の存在よ」

「……それが本当なら、相当な緊急事態だな」

　かつてのゼルスを凌りよう駕がする力を持つ魔王が、すぐ近くまで接近しているかもしれない──かなり衝撃的な情報だ。

「リジールはどうやって海を渡ってくる？　船でも使ってるのか？」

「違うわ、要よう塞さいよ。リジールは『ヴィクトル』という名の海上要塞を持っていて、それに乗って移動している。大きさは、そうね……小さな島くらいはあるかしら」

「……戦せん艦かんみたいなもんか？　いや、もっとデカいかもな……」

　次々とジェナの口から明かされる事実に、周囲のざわめく声が大きくなる。外野のいないところで訊くべきだったか、と少し後悔した。

　だが、そんな俺の後悔を吹き飛ばすように、ガスパーが声を張り上げた。

「うろたえるな！　我々にはヴァイン陛下がついていてくださるのだ！」

　先王の一いつ喝かつで、周囲の視線が俺に集中する。

　それだけでも居心地が悪いのに、ガスパーは仰ぎよう々ぎようしく俺の前に膝をついてみせた。

「ヴァイン陛下。今回の異変を解決してくださった事実ひとつとっても、もはやこの国に、あなたを王と認めぬ者はおりません。魔王との戦いに必要とあらば、何なりと我が国の兵力をお使いください」

「俺をアテにするなよ。面倒くさい」

　苦々しさを露あらわに、俺は純度一○○パーセントの本音をぶつけてやった。

　俺は根無し草のようにテキトーで自由で欲望まみれの生活がしたいだけなのに、国の守り神のように扱われたのでは不本意だ。

　ハッキリ言ってやれば懲こりるだろうと思ったのだが、それどころかガスパーは陽気に笑って、俺の吐いた毒をかわした。

「はっはっは。そうですな、ご恩に報むくいるのが先でした。今日は宴うたげを開くといたしましょう。農作も明日から再開できますし、めでたい日は祝わなくては」

「そうですね、父上！　宴の準備を進めましょう！」

　シンファも賛同し、ガスパーとそれぞれ朗ほがらかに笑い出す。

　こういう、揃って変に調子のいいところを見ると、こいつらは紛れもなく実の親子なのだと実感させられる。

　はたと何かに気づいたように、シンファが目を丸くして俺の方を見た。

「ところでヴァイン、我が終生の宿敵ラクシャルはどうしたのだ？　ラクシャルが君のそばを離れるなど、よほどのことだと思うのだが」

「……ああ、まあな」

　意外と的確なことを言う奴だな、と思いながら俺は曖あい昧まいに答えた。

　正確には、ラクシャルよりもゼルスの方に『よほどのこと』があったのだが……今のあいつには何か、気晴らしが必要かもしれない。

　俺は、ジェナの処分については一旦投獄までにとどめ、異変解決を祝う宴を開いてもらえるよう、ガスパーに頼んだ。

　ゼルスにとっての気分転換になればいいんだが……。




　その晩は、城のホールで盛大な宴が催もよおされた。

　当然ながら俺は宴の主役として扱われたのだが、乾杯の音おん頭どだの挨あい拶さつだのといった煩わずらわしいことは全部ガスパーに押しつけた。

　人前で喋しやべるのも目立つのも嫌だったからそうしたのだが、宴に参加した臣下たちは、俺のことを『功に驕おごらない謙けん虚きよな王』だと評価したようだった。

「ラクシャル相手ならもう慣れたが、必要以上に持ち上げられるのも、あんまり気分のいいもんじゃないな」

　辟へき易えきした俺がそう漏らすと、ガスパーは朗らかに笑い飛ばす。

「こんなものではありませんぞ。今はまだ雪解けを待つことになりますが、いずれ国内の貴族たちが事情を知れば、陛下のもとへご挨拶に馳はせ参さんじることでしょう。しばらくはご多忙な日々が続くと思っていただかねば」

「マジか」

　何やら、急激に面倒くさい話になってきた。

　もしも俺が安定を望み、ノースモア王国に骨を埋めるつもりなら、このまま人脈を作り、地盤を固めていくのは正しい選択だろう。

　しかし、その選択は逆に、王の立場に縛られることも意味する。義務や責任といった言葉が大嫌いな俺にとっては、到底我慢できるものではないだろう。

「やめちまうか、王様」

「ははは、ご冗談を。…………え？　もしかして本気でおっしゃったのですか？」

　ガスパーは一旦笑って流そうとしたが、以前ゼルスが言っていたことを思い出したのか、目を丸くして俺を見た。

「そのうち飽きて王位を返還なさるだろう、と……あれは本当だったのですか？」

「人を飽き性みたいに言うな。面倒になったのは確かたが」

　俺が本音を漏もらすと、ガスパーは眉み間けんに皺しわを寄せて、難しい顔を作った。

「……真剣なお話があります、ヴァイン陛下。此こ度たびの事件、あなたがいなければ解決できなかったでしょう。どのような待遇でもいたしますゆえ、どうか今後も、ノースモア王国に残ってはいただけませんか」

「気持ちは嬉しいが、やめといた方がいいぞ。この先、もっと面倒なことになるのは目に見えてるしな」

「面倒なこと、ですか？　いえ、決してそのような……」

「とぼけるなよ。お前が気づかないわけないだろう。俺はゼルスと繋がってんだぞ」

　指摘すると、ガスパーは顔色こそ変えなかったものの、何かを悟ったように黙り込んだ。

「……ヴァイン陛下の方こそ、お気づきでしたか」

「そりゃ、ちょっと考えりゃわかる。俺がこの街で歓迎されたのは、非常事態に対処する力があったからだ。事が片付きゃ邪魔者になるし、まして魔帝と繋がりがあるわけだからな。反発は必至だろ」

「それは……しかし、そのようにご自身を卑ひ下げなさらずとも」

「別に卑下しちゃいない。俺は俺で、好きにやらせてもらったしな。面倒くさいことはお前に丸投げして、とっとと去りたいだけだ」

　きっぱり言い放つと、ガスパーも俺の言葉に噓がないことを理解したようで、痩そう身しんを揺らして小さな笑い声を漏らした。

「あなたは変わった人だ……ヴァイン陛下。仮にあなたがこの国を去ったとしても、わしはあなたのことを友と呼ばせていただきたい。構いませんかな？」

　真剣な目で俺に申し出るガスパー。

　色々と世話になった身だし、もちろん俺としても断る理由などないのだが、素直に応じるのもむずがゆくて、つい憎まれ口を利いてしまう。

「生まれて初めての男友達が、こんな老い先短いジイさんとはな……」

「はっはっは、ご冗談を。わしはまだまだ元気ですよ。孫の顔を見るまでは死ねませんとも」

「意外だな。シンファを嫁とつがせる気があったのか」

「婿むこを取るかもしれませんな。わしが認めるほどの相手が見つかれば、ですが」

「親バカがよく言うよ。現れるのはいつになるやら」

「既に居ますとも。少なくともひとり、わしの目の前に……いえ、これは言っても詮せん無なき話でしたな。お忘れください」

　言いかけた言葉を取り下げると、ガスパーは白い歯を見せてニカッと笑った。

　自然と、俺も頰が緩んでしまう。

　何だかんだ言いつつ、俺も、このジイさんを結構気に入っているみたいだ。

「ヴァイン、お話終わった？」

　不意に背後から声をかけられ、振り向くと、キアが立っていた。

　雪山に行った時と同じ、水着姿のままだ。

「お前……一応パーティーなんだから、もうちょっと良い服着てこいよ」

「そんなの聞いてない。キア、さっきまで山に行ってたし」

　翼をぱたぱたと揺らしてから、キアは俺の方に向き直る。

　言われてみればそうだった。キアには俺から頼んでいたのだ。

「お前の仲間たちの様子、どうだった？」

　王宮で宴の準備をしている間、キアには一度雪山へ戻ってもらい、ロック鳥たちの様子を見てくるように言ってあった。

　それから今まで姿が見えなかったので、たぶん、ついさっき戻ってきたんだろう。

　キアは表情こそあまり動かさなかったが、瞳の輝きを増してコクコクとしきりに頷いてきた。

「みんな、ほとんど無傷。ゼルス様とヴァインのおかげ」

「俺もか？　ゼルスが拘束に徹したおかげだろ」

「みんなが無事だったのはゼルス様のおかげだけど、正気に戻れたのはヴァインのおかげ。ジェナを倒したのはヴァインだから」

　俺の顔をじっと覗きこんで、キアはもう一度、小さく頷く。

「キア、群れのみんなと話してきた。これからもヴァインとずっと一緒にいるよ」

「……そうか。そいつは嬉しいな」

　俺はキアの心境について深くは訊かず、代わりに率直な気持ちを告げた。

　ゼルスの時と同様、一緒に来たいというなら歓迎するし、自分の居場所に残りたいというなら無理強いはしないつもりだった。

「キア、ヴァインに感謝してる。したくなったら、いつでも交尾していいよ」

「……お前、タマラに注意されたこと忘れてるだろ」

　人前でそういうことを言うな、と言われただろうに。

　呆れていると、キアの後ろから以前注意した本人が姿を見せた。

「そうだよ、キアちゃん！　断じて言うなとまでは言わないけど……せめて場所をわきまえて言わなくちゃダメ」

「って、おい……タマラ。その格好は場所をわきまえてんのか？」

　水着のキアを見た時以上に、俺は強烈な違和感を覚えて顔をしかめた。

「あっ……このドレスどうかな、ヴァインくん。似合ってる？　あたしのサイズがなくて、仕立て直しに時間かかっちゃったんだけど……」

　タマラは、青が基調の上品なドレスを身に纏まとっていた。それ自体は何もおかしくないのだが、その上にいつものマントを装備している。

「ドレスはいいとして、なんでマントまで着けてきた。脱いでこい」

「う……だ、だって、キアちゃんが着けててほしいって言うんだもん……」

　タマラ自身も気恥ずかしかったようで、頰を赤らめて答える。そのすぐ後ろで、キアがやたらと満足げな顔で頷いていた。

　翼を持つキアが、タマラのマントに親近感を覚えているのは知っていたが、さすがにパーティーでこれは悪目立ちしすぎる。

「あのなあ、キア……」

　俺が言いかけた瞬間、視界の外で、ガチャガチャと金属の擦れ合う音がした。

　まさか、と思いながらも俺は音のした方に目を向ける。

「挨拶が遅れてすまない、ヴァイン！　今日は何も気にせず楽しんでくれ！」

「シンファ……まず、お前の格好が気になるんだが」

　いつもと全く変わりない甲かつ冑ちゆう姿すがたで現れたシンファを見やり、俺は頭を抱えた。

「相応ふさわしい格好ってもんがあるだろう。脱いでこい」

「鎧を脱げだと？　公衆の面前で、我に肌着姿になれというのか!?」

「ドレス着てこいっつってんだよ。なんで姫様が甲冑着てパーティーに参加してんだ」

「この鎧が我にとっての正装だからだ。父上も認めてくださっているぞ？」

　シンファが軽く手を挙げると、ガスパーはデレデレの笑顔を浮かべる。

　……この様子じゃ、当分婿は来ねえな。

「トイレ行ってくる……」

　ツッコミに疲れて、俺はそう言い残すと席を立った。




　宴が行われている広間を出て、迷路のように入り組んだ廊下を歩く。

　そのまま部屋に帰ってもよかったのだが、あの場に顔を見せなかったラクシャルとゼルスのことが気がかりで、客室に向かうことにした。

　その途上、ばったりとラクシャルに出くわした。

「あっ……ヴァイン様」

　ラクシャルは赤いカクテルドレスの裾すそを摘つまんで、可愛らしくこちらに一礼する。

　控えめなデザインのドレスが、かえってラクシャルのスタイルの良さを引き立てている印象だ。おそらく、宴席に来ていたら周囲の目を独占していただろう。

「入れ違いにならなくてよかった。そのドレス、似合ってるぞ」

「ふふっ。ありがとうございます」

　微笑んで礼を言うラクシャル。

　……一見まともなようだが、受け答えがあっさりしすぎている。いつものラクシャルなら、俺に褒められただけで大げさな喜びの言葉を述べるはずだ。

「ゼルスの奴、まだ落ち込んでるんだな。それでお前も元気がないわけか」

　俺が推論を口にすると、ラクシャルは、自分では隠せているつもりでいたのか、驚いた顔をした。

「ヴァイン様……さすがです。そこまでお見通しでしたか」

「お前がわかりやすすぎるんだよ」

　慣れない強がりをしていたラクシャルを慰なぐさめるつもりで、くしゃくしゃと頭を撫でてやると、その表情が悲しげな微笑みへと変わった。

「……ヴァイン様、このことを見越してこちらに来られたのですか？」

「まあ、な」

　タマラと同じく、ラクシャルもドレスに着替えてくるため出席が遅れたようだが、低身長で巨乳という体型ゆえに仕立て直しが必要だったタマラと違い、ラクシャルには合うドレスが最初からあったはずだ。

　普段なら急いで俺にドレスを見せに来るはずのラクシャルが、これほど遅くなる理由は、ゼルスのことくらいしか考えられない。

「一緒にいないってことは、ダメだったのか」

「はい……ゼルス様は、今は放っておいてほしいと……私も、粘り強く説得したのですが、聞き入れていただけなくて……」

　そう答えるラクシャルの顔も、どことなく憔しよう悴すいして見える。他ひ人と事ごとでは済ませられないほど、ゼルスを心配しているのだろう。

　労ねぎらうつもりで、俺はもう一度、ラクシャルの頭を撫で回した。

「よく頑張ったな。あとは俺に任せろ」

　優しく声をかけると、今度は安あん堵どの微笑みが浮かんだ。

「……ヴァイン様は、私に愛を教えてくださいました。今度はゼルス様にも……よろしくお願いします」

「ああ」

　とは言ったものの、俺も決してできた人間ではない。

　できるだけやってみる、というくらいが正直なところだったが、ラクシャルを不安にさせないよう、短く答えてその場を後にした。




　ゼルスが寝泊まりしている客室の前に立ち、ドアノブをひねる。

　部屋の中は真っ暗で、廊下から漏れこむ明かりでようやく、ダブルベッドの上でシーツをかぶった人間大の膨らみが判別できるほどだった。

「……余よは宴になど行かぬ。ラクシャルひとりで行くがよい」

　ベッドの膨らみが、くぐもった声で言う。

「ラクシャルじゃねえよ。俺だ」

「っ!?　ヴァイン……!?」

　来客の思い違いに気づくと、ゼルスはシーツを跳はねのけて飛び起きた。

　ばつの悪さを隠すように目を伏せ、唇を尖とがらせる。

「……何の用じゃ。貴様も余を呼びにきたのか？」

「別に、無理して来いとは言わねえよ。ただ、お前がいつまでもヘタレたまんまだと、ラクシャルが気に病むからな」

「…………」

　黙り込んだゼルスから一旦目を離して、俺は部屋のランプに火を灯ともした。

　光の下で改めて見ると、ゼルスの目元は赤く腫はれており、瞳は涙で潤うるんでいる。今の今まで泣いていたようだ。

「笑いたければ笑うがいい。余をこき下ろしに来たのじゃろう？」

「笑う？　なんで俺がお前を笑うんだよ」

「皆まで言わずともわかるじゃろうが！　余は……今の余は、弱者に過ぎぬ。自分の力だけでは配下を守れず、ジェナに敗れた。惨みじめな敗者じゃ……」

「敗者ってことはないだろ」

　反論する俺を、ゼルスは泣き腫らした目でキッと睨みつける。

「下手な慰めをするな。余が敗れたことは自分自身が一番よく理解しておる」

「でも、操られたロック鳥たちが無事で済んだのはお前のおかげだ」

「……それは、ヴァインの働きじゃろう」

「まさか。もし俺ひとりで行ってたら、もっと乱暴にカタをつけてただろうさ。お前が魔帝の意地を貫き通したから、みんな無傷で戻ってきたんだ」

　俺はゼルスのように糸を出すことはできないし、手加減も苦手だ。

　降りかかる火の粉を払おうとすれば、ロック鳥たちに大怪我を負わせていた確率はかなり高いだろう。

「キアも感謝してたぞ。俺だけじゃなく、ゼルスがいてくれたからだって」

「……いや、結果が全てじゃ。余は敗れた」

　頑かたくなに首を横に振って、ゼルスは否定する。

「貴様に力を吸われていたせいもある。じゃが、それももとを正せば、余が貴様に敗れたことが原因……言い訳にはならん。全ては余の弱さが招いた結果じゃ」

「それは違う」

　俺はベッドの端に腰を下ろし、ゼルスに近づく。

「問題は、お前が自分ひとりで抱えすぎなことなんだよ」

「……余が、抱えすぎ？」

「これもキアに聞いたんだが、お前、魔帝になるまでラクシャルと二人三脚でやってきたんだろう？　そこに俺が現れて、横からラクシャルをかっさらっていった」

「ふん……ああ、そうじゃな。じゃが、それはラクシャル自身が決めたこと。この先、余は自分だけの力で魔帝の務めを全うしてゆかねば──」

　俺はゼルスの肩に手を置き、強引にこちらを向かせた。




「違うっつってんだろ。俺を頼れよ」




「……な、に？」

　普段から大きなゼルスの瞳が、驚きでいっそう大きく見開かれる。

　揺れる視線を俺はまっすぐに見つめ返し、続けた。

「お前ひとりで意地を貫こうとして、最後までできなかったんだろ。でも、その意地のおかげで助かった奴がいる。お前は本当に立派だったよ」

「じゃが……結果的には、余の力では……」

「だから、その先は俺を頼れって言ってんだ。ラクシャルだけじゃなくて、お前も俺のものだってこと、忘れてないか？　お前ひとりで全部背負い込む必要なんて、どこにもないんだよ」

「……っ」

　ゼルスが声を詰まらせ、何かを堪こらえるように唇を嚙んだ。

　俺はその顔から決して目をそらすことなく、続ける。

「お前がラクシャルともども家族を喪うしなって、ふたりだけで他の誰にも頼らずやってきたことも聞いた」

「そうじゃ、余は、誰にも頼らずにやっていくしか……」

「頼らないんじゃなくて、今まで誰にも頼れなかったんだろ？」

　幼くして家族を喪い、魔帝の座に就くまで己を鍛え、戦いに明け暮れた日々。

　その苦労と重責は計り知れないものだろうし、頂点に君臨するのならなおのこと、心を許せるラクシャルを除いて、誰にも甘えることはできなかったはずだ。

「……ふんっ。そう言って、弱った心につけ込む気なのじゃろう？」

「別にそんなつもりはねえよ。望むなら、お前から奪った力を返したっていいしな」

「な……なにっ？」

　予想外の言葉だったようで、ゼルスは声を上ずらせて驚く。

　別に駆け引きをしているわけではなく、正直な考えだ。

　タマラ、キア、ジェナと立て続けに力を吸収した今の俺なら、ゼルスの力を返してもそれほど深刻な弱体化はしないだろう。

「……力を返す代わりに、余にいやらしいことを強制する気か？」

「どれだけ俺のこと信用してないんだ、お前は」

　もっとも、今までの自分の所業を顧かえりみると、自業自得な気はするが。

「そんなつもりはねえよ。今回の件でわかったが、お前がひとりで戦い続けるつもりなら、力を返す必要がある。そうしないと危なっかしいからな」

「……本気か？　奪った力を……余に、戻すというのか？」

「元々、お前自身それを望んでただろうが。ジェナと戦う前にやっておくべきだったかもしれんが……そんなに疑うなら、すぐ戻してやるよ。ほら」

　半信半疑のゼルスに向かって、俺は手を伸ばし──。

「待てっ！」

　触れる寸前、ゼルス自身の手で、その手首を摑まれた。

　俺を見上げる瞳が、不安にも戸惑いにも似た感情に揺れている。

「……どうしたんだ？」

　ゼルスが何も言わないので、俺の方から訊ねた。

　やがて、ぼそりと小さな声で、ゼルスが呟く。

「……卑ひ怯きよう者もの」

「は？」

「貴様は卑怯者じゃ。なぜ、余の弱い部分を知っておる？　なぜ、頼れなどと……余が言われたかった言葉を知っておる？」

　ゼルスは手を離すと、俺の胸に飛び込み、服の裾を摑んですがりついてきた。

　怒りにも似た激しい感情を宿す瞳が、至近距離から俺を見上げる。

「余は、誰よりも強かった。……強くあらねばならなかった。争う者、寝首をかこうとする者、余に取り入って利を得ようとする者……周りは敵ばかりじゃった。誰かに頼ることなど、できるわけがないではないか……！」

「……だろうな。でも、本当はどうしたかったんだ？」

　服の裾を摑んでいたゼルスの手から、すっと力が抜ける。

「魔帝となってしばらく経ってから……ふと、都合のいい夢を見ることがあった」

「……どんな夢だ？」

「ふっ……笑うがいい。余よりも強く、余の心を理解してくれる者が現れて、そこから先はラクシャルと三人で魔帝軍を束ねてゆく……ラクシャルに言えず抱えていた弱音も、その者には簡単に見透かされてしまう」

　自じ嘲ちようするように切なげな声で、ゼルスは続ける。

「支え合いながら心を惹ひかれ、余は、その者と結ばれるのじゃ。……どうじゃ？　まるで夢見る乙女のような、馬鹿馬鹿しく好都合な夢じゃろう」

「……馬鹿馬鹿しくなんてねえよ」

　小さな肩に腕を回し、抱きしめてやる。

　ゼルスの瞳に滲にじんだ涙が、ひとすじ、頰を伝い落ちた。

「その夢、俺が叶えてもいいのか？」

「……貴様のような節操無しではなかったわ。夢に見たのは、もっと優しくて、清廉な男で……しかし……しかし、な」

　微笑みを浮かべて、ゼルスは俺の首に腕を回してくる。

　その小さな唇が、俺の唇に重なった。

「……夢は、こんなにも温かくはなかったぞ」

　吐息のかかる距離で俺の瞳を見つめたゼルスは、晴れやかな笑みを浮かべていた。




　ランプの灯りに照らされた部屋で、俺はベッドの端に腰かけ、背中越しに衣きぬ擦ずれの音を聞いていた。

　今、俺の後ろでゼルスが服を脱いでいる。

　そう思うとすぐにでも振り返りたい衝動が湧きあがったが、さすがに殴られそうなので、そこはぐっとこらえた。

「ゼルス。本当にいいんだな？」

　間が持たず、確認の言葉を放つと、衣擦れの音が止まった。
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「……貴様に借りを作る気はない。余の純潔を捧ささげる……それでは、不満か？」

「不満はないけどな。別に、無理やりが好きな性分じゃないし、嫌々やるくらいなら、無理をしなくったって──あいてっ」

　投げつけられた枕が、後頭部に直撃した。

「いいから抱けと言っておるじゃろうが！　何度も言わせるな！」

「……悪かったよ」

　俺が謝ると、再び、衣擦れの音が聞こえ始めた。

　恥をかかせるつもりはなかったのだが、ハッキリ言わせすぎた。少し申し訳ない気持ちになる。

「……よ、よいぞ」

　ほどなく、硬い声が耳に届いた。

　振り返ると、ゼルスはシーツで自らの裸身をくるむように隠していた。

　小柄でなだらかなボディラインが、シーツ越しにもよくわかる。

「今更、俺の前で隠すこともないだろうに……」

「う、うるさい！　つべこべ言わずに、貴様もさっさと脱がぬか！」

「俺ならもう脱いでるって」

　ベッドに上がって膝立ちになると、股間の一点を凝視したゼルスが「ぴっ!?」と情けない悲鳴をあげた。

「な、なんでもう大きくなっておるんじゃ！　この変へん態たいが!!」

「すぐ後ろで脱がれてたらなぁ……いいから、こっち来い」

　真っ赤な顔で喚くゼルスを、強引に胸元に抱きしめる。

「あ、うっ」

　茹ゆで上あがったように真っ赤な顔が、戸惑いながら俺を見上げていた。

　その桜色の唇が、先ほど俺の唇と重なったことを思い出し、あることに気づく。

「……そういえば……俺がキスしたのって、ゼルスとが初めてだな」

「えっ？　……そ、そうなのか？」

　意外そうな目で見てくるゼルスに、俺は小さく頷き返す。

　ラクシャルとはもう何度も体を重ねているのに、自分でも順番がおかしいとは思うのだが、確か今までキスをしたことはなかった。

　すると、なぜかゼルスの表情が急に緩み始めた。

「そう……そうか。余も、ヴァインの初めてをもらったのか。……ん、んっ」

「おーい。やけに顔がニヤついてるけど、大丈夫か？」

「ニヤついてなどおらぬっ。……のう、ヴァイン。今度は貴様から……」

　目を閉じ、顎あごを上げてねだってくるゼルス。

　ここで意地悪をするほどには、性根は曲がっていない。

　今度はこちらから、ゼルスの唇を塞いだ。

「んっ……」

　しっとりと濡れた唇は瑞みず々みずしく、吸いつくような柔らかさを伝えてくる。

　何かの果実のようだな、と思いながら、俺は唇で挟むようにしてゼルスの唇の感触を味わい、擦り合わせていく。

（……意外と気持ちいいな、これ）

　正直、キスなんて前ぜん戯ぎどころか健全な行為のうちにしか入らないものと思っていたのだが、なぜか、思った以上に興奮を煽あおられている自分がいる。

　もっとゼルスの唇を味わってみたい。

　欲望のまま、さっきよりも強く押しつけるように唇を重ね、開いたゼルスの唇を吸い上げた。

「んにうっ……!?」

　押す動きと引っ張る動き、相反する刺激を咥こう内ないに感じたゼルスが目を丸くする。

　口の中に温かく、ほのかに甘いものが流れ込んできて、それがゼルスの唾液だと知った。自分の唾液は味がしないのに、他人のものはそうでもないようだ。

　唇を離すと、ゼルスが不安げな目で見上げてきたので、感想を述べてやる。

「……ゼルスの味、甘いな」

「いっ……言うな、愚ぐ物ぶつがッ!!　……あっ！」

　怒られるのはわかっていたので、手を出される前に、こちらが先に手を出す。

　シーツを剝はぎ取とると、シーツのそれと大差ないほど真っ白できめ細やかな肌が露わになる。違いを挙げるなら、素肌は羞しゆう恥ちに紅潮しているところだろうか。

　起伏の乏とぼしい胸に手を伸ばし、さっと軽く撫で上げてやる。

「ん、ぅぅっ……！」

　掌てのひらに慎つつましやかな弾力が伝わり、ゼルスの肩がぴくんと跳ねた。

　そのまま腰や脇腹を撫で回していくだけで、ゼルスは断続的に声を漏らし、高められていく。

「ん、ぁっ、はぁぁっ！　ヴァ、インっ、あううっ……！」

　ぎゅっと目を瞑つむり、ゼルスが全身を震わせた。

　俺の〝性技〟パラメーターが最大値まで伸びているせいで、このくらいの刺激でも、軽く達してしまうようだ。

　俺は少し考えてから、せっかくだから新しいことを試してみようと思った。

「ゼルス。こっち向け」

「う、んっ？　なんじゃ……はぷっ!?」

　新鮮な酸素を求めて荒い呼吸を繰り返していたゼルスの口に、再びキスを落とす。

　今度は咥内に舌を差し込み、歯茎をなぞるように舌先を滑らせていく。

「んんっ、んーっ！　ん、んっ……！」

　ゼルスが苦しげな声をあげるので、一瞬抗議しているのかと思ったが、その背が大きく反っているのを見るに、どうやら感じてくれているようだ。

　咥内の味をひととおり堪能すると、今度はいよいよ、舌に舌を触れ合わせる。

　震えている小さな舌を舌先でつつくと、ゼルスの体が小さく跳ねた。

「ひぅっ……！　んゃ、あふっ、んんんむっ……！」

　逃げられないようにゼルスの頭を押さえながら、ゆっくりと舌を絡めていく。

　舌の側面をこそぐようにねぶり、舌の裏側を何度も執しつ拗ように舐め上げる。

　その度ゼルスは唇の隙間から声を漏らしたが、全身から力が抜けていったせいか、暴れることはなくなっていった。

　代わりに、間近で俺を見つめる瞳は蕩とろけてしまい、唇も半開きの状態から閉じられなくなっていく。

　口づけを重ねるほどにゼルスのガードが解けていくのを感じながら、俺は舌の根まで届かせるように、舌同士を深く熱く絡みつかせた。

「んんんっ！　んんぅぅぅぅっ……!!」

　今度は目を見開いたゼルスが、ぎゅうっと腕を回して俺にしがみついてくる。

　しかしそれもほんの一瞬のことで、大きく腰を跳ねさせて果ててしまうと、むしろ完全に脱力し、俺に全体重を預けてきた。

「は……ぁ、ぅぅ……ヴァイ、ン……っ」

「……しょうがない奴だな」

　蕩け切った声で俺を呼ぶゼルスを、ベッドの上に横たえる。

　今までキスに夢中で、下の方にまで目がいかなかったが、ゼルスのその部分は、既にシーツをびしょびしょに浸すほど濡れそぼっていた。

「おい……まだロクに触ってもいないのに、これかよ」

　今日の俺は今までと違い、胸や股間などの直接的な性感帯には触れていない。

　力の抜けた体といい、さすがにキスだけでこんな状態になってしまうと、これ以上続けるのは難しいんじゃないか……そう思ったのだが。

「な……なめるな、ヴァイン。余は、魔帝ゼルスじゃぞ……っ」

　ふにゃふにゃの声でそう言い張りながら、ゼルスは自分の左右の膝に手をかけ、大きく股を開いてみせた。

　あまり発達しているように見えない、つるんとした一筋の割れ目。

　しかし、別の生き物のようにひくつくその部分から溢れる蜜みつの量を見ると、確かに男の昂たかぶりを受け入れる準備ができているように思える。

「……じゃ、試してみるか？」

　試着前の服を胸に当てるような軽さで、俺はゼルスのそこに腰を押しつける。

　ぬちゅ、と音を立てて花弁を覗かせたそこは、ゼルスの体格に比例して小さく、俺のモノとは明らかにサイズが合っていない。

　これだけ濡れていれば……と思うのだが、一方で心配もある。

　躊ちゆう躇ちよしていると、視界の外からゼルスの声が降ってきた。

「ど……どうしたのじゃ？　早はようせぬか……待たされるのもつらいのじゃぞ……」

「いや、そうなんだが……体格的にちょっと……」

「背丈のことは言うな！　つべこべ言わずに来いっ……それとも、貴様はこんな小柄な女ひとりも抱けぬ意気地なしか？」

　わざとらしい、挑発的な口調で問いかけてくるゼルス。

　その声の微かな震えから、俺の迷いを断ち切ろうとしてくれているのがわかった。

　まったく、素直じゃない奴……と思ったが、俺も人のことは言えないかもしれない。本心では感謝しつつ、表面的にはゼルスの挑発に乗ってやる。

「言ったな？　後悔するんじゃねえぞ」

「……ふん。するわけがなかろう」

　小さな声で応えたゼルスに、俺は体を密着させていく。

　俺の体を下から抱きしめながら、ゼルスは感慨深げに囁ささやいた。

「大きいな……貴様の体は」

「そうか？　魔族にはもっとデカい奴もゴロゴロいるだろ」

「感じたことはない。このようなことを気軽に許したこともないからの……貴様以外で余を抱きしめたことがあるのは、ラクシャルと肉親だけじゃ」

　肉親──今は亡き、ゼルスの家族。

　どこか切なげな声で語るゼルスに、温もりを教え込むように、華奢な体を強く抱きしめてしまいたい衝動に駆られた。

　そして、体の一番奥で繋がりたいと……その想いを込めて、腰を揺らす。

　入り口に俺のものが触れた瞬間、あっ、とゼルスが短く喘あえいだ。

「痛かったら、爪でも立てろ。声もあげていい」

　それだけ言って、俺はゆっくりと、ゼルスの中に自分自身を沈めていく。

「あ……あうっ、あぐぅうううっ……!!」

　ラクシャルやキアの時と違って、ゼルスの口から漏れ出したのは、明らかに苦痛を耐える声だった。

　それはそうだろう。ゼルスの中は、先端を咥くわえ込こんだ瞬間からぎちぎちと痛いほどの締めつけを返してきている。

　サイズが適正でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。しかし……。

「う、ぐうっ……な、にを、しておるっ……奥まで、挿れぬ、か……！」

　必死で俺にしがみつきながら、ゼルスは行為の継続を求めてくる。

　俺が感じている締めつけや、背中に突き立てられた爪の痛みなどよりも遙かに痛く、苦しい思いをしているはずなのに。

「やめたら、怒るぞ……ううっ……余は、本気で、怒るからなっ……!?」

　大粒の涙をこぼしながら、絶対にやめるなと目力で訴えてくるゼルス。

　俺は何度か深呼吸を挟んで覚悟を決めると、体重に任せて腰を突き出した。

　肉穴を力ずくで押し拡げ、ぶちっ、と何かを貫いた感触が伝わる。

「うあああああ……っ!!」

　肺から絞り出したような声をあげて、ゼルスは全身を強張らせた。

「ゼルス……!?」

　俺はとっさに、ゼルスの顔を覗き込む。

　ゼルスはまだ泣いていた。が──。

「……あ……は、っ。ぐす……っ、あたた、かい……ぞ……」

　涙を溢れさせながらも、その顔には安堵の笑みが浮かんでいた。

　自らの腹を小さくさすり、目を細めて口角を上げる。

「ここに、ヴァインを感じる……余は……ひとりでは、ないのじゃ。ふふふっ。こんなにも、安らかな気持ちになったのは、初めてじゃ……」

　ゼルスの中は相変わらず、侵入を拒むように強烈な締めつけを返してくるが、同時にじわじわと滲み出る体液が滑りを良くしてもいる。

　慣らすようにゆっくりと、俺は腰を小刻みに揺らしていった。

「あ、んっ……んぅっ♪　は、ぁっ……熱……っ」

　すると、緩やかな行為の甲か斐いあってか、ゼルスの声に甘いものが混ざり始める。

　固く侵入を拒んでいたゼルスのそこも少しずつほぐれ、俺のモノに絡みついて締め上げるような反応へと変化していく。

　接合部から溢れていた血が、次いで溢れてきた半透明の蜜に押し流される頃には、既にゼルスのそこは柔軟に拡がって、俺の欲望を受け止められるようになっていた。

「まだ痛むか？」

　確認すると、ゼルスは緩く首を横に振る。

「はぁ……っ。大丈夫、じゃ……もっと、強くして、よいぞ……んんぁっ！」

　返事を聞き終わる前に、俺は動き始めていた。

　できるだけ優しくしてやりたい気持ちはあるが、それ以上に、ゼルスの肉体を貪むさぼりたいという欲求が膨れ上がっている。

　処女の固さを解きほぐされてなお、俺のモノを全ては呑み込めない小さな孔。

　最奥を突き上げ、腹の奥まで雄の昂りを響かせるたび、ゼルスの口から漏れる声に混じる甘い吐息が濃くなっていく。

「ひぁぅっ、あんっ、あぁっ♪　ヴァ、インっ、だめじゃ、もうっ……！」

　俺の下で裸身をくねらせながら、ゼルスは自らの顔を両手で隠す。

　その反応で、絶頂が近づいており、果てる瞬間を見られたくないのだと察した。

　もちろんそんなことは許さない。

「邪魔だ。どけろ」

「ふあっ!?」

　両手を摑んでベッドに押さえつけ、ゼルスが顔を隠せないようにする。

　そのまま、速く小刻みな抽ちゆう送そうに切り替え、一気にゼルスを高みへ誘いざなってやる。

「ふぁああああっ!?　やめ、やめぬか、ぁぁっ、愚物がっ、あ、あぁああ──っ!!」

　蕩けて涙ぐんだ瞳、紅潮した顔、だらしなく開いて涎よだれをこぼした唇。

　その瞬間の表情全てを、つぶさに俺の目で観察されながら、ゼルスは果てた。

　体を弛緩させたまま、涙目でキッとこちらを睨んでくる。

「は、ぅっ……くぅ……こ、の、愚物が……っ。貴様など、嫌い、じゃ……」

「そうか。俺はゼルスのこと、好きだけどな」

「……貴様の、そういうところも、嫌いじゃ……」

　悪態をつきながらも、ゼルスはそれ以上怒る様子を見せなかった。

　俺はおもむろにゼルスの体を抱き起こし、座位に移る。

「んんっ……！」

　自重で体の奥深くまで俺の硬さを感じたのか、ゼルスが短い嬌きよう声せいをあげる。

　とん、とん、と下から揺らすように穏やかなリズムで突き上げれば、すぐに慣れた様子で、また甘い声を漏らし始めた。

「あぅっ、ん、っああ♪　ふぁ、あ、はぅぅっ……」

　座位が気に入ったのか、ゼルスは俺に抱きつき、ぷにぷにの素肌を密着させてくる。

　しかもそれだけでは足りなかったらしく、ゼルスの方から唇を重ね、舌をねじ込んで絡めてきた。

「ん、ちゅっ……ぁむ、ちゅ、ぴちゅっ……んっ♪　きらい、じゃ……ヴァインの、ことなど……ちゅぱ、んんっ……だいきらい、じゃ……っ」

　言葉と行動で矛盾した態度を取りながら、ゼルスは腰を上下に振る。

　俺もタイミングを合わせて突き上げ返すが、狭いゼルスの中で絞られ、擦られ続け、そろそろ限界が近づきつつあった。

「ゼルス……もうすぐ……っ」

「ちゅ、ふう……っ！　出すのか……？　んっ、構わぬぞ、このまま中に……っ、ん、あぁっ、んっ、くふううううっ……♪」

　こちらの絶頂が近いことを聞いて興奮が高まったのか、ゼルスは一足先に全身をびくびくと痙けい攣れんさせ、達した。

　ただでさえ狭いゼルスの中が更に収縮し、俺を同じ高みへと連れていく。

「く……っ、ゼルス……っ!!」

　ゼルスの体を強く抱きしめ、頭の中が真っ白になるような快感に身を委ねながら、俺は体の奥底から噴き上げてくる衝動を解き放った。

「──んっああああぁぁっ♪　あ、あっ、出て……おる……っ！」

　どくん、どくん、と脈動に合わせて注ぎ込まれる白濁の熱さに、ゼルスは俺にしがみつきながら身を震わせ、再び絶頂に達したようだった。

　大量に吐き出されたそれを飲み干せなかったのか、繋がった部分からこぽこぽ音を立てて、互いの混ざり合った体液が溢れ出してくる。

「ん……っ。出し過ぎ、じゃ……愚物が……」

「別にいいだろ……？　どれだけ出したって、孕はらむわけじゃないんだし……」

　高位の魔族は排卵をコントロールできる、とラクシャルから聞いている。

　ラクシャルにできることなら当然、ゼルスにもできるはずだ。

　そう思っていたのだが──次にゼルスが満面の笑みで発した言葉に、俺は絶句する。




「孕むかどうか、決めるのは余じゃ。……名前を考えておくのじゃぞ、パパ？」




　──一瞬で血の気が引いた。思わず大口を開けてゼルスを見つめ返す。

「ちょ、ちょっと待て!?　お前が決めるって……あ、そうか、排卵は自由にできるから……いやいや、だからって勝手にお前……!?」

「嫌なのか？　……そうか。貴様はこの子の父親になってはくれぬのか……」

　腹をそっと撫でながら、悲しげにうつむくゼルス。

「うっ……」

　そんな反応をされると、さすがに俺も強くは出られない。

　いくら俺が自由な生き方を好むとはいっても、妊娠させた女から逃げ出すのは真性のクズのやることだ。

　ゼルスは俺の奴隷なのだし、俺が幸せにする責任もある。

「……わかった、ゼルス。俺も男だ。覚悟を決めて、お前と腹の子を……ん？」

　ゼルスの顔を見つめながら言いかけて、俺は違和感を覚えた。

　なぜか、妙にゼルスの頰がひきつっている。笑いをこらえるかのように──。

「ぷっ。……く、ふふっ、ははははは!!　くくっ、ダメじゃ、もうこらえきれぬ……！　冗談に決まっておろうが！　貴様に断りもなくそのような真似をするものか！」

「…………」

　どうやら、俺はハメられたらしい。

　たった今まで血の気が引いていた頭に、ふつふつと熱い血が上ってくる。

「くくくっ……！　初めて貴様を手玉に取ることができたのう、ヴァイン。パパ呼ばわりされた瞬間の、貴様の顔といったら……ぷくくくっ……」

「……よし、そこに直れゼルス。今夜は優しくしてやろうと思ってたが、予定変更だ。俺が満足するまで寝かさねえからな」

　強引に押し倒しても、ゼルスは微笑みを崩さないまま囁いてきた。

「ふふっ……そう、冗談じゃ……今はな。……さあ、今夜はとことんやろうぞ。魔帝の名にかけて、貴様を満足させてやる……♪」

　早くも順応しつつあるゼルスに、俺はまた覆いかぶさっていく。

　その後は宣言通り、俺が全て出し尽くし、ゼルスが足腰立たなくなるまで楽しんだのだった。




　……ぷに、と何かに頰をつつかれる感触で、俺は目を覚ます。

　重い瞼まぶたをこじ開けると、既に朝の陽ひ射ざしが部屋を照らしていて。

　同じ布団の中、裸のゼルスが、俺の頰をつついてニヤニヤと微笑んでいた。

「おっ……目覚めおったか。そうやってずっと寝ておれば、貴様も多少は可愛げがあるというものじゃが」

「……お前に言われたかねえよ」

　手で自分の顔を軽く叩いて、眠気を覚ます。

「いつから起きてた？　……ふわ……最近は毎日ラクシャルが起こしてくれてたから、寝坊するクセがついてる。直さないとな……」

「余も、つい先ほど目覚めたばかりじゃ。それにしても……昨日はよくもやってくれたのう。余が人間なら、今日一日動けなくなっとるところじゃぞ」

　足腰立たなくなるまで交わったことを言っているらしい。

　俺も最後の方は無我夢中だったので、あまりハッキリと覚えていないが……。

「それだけお前の体が気持ちよかったってことだ。誇っていいぞ」

「くたばれ」

　昨日のムードはどこへやら、いつもの調子でゼルスは吐き捨てた。

　俺の不満を表情から察したのか、ゼルスはジト目で睨んで釘を刺してくる。

「よいか、ヴァイン。余は、ラクシャルのように貴様を甘やかすつもりはないぞ。貴様を叱る役がいなくなってしまうからの」

　昨晩、俺に好き放題甘えまくっていた奴のセリフではないような気がしたが、そこをツッコむと怒られそうなので流しておく。

「要するに、今まで通りがいいってことか？」

「そういうことじゃ……もっとも、余が貴様に甘えたい時は、遠慮なく甘えさせてもらうとするがの」

「何だそりゃ……ずるくねえか？」

「貴様が言い出したことじゃ。責任は取ってもらうぞ」

　ふふん、と得意気に笑うゼルス。

　そう言われると、俺としては返す言葉がないので、話をそらすしかない。

「……で、結局、お前に力を返すかどうかって話はどうする？」

「ああ……今は返さずともよい。貴様に預けておく」

　それは意外な返事だった。

　今の状況で、断る理由はないと思っていたんだが……。

「考えてみれば、貴様に力を奪われてからというもの、余は鍛錬を怠なまけておった。今の状態で鍛錬しておいて、いざという時には貴様から力を返してもらえば、以前より強くなれるじゃろう？」

「……なるほど。そういう考え方もあるか」

　普段から重りなどのハンディキャップを自分に課しておいて、戦闘時にはそれを外して戦う、というような鍛錬法はよく見る。少年漫画とかで。

　それで俺は納得したのだが、ゼルスは顔をそむけてぼそりと付け加えた。

「……それに、余が弱いままじゃったら、その間は貴様を頼れるからの……」

「そっちが本音かよ」

「んなっ!?　こ、こういう時は聞こえなかったフリをするのが礼儀じゃぞ、貴様！」

「どこの世界の礼儀だよ……」

　顔を真っ赤にして怒るゼルスに、だったら言わなきゃいいのに、と呆れる。

　と……その時突然、俺たちがかぶっていた布団の中から影が飛び出し、背後からゼルスの首に腕を回して──。




「ゼルス様、おめでとうございまぁ──すっ♪」




　むぎゅうううっ、と思いっきり抱きしめた。

　……言うまでもなく、ラクシャルだった。しかも、全裸の。
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「ひょわあぁっ!?　ラクシャルっ？　ど、どうしてここにおる!?」

「お二人がお目覚めになる前に起こしに来たのですが、裸で寄り添って気持ちよさそうに眠っていらしたので……邪魔にならないように、混ざってみたいと……」

「んな、なあっ!?　で、では、今の会話も聞いておったということか？」

「はい、ゼルス様！　これからはもう遠慮なく、私とヴァイン様に頼って、甘えてください！　もちろん夜も、ヴァイン様と一緒にたくさん甘やかして差し上げ──」

「あああああっ!!　言うな、言うなぁぁっ!!」

　顔を赤らめて悶えるゼルスと、それを笑顔で後ろから抱きしめるラクシャル。

「なんか楽しそうだな。俺も混ぜろ」

「こ、こらっ、そんなにくっつくでない……って!?　な、なんで朝っぱらからこんなに大きくしておるのじゃ、この変態が!!」

「ゼルス様、それは違います。男の方は朝には生理現象で……」

　賑やかになってきた俺たちのやり取りを、不意に遮るようなノックが響いた。

　返事をする間もなくドアが開けられ、タマラとキアがなだれ込んでくる。

「ヴァインくん、ここにいる!?　部屋に姿が見えなかったから……って、わあっ!?　な、なんで三人で、裸で、ベッドで……!?」

　勢いよく飛び込んできたタマラは、状況の理解が追いつかず尻餅をついてしまう。

　タマラに代わって、この状況でも動じないキアが前に出てきた。

「ヴァイン、大変。今は交尾してる場合じゃない」

「今日はまだしてねえよ。大変って、何があったんだ？」

　タマラとキアが血相を変えて飛び込んでくるほどの事件──となると、今の俺には、ひとつしか思い浮かばなかった。

　そして、その予感は的中していた。

「魔王リジールが接近してる。緊急会議を開くから、すぐに来てくれって」
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　魔王リジール接近の報を聞いた俺たちは、急ぎ、ガスパーを含む城の重臣たちが待つ玉ぎよく座ざの間に向かい、詳しい話を聞いた。

　とは言っても、誰が一番詳しい事情を知っているのかといえば、何のことはない。そもそもの情報源は、キアの目撃証言だった。

「ゆうべ、パーティーが終わってから、念のため海の辺りを見回ってた。魔王リジールはすぐ近くまで来てるって、ジェナが言ってたから」

「それで、見つけたのか？」

　俺が訊ねると、キアはハッキリと頷いた。

「海の上を動く島。その上にそびえ立つ城……間違いない。それに、キアが近づいたら知らない魔族がやってきて、攻撃された」

「なに？　怪我はしてないだろうな？」

「すぐ逃げてきたから平気。……でも、かなり近くまで来てた。もしかしたら今日のお昼くらいには、ノースモアに上陸してくるかもしれない」

　キアの予測に、城の重臣たちがどよめく。

　その動揺を視線で制し、俺に判断を仰いできたのは、やはりガスパーだった。

「ヴァイン陛下。我が国には充分な戦力があります……が、まだ吹雪が止んだばかりで除雪作業が済んでおらず、進軍には時間がかかる状況です」

「そうだな。仮に上陸されたとして、進軍に苦労するのは魔族側も同じだと思うが……寒さに耐性のある魔族たちと、根こん競くらべをするのは無謀だろう」

　俺は玉座の脇に無造作に置いてあった王冠を手にすると、ガスパーに近づき、その頭に乗せてやった。

「俺が出る。俺の身に何かあったら、後はお前らで何とかしろ」

「……ヴァイン陛下……！」

「王冠を返した意味はわかるだろ？　俺はもう『陛下』じゃねえ」

　ガスパーたちの間をすり抜け、俺は廊下に続く扉へと向かう。その後を、ラクシャルたちが追いかけてくる。

　俺が玉座の間を去る直前、重臣たちの涙ぐむ声が聞こえた。

「英雄だ……あの方は、国王でなくとも英雄だ……！」

「我らは歴史の生き証人として、語り継ごうではないか。ノースモア王国を救うため、若き命を散らした英雄たちがいたことを……！」

　どこか自じ己こ陶とう酔すいにも似たようなその声に背を向け、廊下を歩く俺の足は自然と早歩きになった。

「俺のこと勝手に殺す気でいやがるな、あいつら……」

「し、仕方ないよ……ジェナの情報だと、魔王リジールはゼルスちゃんよりずっと強いって噂されてるくらいだし」

　タマラがあまりフォローになっていないフォローを入れる。

　別に、死んでほしいとか思われているわけではないのはわかるが、それでもあまり気分はよくない。

「まあいい。俺だって、国のために頑張るわけじゃないしな」

　俺の目的はただひとつ。魔王リジールそのものだ。

　おそらく、敵はこのゲーム〝クロスアウト・セイバー〟でも有数のボスクラス。

　ということは絶世の美女か、はたまた愛くるしい美少女か。

　なぜかジェナはその辺りの情報を話してくれなかったが、いずれにしても、俺の手で魔王リジールはテイムしなくてはならない。

「貴様の張り切る理由はおおむね見当がつくが……乗り込む気か？」

「それがいいだろうな。待つのは性に合わない」

　ゼルスの問いに短く答えて、俺は戦いの準備を始めようと思った。

　今回は今までにない激闘になるかもしれない。念のため、装備を確認しておこう。

　以前ノワゼットの研究所から回収した剣を取り出してみる。

「あ。その剣は……」

　剣を見た瞬間、タマラがビクリと怯おびえたように震えた。

　この剣を回収する時にはひと波乱あり、タマラは呪いで我を失ってしまった。

　既に呪いは解けたので害はないが、あの時のことを思い出して怯えるのは仕方ない。

「今回は万全の装備で行く。他に何か使えそうなものはあったかな……」

　言いながら、呪い、という言葉でひとつ思い出した。

　ジェナが今回の異常気象を引き起こすために使用した、魔力の結晶、魔ま幻げん石せき。

「ゼルス。お前、呪いには詳しかったよな？　この石、呪われてないか見てくれよ」

「何じゃ？　……これは、魔幻石!?　ヴァインよ、いったいどこでこれを？」

　そういえば、魔幻石を回収した時、ゼルスとは一旦離れていたんだった。

　俺がかいつまんで説明すると、ゼルスは得心がいった様子で頷く。

「なるほど、これが呪いの中枢か。じゃが、見たところ、この魔幻石自体には何の呪いもかかってはおらんぞ。心配は無用じゃ」

「わかった、ひとまず安心した。で、次に聞きたいんだが、この石を持ってれば俺の魔力がアップするとか、そういう効果はないか？」

　俺は期待を込めて訊ねたが、ゼルスはあからさまに眉をひそめた。

「魔幻石に秘められた魔力は膨大じゃが、それを引き出すには色々な道具や呪法が必要となる。装備するだけでも多少は恩恵が得られるじゃろうが、雀すずめの涙じゃな」

「ないよりマシってレベルか……まあ、使えるもんは使っておこう。何かヒモでも通して、この魔幻石を装備したいが……」

　言いかけると、ラクシャルが「はいっ」と元気よく挙手した。

「それなら私にお任せください！　こんなこともあろうかと、最近は常に麻あさ紐ひもを携帯していますので！」

「ああ、じゃあ頼む。……でも、なんで紐なんか持ち歩いてんだ？」

「ヴァイン様が私を縛りたくなった時のためです。男女の交わりにはそのような嗜し好こうもあるのだと、城のメイドさんから聞きましたので……はい、できました！」

　俺が預けた石を、ラクシャルは笑顔で答えながら、手際よく縛しばり上あげて吊るした。

　その結び方は、どう見ても亀きつ甲こう縛りのそれであった。

「…………よし。行くか」

　俺は心を無にして、亀甲縛りにされた魔幻石のペンダントを首から下げた。

　一気に緊張感を削がれ、もうこのまま突撃してしまおう、と投げやりな気分にすらなっていた。




　城の外で人化を解いたキアの背に乗り、俺たちは西へ飛んだ。

　沿岸部まではかなり距離があったが、空は晴れており飛行に支障がなかったことと、キアの飛行速度のおかげで、さほどかからずに海が見えてきた。

「あれだよ、ヴァイン」

　キアが前方を示しながら言ったので、俺は目を凝らした。

　沿岸から見える水平線の上に、ぽつんと黒い点のようなものが浮かんでいる。

「肉眼で見えるほど近づいてきてるのか。こりゃ、一刻の猶ゆう予よもないな」

「……いよいよ、ですね」

　ラクシャルが呟くと、ゼルスとタマラも、キアの背に乗ったまま身構える。

　ぐんぐんと距離を詰めていけば、最初はただの黒い点に見えたものが、海上に浮かぶ小島であることがわかってくる。

　島の上部には、禍まが々まがしい様相の城が築かれており、周囲を警戒するように鳥型の魔族が飛び回っているのが見える。

「なあ、ゼルス。交渉の余地はあると思うか？」

　ジェナの話からすると可能性は低そうだが、一応、意見を訊いてみた。

　戦闘の準備こそしてきたものの、俺は別に魔族を敵視しているわけじゃない。さすがに、いきなり斬りかかる気はしなかった。

「余よはリジールの性格に関しては知らぬ。何とも言えぬな」

「ヴァイン、交渉するの？　……ゆっくり近づいてみる？」

　キアは俺の意を汲んでくれたようで、速度を緩め、鳥型の魔族に近づく。

　ロック鳥とは違い、相対した魔族は巨大なカラスのような真っ黒い怪鳥だった。

　怪鳥たちはあからさまな敵意をみなぎらせ、俺たちを取り囲む。

「待って！　キアたちは無差別な攻撃はしないよ。まずは話を──」

　キアが言い終える前に、怪鳥たちは突撃してきた。

　しかも──全員が、俺に向かって。

「【グラビティ・ボール】!!」

　俺は魔法でいくつもの重力の球を作り出し、怪鳥たちに叩きつけてピンボールのように弾き返した。

　低レベルの魔法のため、大したダメージは与えておらず、怪鳥たちは再び機会を窺うように周囲を飛び回り始める。

「どうやら、話の通じる相手ではなさそうじゃな」

「そのようですね。……ヴァイン様、ご命令を」

　再度の襲撃に備え、ゼルスは糸を出せるよう身構え、ラクシャルは剣を抜く。

　要塞を見下ろしながら、俺は命を下した。

「俺は要塞に上陸して、魔王を直接叩く。お前らは外で敵を引きつけろ。危なくなったら逃げてもいい。絶対に無理はするな」

　簡潔に命令すると、タマラが反論の声をあげた。

「ヴァインくんひとりで？　無茶だよ、そんな……！」

「心配すんな。奴ど隷れいを増やして帰ってくるから、楽しみにしてろ」

　タマラの懸け念ねんを振り切るように、俺は空中に身を躍らせた。

「【エアロ・ウィング】!!」

　いやそれ楽しみにすることじゃないから、などとタマラの声が聞こえた気がするが、無視して風の翼を纏い、急降下する。

　すると、キアたちを取り巻いていた怪鳥たちも、一斉に俺を追いかけてきた。

　眼下の要塞からは、悪魔の類たぐいなのか、黒い角と翼を持った少女のような魔族たちが飛び出してきて、手に手に槍を構えて、こちらを警戒している。

（侵入の阻止が最優先ってことか……？　なら、俺だけで相手するしかないな）

　俺はまず、要塞で待つ悪魔たちに向けて魔法を唱える。

「【イラプション】！」

　ジェナから奪った炎魔法だ。

　唱えた直後、悪魔たちの足元で爆発が巻き起こり、天高く吹き飛ばす。

　吹き飛んだ悪魔の中には、翼をはためかせて復帰を試みる者、吹き飛んだまま海に落ちる者など色々いるが、大きなダメージを負った者はほぼいないようだ。

　だが、こいつらを撒くだけならこれで充分だろう。

　次は後ろから追いかけてくる怪鳥どもだ。

「【ストーム】！」

　風魔法で、後方に向かって突風を巻き起こす。

　怪鳥たちを突風で吹き飛ばすと同時、俺自身はジェット噴射のように加速し、まだ炎が地を舐めているままの要塞に降り立つ。

　これで一時的に敵をやり過ごせたのはいいが、ラクシャルたちは大丈夫だろうか？

　突入前に様子を確かめようと、振り返って空を仰ぐ。

「タマちゃん、行くよ！」

　俺が吹き飛ばした怪鳥たちめがけ、キアが突っ込む。

　背中に仲間を乗せている状態のキアは、あまりアクロバティックな動きができないこともあって、空中戦では不利なのだが──。

「打だ打だ打だ打だ打だぁぁっ!!」

　キアの背中に乗ったまま、タマラが拳状に固めたマントの乱打を繰り出す。

　乱打の直撃を受けた怪鳥は悲鳴をあげ、海に墜落していく。

　仲間をやられたことで他の怪鳥たちが怒りを露わにするが、そいつらがキアに接近するよりも早く、その体に糸が巻きついた。

　怪鳥たちに絡みつく糸を伸ばしているのは、当然──魔帝ゼルスだ。

「【ライトニング・ボルト】!!」

　ゼルスの唱えた雷いかずち魔ま法ほうによって生み出された電流が、糸を伝って、同時に複数の怪鳥たちを襲う。

　強烈な電流を浴びた怪鳥たちは、次々と落下していく。

　しかし、その中でも根性のある個体は、キアたちに一矢報いようと急接近する。

「甘いですっ!!」

　ラクシャルの振り下ろした双剣が、接近する怪鳥を一撃のもとに斬り伏せる。

　周囲の敵を一いつ掃そうすると、キアも俺の近くまで降りてきた。

「ヴァイン、どうしたの？　忘れ物？」

「お前じゃあるまいし、この状況で忘れ物なんかするか。お前らだけに任せても危険がないかどうか、一応確認しておきたかったんだが、大丈夫みたいだな」

　呆れ混じりに答えると、ぱあっと表情を輝かせる奴がいた。

　言うまでもなく、ラクシャルだ。

「ヴァイン様、そこまで私のことを思っていてくださるのですね！　ああ、私は果報者です、ヴァイン様……！」

「ヴァインは『お前ら』と言ったじゃろう。ラクシャルのことだけではないぞ」

　俺がツッコもうとしたことを、むすっとした顔のゼルスが先に言った。

　……と、一瞬聞き流しそうになったが、俺もラクシャルもタマラも、態度の変化に気がついてゼルスの顔を見つめる。

「な……なんじゃ？　貴様ら、急に余の方を見て……」

「ゼルス様……今、ヤキモチを焼かれました？」

「あ、ラクシャルちゃんもそう思った？　今、ゼルスちゃん嫉妬してたよね」

　ラクシャルとタマラが顔を見合わせて頷き合うと、ゼルスは耳まで真っ赤になって、声を荒らげる。

「んなっ!?　ど、どうして余がヤキモチなぞ焼かねばならんのじゃ！　余はただ、誤りを訂正したかっただけでじゃな……！」

「みんな、また敵が来てるよ」

　色恋に関心の薄いキアだけが、冷静に周囲を見回しながら言った。

　キアの言う通り、要塞のあちこちにある入り口から敵が飛び出してきている。俺たちの迎撃に出てきているのは間違いなさそうだ。

「ラブコメは後回しだ。お前ら、気合入れ直せよ」

「ええい、やかましいっ！」

　いちいち激げき昂こうするゼルスは気にせず、俺は駆け出した。

　さっきの連携を見る限り、囲まれさえしなければ、陽動は任せて問題ないだろう。これで、安心して魔王退治に集中できる。

（それに、ゼルスの奴……可愛げが出てきたな）

　からかわれてムキになっていたゼルスの様子を思い出し、自然と頰が緩む。

　後でたっぷり可愛がってやろう。そのためにも、今は要塞を陥おとす。

　一刻も早く魔王のもとへ向かいたいが、要塞の内部構造は知りようがないので、適当な入り口から侵入するしかない。

　開いていた近くの扉をくぐり、要塞内部に潜り込んだ。




　要塞の中は意外に広く、つくりとしては、ゼルスの魔帝城とさほど変わらないように感じられた。

　何十、何百という数の魔族が廊下を駆けてきては俺の行く手を阻はばもうとするのだが、いちいちやり過ごすのも面倒なので全て叩きのめしていく。

「【ゲイル】!!」

「にゃあああああっ!?」

　低級の風魔法で吹っ飛ばすと、獣人らしいネコミミ娘の群れが吹っ飛び、壁に叩きつけられて気を失う。

　ゼルスの仲間と同様、出てくる魔族は女性型のものが大半だ。

　浅黒い肌のゴブリン、石の翼を持つガーゴイル、自らの首を抱えたデュラハン……多種多様な敵が立ちはだかったが、今のところ、どいつも俺の敵ではない。

　見た目が好み、という意味では俺の敵に相応しい魔族もたまに見かけるのだが、今はぐっと堪えている。

　外で敵を引きつけているはずのラクシャルたちのためにも寄り道は避けたいし、魔王という極上の獲物が控えているのに手頃な相手で済ませたくない、という下げ衆すな願望もあった。

　そういうわけで、寄ってくる敵を蹴け散ちらし、強行突破を続けているのだが……。

　低級の風魔法で吹っ飛ばせば大抵一発で昏こん倒とうしてくれるし、俺が倒しておけば、外のラクシャルたちの負担もそのぶん少なくなる。

「……とはいっても、ちょっと多くねえか、これ……？」

　進みながら、道中で倒した敵の数をざっくり数えてみたが、どう数えても五○○は超えている。俺はひとりなのに、どう考えても過剰な数だ。

　おまけに、進んでも進んでも似たような廊下と扉が続くばかりで、全くリジールに近づけている気がしない。

　もう全力で魔法ぶっぱなして要塞沈めてから出てくるのを待とうか、などと物騒なことを考え始めた時、前方に、今までとは異なる気配を感じた。

「誰だ……お前ら」

　柱の陰から感じる、ふたつの気配に向けて問いかける。

　すると、くすくすという笑い声が響き、ふたりの魔族が姿を現した。

「見つかってしまいましたね、ローサ」

「我が魔王軍の部隊を退けるだけありますね、リーサ」

　左右から道を塞ぐようにして現れたのは、鏡映しのように瓜二つの魔族だった。

　どちらも豊かに張り出した胸と尻、腰のくびれが目立つ。

　この、不必要なまでに性的なボリュームを押し出した悪魔は……サキュバスか。

　きらびやかな黄こ金がね色いろの長い髪も全く同じだったが、分け目がシンメトリーになっており、そこでふたりを判別できるようだ。

「でも、この人間はここまでですよ、ローサ」

「私たち姉妹に見つかってしまいましたからね、リーサ」

「お前ら、俺と直接話せよ」

　互いに話を振るばかりのふたりに顔をしかめて、俺は低い声で要求する。

　俺のペースを乱すことを楽しんでいるのか、ふたりはまた顔を見合わせて笑う。

「相手が人間の男なのは私たちにとって幸運ですね、ローサ」

「わざわざ魔幻石をぶら下げてやってくるとは、馬鹿な男ですね、リーサ」

「なに……？　この石がどうした」

　魔幻石のペンダントをつまみあげて、確認する。

　ふたりは妖よう艶えんな笑みを浮かべ、俺の目を見つめてきた。

「魔幻石はジェナが魔王軍から持ち出したもの。返してもらいましょう、ローサ」

「馬鹿な男は操り人形にして、石を返してもらいましょう、リーサ」

　そう囁ささやき合あった瞬間──ふたりの瞳が、妖しい光を放った。

「……う、っ!?」

　一瞬、殴られたような衝撃が俺の頭に走った。

　そこから先は……思考能力が徐々に薄れ……ふたりの笑い声だけが耳に届く……。

「はい、おしまいです。この男はもう私たちのお人形さんですね、ローサ」

「散々手こずらせてくれましたからね。すぐに首を落としちゃいましょう。リーサ」

　ふたりの足音が近づいてくる。
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　俺は全く抵抗できずに、そのまま首をはねられて──。




「って、そんなわけねえだろ」




　俺は顔を上げると、左右の手でサキュバス姉妹の頭を摑み、顔同士を打ちつけた。

「きゃう!?」

　ふたり揃って、まったく同じ悲鳴をあげる。

「黙って術にかかったフリしてたら、簡単に引っかかりやがって……お前ら、本当にサキュバスか？　この石を何に使う気か知らんが、お前らに渡す気はないぞ」

「……そ、そんな。私たちの術が通じないはずありません、ローサ」

「考えられるとしたら、魔法への抵抗力が極度に高いか、性欲が完全に満たされていて私たちの付つけ入いる隙すきがないか……どちらにしても信じられません、リーサ」

「たぶん両方だな」

　魔法耐性スキルは高レベルだし、昨日はゼルスと一晩中肌を重ねたおかげで、欲望も満たされている。

「そ、そんな……この男、私たちを見ても欲情しないのですか、ローサ」

「この男、きっとエッチな女の子をいっぱい飼っているのですよ、リーサ」

「言いたい放題だな……まあいい。お前ら、勿もつ体たいつけて出てきたからにはそれなりの地位なんだよな？　魔王リジールの居場所、教えてもらおうか」

「この男、魔王様の居場所を知ってどうする気なのでしょうか、ローサ」

「魔王様を殺すつもりに違いありません。教えてはダメですよ、リーサ」

「殺すわけないだろ。俺は魔王を手て籠ごめにしに来たんだ」

　そう言った瞬間、サキュバス姉妹は口を閉ざした。

　直後、ふたりの顔色が真っ青に変わる。

「変へん態たいです!!　この男は変態の極みです、ローサ！」

「まったく性欲満たされていないではないですか！　人間の男じゃなくて、ケダモノのオスです！　分別を知らない鬼き畜ちく変態です、リーサ！」

　ぎゃあぎゃあと大声で喚わめき始はじめたふたりに、俺はだんだんと苛立ってきた。

　ふたりの腰を強引に抱き寄せ、手を這わせる。

「……面倒臭いな。お前らの体に訊いた方が早いか」

　我ながら悪党のようなセリフだと思ったが、構うまい。

　サキュバス姉妹のうち、リーサと呼ばれた女の胸に手を伸ばす。

　こちらの手つきから意図を察すると、リーサは自ら豊かな胸を張るように背を反らしてくる。

　むにゅんっ……と、服の上からでも重量感と柔らかさが俺の掌てのひらに伝わってくる。

　リーサは愚ぐ者しやを見る目で俺を見つめ、声を立てて嘲笑った。

「この男、身の程知らずにも私のおっぱいを揉みましたよ、ローサ。サキュバスに触ったが最後、魅了されて二度と手を離せなくなるのに、バカな男ですね」

　挑発に構うことなく、むに、むにと俺は胸を揉んでいく。

「あんっ♪　ふふっ、可愛い声出してあげればいいんですか？　おっぱいのことしか考えられないおバカさんになるまで、あなたの顔、見ててあげます」

　むに、むに、むに。

「……んん、っ。なかなかしぶといですね？　でも、もうすぐ……」

　むにゅんっ、ぐに、ぐにっ。

「ひぅ!?　……そ、そんな強く揉むなんて、女の子の扱いがわかってな……あう!?」

　くにっ、くりゅくりゅくりゅ。

「ひぃぃぃんっ!?　さ、先っぽ急にっ、そんな、やめっ、あ、あぁぁぁっ♪」

　……ものの一分もしないうちに、リーサはおとがいを反らし、はしたない声をあげてイってしまった。

　服を脱がしていないためテイム条件は満たしていないが、とりあえず絶頂させておくだけで充分だ。これでしばらくは動けないだろう。

　片割れのローサに向き直ると、まさかリーサが果ててしまうとは思っていなかったようで、明らかにうろたえた様子でいる。

「なっ、な……!?　そんな……サ、サキュバスが性技で……しかも胸だけで、こんなに簡単にイかされるなんて……この人間は何者なのです、リーサ!?」

　ローサが問いかけるも、リーサは涎よだれを垂らして快感に蕩とろけ切きった顔を晒すばかりで、しばらく正気を取り戻しそうにない。

　俺はローサの前で手をわきわきとさせ、ギロリと目を睨みつけた。

「お前もこの女みたいになりたくなかったら、魔王の居場所を教えろ」

「……どう聞いても悪党のセリフです。聞きましたか、リーサ」

「そのツッコミは、さっき俺が自分でしておいたから無効だ。つべこべ言わずに魔王の居場所を教えるか、強制的に極楽を味わわされるか、好きな方を選べ」

　ローサは俺の手をじっと見つめて、しばし何かを考え込むと、口を開いた。

「魔王様のところへは、幹部専用の通路を通れば近道です。専用の通路には、魔王軍の紋章が描かれた扉に、この石板を押し当てれば入れます」

　ローサは懐ふところから、スマホくらいの大きさの石板を取り出すと、俺の手に握らせた。魔力がこもっているためか、それともローサの体温か、ほのかに温かい。

「よし、いいだろう。ご苦労だったな……」

「待ってください」

　俺は急いで立ち去ろうとしたが、ローサに服の裾すそを摑まれていた。

　まだ何かあるのかと思って顔を見ると、

「私のことも、気持ちよくしてください」

「……は？　いや、お前はいいよ。色々教えてくれたし」

「私が気持ちよくなりたいんです！　サキュバスを気持ちよくさせられる男の人なんて初めて見ました。いつも男の人は勝手にどぷどぷ出しちゃうばっかりで……」

　……胸に触る前はあんなに得意気だったくせに、じつは欲求不満だったのかよ。

　もっとも、言われてみればかなり明快な理屈のような気もするが。

「リーサだけなんてズルいのですよ。私のことも可愛がってください」

　自分から俺の手を摑んでくるローサ。

　俺は溜息をひとつこぼして、多少の寄り道をする覚悟を決めた。




「……ここか」

　ローサの相手を終え、専用の通路を通り抜けた俺は、海上要塞の最深部にいた。

　重厚な金属製の扉の前に立ち、俺はひとつ深呼吸を挟む。

　この向こうに、魔王リジールがいるはずだ。

（散々迷ったうえに道草まで食っちまったからな……ぐずぐずしちゃいられねえ）

　重い扉に手をかけ、力を込めて押し開いた。

　扉を抜けると広間に通じており、壁際の玉座に、黒い影が腰を下ろしていた。

「お前が魔王リジールか？」

　広間は松明たいまつで照らされているものの薄暗く、玉座にいる人物の姿はよく見えない。

　だが、そこに誰かが座っているのは確かだった。

　──いよいよだ。

　あくまでも魔王リジールを狙うため、ここまで女たちの相手をしながらも、俺自身のスッキリは我慢しながらやってきた。

　我慢を重ねた分、魔王リジールには楽しませてもらおう。

　そのつもりで、俺は魔王に近づいていったのだが──。

「来たか……脆ぜい弱じやくなる人間よ」

　聞こえてきた声に、思わず足を止めた。

　……気のせいか？　女の声にしては、妙にトーンが低い。

　玉座に腰を下ろしていた影が、ゆっくりと立ち上がる。

　そのシルエットは、明らかに俺の背丈を超えていた。ゆうに二メートルはある。

　リジールが一歩、こちらへと踏み出す。

　松明の光に照らし出された姿は──。




「この私、魔王リジールに逆らうとは愚おろかな……愚ぐ行こうの代だい償しよう、命で支払うがよい」

　どう見ても、ボディビルダーのような肉体美を持つ、男の魔人だった。




「──っざけんなあああああああッ!!」

「おぶふ!?」

　俺は怒りに任せて拳を繰り出し、リジールの顔面を殴りつけていた。

　倒れたリジールに馬乗りになり、更にボコボコに殴り続ける。

「ふざけてるのかお前！　敵の大ボスをテイムできるチャンスだと思って、喜び勇んで来てみたら、こんな野郎がボスだと!?」

「こ、こんな野郎……？　人間よ、誰に向かってものを言っ、ぐほっ!?」

　つべこべ言うリジールを黙らせるため、俺は更に拳を叩き込む。

　そして、ようやく理解した。

　リジールの容姿について訊ねた時、ジェナが怪け訝げんな顔をしていたこと。

　魔王を手籠めにすると言った時、サキュバス姉妹が変態呼ばわりしてきたこと。

　なるほど、これは意外な結末だ。しかし、予想を裏切られるのはいいが、期待まで裏切られた俺の怒りは、もはや収まらない。

「息子の期待を裏切るとはいい度胸だ、魔王リジール。お前の生なま皮かわ剝はいで、エロゲーをグロゲーにしてやる!!」

「ひえっ……!?　ま、待って……！」

　剣を振り上げると、リジールは情けない声をあげて、俺の下から這い出す。

　少し距離を取られたが、俺は構わず、リジールめがけて剣を振り下ろし──。

「【クロスアウト・セイバー】ッ！」

　今まで全力で手刀を振り下ろしていた時の習性で、【クロスアウト・セイバー】を発動させてしまった。

　まずい、こんな男の裸なんぞ見たくないぞ──そう思った瞬間だった。

「あっ……きゃああああっ!?」

　俺の放ったスキルは、なぜかリジールの巨体を真っ二つに斬り裂いた。

　引きちぎれた断面から大量の綿が弾け飛ぶ。

　──綿？

　疑問を感じている間にも綿は弾け飛び、スキルの効果によって消失し──。




「あ……あう、ううっ……ひどい、ですっ……」
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　リジールの姿が全て弾け飛んだ時、代わりにその場で尻餅をついていたのは、ゼルスと同年齢くらいに見える、小柄な美少女だった。

　……困惑のあまり、俺はしばらくの間、何も言えなかった。

　少女は裸に剝かれたまま泣き始めたので、やむなく、俺の方から口を開く。

「お前……誰だ？」

「ぐすんっ……リズ……いえ、魔王リジール、です……うう、ひくっ。ひどいです……頑張って魔王っぽくしてたのに……あんなにいっぱい怒られて、叩かれて……もう、いやですっ……ふえええぇんっ……」

　自称・魔王リジールの少女は、大声をあげて泣き続ける。

　……つまり、こういうことか。

　俺がさっきまでリジールだと思っていたのはただの着ぐるみで、中に入っていたこの女の子が、本当の魔王リジールである……と。

　……俺が気を取り直すまで、かなり長い時間を要した。

　しかし、立ち直ってしまえば、やるべきことは決まっていた。

　リジールの前に跪ひざまずき、肩に手を置く。

「悪かった、リジール。ちょっと誤解があったみたいだ」

「えぐ……誤解、ですか？」

　目尻をこすりながら、俺を見上げてくるリジール。

　あの着ぐるみに仕掛けがあったのか、声もさっきまでとは完全に違い、今は仔猫のように甘ったるい響きを帯びている。

「ああ。殴って悪かった。お前らがこっちの大陸に侵攻しようとしてるって聞いて、倒しに来たんだが……色々予想と違ったんで、ついカッとなって……」

　リジールはよく意味がわからなかったのか、小首を傾かしげている。

　おそらく後半部分の話が理解できなかったのだろうと思ったが、海を越えてきた目的について齟齬があるようだった。

「リズたちは、ジェナに盗まれた魔幻石を取り返しにきただけです。ジェナはこっちの大陸に逃げてきたって聞いてたです」

「魔幻石？　こいつを何に使う気なんだ？」

　首から下げたペンダントを指で弾くと、リジールはあわあわと困惑する。

「魔幻石は、ここ……海上要塞ヴィクトルの、動力です。リズたちが海に出て少ししてから、ジェナに盗まれちゃったので、それから先はみんなの手漕ぎで要塞を動かしてたのです。すごく大変だったです」

「……手漕ぎで？　この島を？」

　いくら魔法のある世界とはいえ、大変なんて言葉では片づかないと思うのだが。

　それでも、リジールは小動物のようにコクコクと頷く。

「だから、大陸についたら、魔幻石を探すことを第一に考えてたです。ジェナの行動は読めないですし、他の人の手に渡ってるかもしれないですし……」

「……そうか。だから、ずっと俺が狙われてたんだな」

　雪山で魔幻石を回収した時の、ジェナの不審な様子は、魔幻石を持つ者が魔王軍に狙われることを予測していたのだろう。

　ジェナは後でシメておくとして、問題はこの後だ。

「別に魔幻石は返してもいいんだが、お前ら、本当に侵攻の意思はないのか？」

　確認すると、リジールはビクッと肩を震わせ、わかりやすく反応した。

「……リズのお仲間たち、最近は、領地を広げたいって言ってるです。リズも本当は、ちょっと気が大きくなってて、魔王っぽい着ぐるみも用意したし、魔幻石を取り返したら侵攻も始めるつもりだったです……」

「正直な奴だな」

　だとすると、サキュバス姉妹の反応は正確には、こんな少女を襲うことへの非難だったのかもしれない。別にどっちでもいいが。

「それで？　侵攻する気があるなら俺と戦うことになるが、どうする？」

　確認すると、リジールは頭を両手で押さえてぷるぷる震え始めた。

「ぅ……うう。いきなりぶたれるの、すごく怖かったです……もう嫌です……」

「大人しくしてりゃ、何もしないって」

「ほ、本当です？　……じゃあ、リズの負けです。素直に認めるです」

　拍子抜けするほどあっさり、リジールは俺に降伏した。

　……こいつ本当に魔王なんだろうか。ゼルスと違って、中身にも威厳がないんだが。

「魔王リジールは相当強いって聞いたんだけどな、俺は……」

「リ……リズは強いですよっ？　ただ、さっきみたいに怒られたりぶたれたりすると、ビクビクって怖くなっちゃって、何もできなくなるです……」

「……ふむ」

　俺は【心眼】スキルでリジールのステータスを確認してみた。

　確かに、能力的にはかなりのものを持っているのだが、俺が初めて会った時のゼルスを大きく上回るというほどではない。

　おそらく噂に尾ひれがついていたのだろう。

　それに、ポテンシャルが高くてもこれほど臆おく病びようでは、実力を発揮できないだろう。

　無論、【ドレイン】の対象としては願ってもない相手だ。

「リジール。お前、負けを認めるってことは、俺に従うのか？」

　俺の問いに、リジールは小さく頷いた。

　意外な状況すぎて、さっきから質問攻めになっている気がするが、リジールはあっさり答えてくれるので話が早い。

　そういうところも含め、やはり魔王らしくはないが。

「自分より強い相手には従うです。魔族の掟おきてです」

「それは、どこの魔族でも同じなんだな。でもお前魔王なんだろ？　お前の部下たちも同じように、すんなり従ってくれるのか？」

「それは心配ないです。リズのお仲間たちは、みーんなリズの言うことを聞いてくれるいい子たちです。話せばわかってくれるです」

　にっこりと、朗らかな微笑みを浮かべて言い切るリジール。

　いい子だとか、話せばわかるだとか、そんなセリフを吐く魔王が存在するとは。

　軽く頭痛を覚えてきたが、確認しなくてはならないことはまだある。

「……従うって言ったな？　じゃあ、俺のものになれ。いいな」

　更に念を押すと、リジールは一瞬きょとんとする。

　が、ほどなくして、安あん堵どしたような肯定の笑みを浮かべた。

「リズを破ったお兄さんは強いです。お兄さんのものになるのは、リズにとってもいいことです……お兄さん、お名前は何です？」

「ヴァイン・リノスだ」

「わかったです、ヴァインお兄さん。リズはお兄さんのものになるです」

　……こんなにあっさりでいいんだろうか。

　軽い困惑を覚えていると、リジールは俺の手を握って微笑ほほえんでくる。

「さあ、お兄さんっ。リズと一緒に、人間たちをぼっこぼこにして支配するです♪」

「俺も人間なんだけど」

　訂正。あっさりとは言っても、これから教育の必要はありそうだ。

　ひとまずは、テイムを済ませておこう。

　俺はリジールの裸身を抱き寄せ、薄い尻に手を這わせた。

「……？　お兄さん、何するです？」

「何って……交尾の真似事みたいなもんだ。そこまではやらないけどな」

「こーび？」

　……澄んだ目で見上げてくるリジールの表情に、俺は嫌な予感がした。

「お前、まさか交尾を知らないのか？」

「知らないです……お仲間はみんな、魔王様にはまだ早いですー、って言って教えてくれないです。こーびって、なんのことですか？」

「…………」

　俺は本当に、こいつをテイムしてしまっていいんだろうか。

　ためらう気持ちもあったが、必要なことだと自分に言い聞かせ、リジールの素肌に指を滑らせていく。

「あはははっ♪　あは、お兄さん、くすぐったいですっ」

「くすぐってるつもりはないんだがな……」

　どうも埒らちが明あかない感触だったので、今度は胸に触れてみる。

　あるかないかという程度の膨らみだったが、掌を押しつけて撫で回してみると、ようやく、少しずつそれらしい反応が返ってきた。

「ん……っ。あ、れ……お兄さん、なんだか、変……ですっ」

「どんな風に変なんだ？」

「えと……お兄さんに触られたところ、熱くて……ふわー、ってなっちゃうです……」

　どうやら、いい傾向のようだ。

　淡い色をした先端を指先で撫でると、ぴくん、とリジールの背筋が反りかえる。

「あう、っ。お、お兄さん……なんだか、むずむず、する、ですっ」

「そのまま身を任せろ。今回は胸だけだ」

　初めての刺激にぷっくりと膨らみ始めた蕾つぼみを指で弾き、軽く摘んでは刺激を加える。

　リジールの体が小刻みに震え、声に甘い吐息が混ざり始めてきた。

「あ、ぁぁ……お兄さんの、指っ、なんで、こんなに気持ちいいんです……？　リズ、飛んでいっちゃいそう、ですっ……」

　困惑するリジールを更に追い詰めるように、突起をくにくにと弄いじり立たてる。

　慣れた者にとっては、単調すぎるくらいの刺激だろうが……知識にすら乏しいリジールの体は、未知の感覚に容易たやすく翻ほん弄ろうされていく。

　そして。




「あ、ひゃふっ！　ふにゃああぁっ……!!」




【システム】リジールは絶頂（大）を迎えた！

【システム】リジールのＥＰエクスタシー・ポイントが０になった！　一定時間行動不能！

【システム】リジールのテイムに成功！　リジールがあなたの仲間に加わりました！




　高い喘ぎを響かせてから、くてっ、とリジールは俺に身を預けてくる。

　細く小柄なその体を受け止めて、俺は安堵の吐息を漏もらした。

「……これで懸念は解消、だな」

　ノースモア国王としての仕事は、全てやり終えたと言っていい。

　晴れ晴れとした達成感を全身で感じるように、俺はその場でうんと伸びをした。
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　俺がリジールをテイムした頃、まだ外ではラクシャルたちが魔王軍と戦っていた。

　急いで要塞の外までリジールを連れて戻り、停戦を命じさせたため、その時点で戦闘は中断となった。

　ラクシャルたちはほぼ無傷。むしろ、戦いを経て全員レベルが上がっていた。

　魔王軍は俺が暴れたこともあって、かなりの負傷者が出たものの、治療不可能なほどの大怪我を負った者はなく、深い遺い恨こんは残さずに済みそうだ。

　被害状況を確認し終えた俺は、報告のため、再び王国の首都に飛んだ。




　城に戻った俺は人払いをしてもらい、ガスパーとふたりだけで話をした。

　他の重臣がいる前だと余計な口出しが入りそうだったので、この方が気軽だ。

　こちらが報告を終えると、ガスパーは神妙な面持ちで頭を下げた。

「……そうでしたか。ヴァインどの、ありがとうございます。何から何まで、本当にあなたには何とお礼を申し上げればいいか……」

「よせって」

　俺は空気が軽くなるように、あえて笑い飛ばした。

「お前はもう王様に戻ったんだから、ただの旅人に簡単に頭を下げるなよ」

「簡単に……ではありませんよ、ヴァインどの。あなたの為なしたことで、我々は安あん寧ねいを取り戻しました。友として、礼を言わせていただきたい」

「……だったら、素直に受け取っとくよ。どういたしまして」

　自然と、自分の口からそんな言葉が出る。

　俺自身、友という関係もまんざら悪くないと思い始めているようだ。

「ところで、ヴァインどの。海を渡り、西の大陸に行かれるというのは、もうお決めになったことなのですか？」

　ガスパーの問いに、俺は頷き返した。

　俺が魔ま幻げん石せきを返したことで、水上要塞は本来の動力を取り戻したため、あれを使えば海を渡ることができる。

　行けるだけ遠くに行ってみたい、というのが今の俺の指針だった。

「そうですか……残念です。ノースモア王国には、首都以外にも見るべきところが多いのですが……ヴァインどのには、ぜひのんびり観光していただきたかった」

「今こん生じようの別れじゃあるまいし。そのうち戻ってくるっての」

「では、その時は必ず城に立ち寄ってください。ヴァインどのとお連れの皆様なら、わしも娘も、いつでも歓迎いたしますので」

「ああ。シンファの奴は、ラクシャルが戻ってくれば特に喜ぶだろ──」

　同意する俺の言葉は、途中で廊下から響いてきた激しい金属音にかき消された。

　……嫌な予感を覚えつつ、ドアを開けてみる。

「ふ、ふふ、ふっ……！　ま、また腕を上げたようだな、ラクシャル……」

　予想通り廊下には、剣と甲かつ冑ちゆうをバキバキに破壊されたシンファが、双剣を構えたラクシャルを前に、腰を抜かしている光景が広がっていた。

　多分、いつものようにラクシャルをからかって撃退されたんだろう。

「あの悪あく癖へき治さないといつか死ぬぞ、シンファの奴」

「ははは……いやはや、娘にはなかなか強く言えませんでなぁ」

　恥ずかしそうに頭を掻くガスパーの様子に、こいつはダメだ、と俺は溜息をついた。




　報告を終えると、とんぼ返りで海上要塞に戻る。

　魔王軍には回復魔法の使い手も複数いて、先の戦闘による負傷者も、俺が戻る頃にはほとんどが治療を終えて要塞内部を動き回っていた。

　首都に戻っている間にリジールが話をつけてくれたらしく、俺たちが魔王軍の連中から敵意を向けられることは、もうなくなっていた。

　せっかく自由に動き回れるようになったので、俺はリジールに頼み、要塞の動力部を案内してもらった。

　要塞の動力部はそれ自体が巨大な魔道具になっているらしく、中枢に据え付けられた魔幻石から力を供給し、要塞下部に推力を発生させている。

　リジールはぴょんぴょんと跳ねるように俺を先導しながら、動力部の各所について、指で示していく。

「あそこの光ってるところが……えっと。なんです？」

　ただし、リジールがやるのは示すところまでだ。

「あれは魔幻石から吸い出した魔力を別の魔道具に注いでいる光ですね、ローサ」

「あの魔道具に魔力を注入することで魔力を変質させているのですね、リーサ」

　詳細な解説は、例のサキュバス姉妹がやってくれている。

　サキュバスというと性的なイメージばかりがつきまとうものだが、魔王軍でも地位が高いだけあって、意外にこのふたりは博識らしい。

「あら、人間の男が私たちをじろじろと見ていますよ、ローサ」

「リジール様を手て籠ごめにしただけでは飽き足らず鬼畜ですね、リーサ」

「……お前ら、ふたりだけで会話を完結させるクセ、どうにかしろよ」

　この点さえなければ、いい案内役なんだが。




　動力部の案内を受け終わった俺は、少し風に当たりたくて外に出た。

　早いもので、もう夕方だ。

　海上要塞は波をかき分け、西の大陸へ向けて航行している。

　サキュバス姉妹の説明によれば、十日ほどの航海で到着するようだ。

「あっ！　おーい、ヴァインくーん！」

　ふと、頭上から俺を呼ぶ声がする。声の主は、見上げなくてもわかった。

「タマラ？　……っと。キアも一緒か」

　羽ばたくキアに後ろから抱きしめられながら、タマラが降りてくる。

「タマちゃんと一緒に、飛ぶ練習してた」

「あはは……あたしのマントじゃ、滑かつ空くうしかできないんだけど……」

「そんなことない。タマちゃんなら、練習すればきっとできる」

「う、うーん……気持ちは嬉しいんだけどなぁ……」

　物理法則を無視して飛べるキアの翼と異なり、タマラのマントは、硬さこそ操作できるものの、基本的に自由に動かせる布でしかない。

　……たぶんキアの奴、タマラと一緒に空を飛び回りたいから、無理を承知でそんなこと言ってるんだろう。

「にしても、本当に懐なつかれたな、お前」

「ん……懐かれたっていうと、なんか言い方違うけど……慕したってもらえるのは、嬉しいかな。可愛い生徒みたいで」

　なるほど、それはタマラらしい喩たとえ方かただ。

　キアはどう思っているのだろう、と興味が湧いて、キアの方に目を向ける。

「……？　どうしたの、ヴァイン。交尾したいの？」

「お前、俺が女を見る時は交尾のことしか考えてないと思ってるのか？」

「違うの？」

「さすがに違う」

　欲求はあるにしても、常時そんなことばかり考えてはいない。当たり前だが。

　しかしキアは交尾から離れず、タマラを軽く押し出してきた。

「でもヴァイン、ゼルス様とはしたけど、タマちゃんとはまだ最後までしてない。今度はタマちゃんと交尾した方がいいと思う。順番は大事」

「ちょっ!?」

　キアの大胆極まる提案に、素すっ頓とん狂きような声をあげるタマラ。

「……タマラ、お前そんなことまで話したのか……？」

「ち、ちがうよ！　タマちゃんに、簡単に交尾とか言っちゃダメだよって教えてたら、なんかそんな話になっちゃって……へ、変な目で見ないでよーっ！」

　焦って弁解するタマラに、俺は眉をひそめる。

「いや、慌てなくてもいいだろ。何も軽けい蔑べつしてるわけじゃないし。むしろどういう話の流れでそんなことになったのか知りたいな。詳しく聞かせてくれ」

「もっと嫌だよ!?」

　軽蔑される方がマシなのか……？　女心ってのはよくわからん。

　そんな話をしていると、別の方から二人分の足音が近づいてきた。

「こんにちは、ヴァイン様。いかがなさいました？」

「貴様ら、やけに騒がしいのう……」

　予想通り、ラクシャルとゼルスだった。

　ラクシャルはいつも通りだが、なぜかゼルスは眠たげに目を擦こすっている。

「ただの世間話だ。ゼルスの方こそ、もう夕方だけど、寝てたのか？」

「うふふ。ちょっと久しぶりに、ゼルス様に膝枕をして差し上げてたんです。ゼルス様の寝顔、とーっても可愛らしかったですよ♪」

「こ、こりゃ、ラクシャル……！」

　ラクシャルに笑顔で暴ばく露ろされ、ゼルスの頰ほおが夕焼けよりも赤い色に染まる。

「膝枕、か……」

　風呂場での件のショックから、一時はラクシャルを拒絶していたゼルスだが、またラクシャルにも素直に甘えられるようになったらしい。

　俺も、ラクシャルとの関係を変に隠す必要はなくなったし、万事丸く収まったと言えるだろう。

　満足を覚えて頷いていると、ゼルスはギロリと俺を睨んでくる。

「ラクシャルの膝枕は渡さぬぞ!?　今度こそ余よの場所は死守するのじゃ！」

「ゼルス様？　私の全てはヴァイン様のものだと申し上げて……」

「いやじゃ！　たまには余にも使わせぬか！　ヴァインの独り占めにはさせぬっ！」

　……単にワガママが顕けん在ざい化かしただけのような気もする。

　ラクシャルは困ったように眉を八の字にして考え込んでいたが、やがて名案を思いついた様子で、ポンと手を打った。

「では、おふたりも仲良くなったことですし、半分こにしましょう？　ゼルス様、どうぞ……ヴァイン様も」

　ラクシャルがその場に正座し、ぽんぽんと膝を叩くと、すかさずゼルスが滑りこむようにして、その膝の上に頭を乗せた。

「ゼルス様、もっと端に寄せてください。ヴァイン様も使うんですよ？」

「断るっ。今日一日くらい、余の好きにさせてもよいではないか」

「ダメです。わがままを言うようでしたら、もう使わせてあげませんよ？」

「…………」

　心の底から不本意さの滲み出た表情で、ゼルスは膝枕の端に寄る。

　俺は空いたスペースに頭を乗せる……が、さすがにラクシャルの両膝にふたりぶんの頭を乗せるのは安定しない。

「落ち着かないぞ、ラクシャル」

「そうですね……あ、では、ゼルス様とくっついたら安定するのではないですか？」

「なに!?　待たぬか、なぜ余がヴァインと……！」

　面白そうな提案だったので、俺は口答えするゼルスを強引に抱きしめた。

「ひゃ……っ!?」

　すると、ゼルスは一瞬ビクッと体を震わせたが……意外なことに、自分から俺の胸に頰を押しつけてきた。

「……そうじゃな。確かに、落ち着きはするのう……」

　俺の胸に耳を当て、ゼルスは穏やかな微笑ほほえみを浮かべる。

　心音を聞かれているのだろうか……そう思うと、少しむずがゆい心地がした。

　その時、上の方から視線を感じた。

「うぅ、ずるい……ラクシャルちゃん、ゼルスちゃん、あたしも……！」

「キアも混ざりたい。一緒にぎゅーぎゅーする」

　タマラとキアが、俺とゼルスの上に覆おおいかぶさるように乗ってくる。

　どちらの胸なのか、ぷにゅんと柔らかい感触が腰やら脚やらに押しつけられるが、これは明らかに積載量オーバーだ。

　ラクシャルも苦笑して、小さく痛みの声を漏もらす。

「あう……脚が痺しびれます……さすがに、私の膝枕では支えきれませんね。みなさん、いかがでしょう。どうせなら、今夜はみなさんで一緒に寝ませんか？」

　衝撃的な意見がラクシャルの口をついて出て、俺は驚きに目を見張った。

　ゼルスとタマラも、耳まで真っ赤になっている。

　キアは相変わらず無表情だが、どことなく興味ありげに目を輝かせていた。

「大きなベッドがあればそれでいいですし、なければ、ベッドを三つほどくっつければ事足りるかと。たまにはそういう趣向も面白そうでしょう？」

「ラクシャル様、キアもそれに賛成。一緒に寝てみたい」

　さっそくキアが賛成の声をあげると、残るふたりも黙ってはいられなかった。

「ふん……！　余はラクシャルと同どう衾きんできればそれでよいのじゃが、どうしても混ざりたいというのであれば、仕方ないじゃろう」

「あ、あたしも一緒に寝るよ!?　不純な意味じゃなくって……そう、みんなが変なことしないか、見張らないといけないからね。先生だもんっ」

　……素直じゃない奴らだ。

　仕方ないと言いたいのはこっちの方だったが、そんなところも含めて、こいつらの可愛げには違いない。

　そうしていると、てててっ、と軽やかな足音が更に近づいてくるのが聞こえた。

「あれ？　何だか楽しそうなことしてるです……リズも混ぜてですー！」

　飛びついてきたリジールの勢いで、元々無理な体勢だった俺たちは、座っていたラクシャルを除き、バランスを崩して転がる。

　賑やかさ極まる展開に、俺はいつしか、声を立てて笑っていた。

　夕日はもう半分以上も水平線に沈み、今日の終わりを告げようとしている。

　これから十日間の航海と、新たな大陸での冒険──それもまた今回のように、あるいは今回以上に、新たな出会いと発見に満ちた日々になるはずだ。

　リジールの軽挙を叱るゼルスの怒声と、ふたりの仲裁に入る複数の声を聞きながら、俺は太陽が完全に見えなくなるまで、しばし穏やかな心地に浸っていた。


（了）
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「……説明しろ、エナ。ここはどこだ？　なんで俺たちはここにいる？」

　反省の意を示すように正座して俯うつむくエナを見下ろし、俺は低い声で訊たずねた。

　俺たちがいるのは、見覚えのない洋室だった。どうやらリビングらしく、部屋の中央に置かれたふかふかのソファとローテーブルが存在感を発揮している。

　この『俺たち』に含まれるのは、俺とラクシャルの他に、あとふたり。

「うむ……まさか、今度は俺とスピカが異世界に転移してしまうとは……」

　ソファに腰を下ろし、腕を組んで低く唸うなる男の名はジュノ。

　高貴さを感じる紫色の髪と瞳、引き締まった体軀……前頭部から生える角がなければ人間の美男子にしか見えないが、れっきとした異世界の魔王だ。

「今の話だと、そこの女神様が関わってるってことだけど……どういう意味？」

　魔王ジュノの隣で、サラサラの長い金髪を揺らして首を傾げる女は、スピカ・フォン＝シュピーゲルベルク。

　ラクシャルに優るとも劣らぬ抜群のスタイルの持ち主で、聞くところによると彼女も魔族らしい。

　もっとも、最初は人間だった肉体をジュノの【魔ま導どう調ちよう律りつ】という能力で魔族に作り変えられたとかで……正直理解の追いつかない話だが、そういうことのようだ。

　実は、このふたりとは少し前に異世界で出会っている。

　俺とラクシャルがちょっとした弾みで向こうの世界に転移してしまったのだが、ふたりの協力を得て色々とやった結果、再び異世界間の扉をくぐることに成功した。

　……成功したと思っていたのだ。

　俺たちを包んだ光の向こうに、エナの姿が見えるまでは。

「わ、わたしだって心配したんですよー!?　突然次元に歪ゆがみが生じたと思ったら、ヴァインさんの魔力が消えてて……だから必死で呼び戻してー……」

「それで、勢い余ってジュノとスピカまで連れてきたわけだな？」

「……あははー」

　冷や汗をかいて目をそらすエナ。こいつ、俺を放置してた頃から全然成長しとらん。

　俺はエナを視界から外し、魔王ジュノに向かって頭を下げた。

「すまん、うちのポンコツ女神がやらかした。この世界を代表して詫びておく」

「気にするな、ヴァインよ。むちむちとした銀髪の女神には縁がある。寛大な心で許そうではないか」

　エナは「むちむち!?」とショックを受けた様子で叫ぶ。しかし、あっさり許してくれただけ、ジュノの心の広さに感謝すべきだろう。

　ジュノの横ではスピカが不満げに唇くちびるを尖らせており、ジュノが言う女神とやらに関して何か思うところがあるらしい。俺にはわからない話だが。

「それで……私たちは元の世界に戻れるの？」

「はいー、スピカさん。責任持って送り返して差し上げますよー」

　不安げに訊いてくるスピカに、おっとりした笑顔で答えるエナ。

　だが、安心してはならない。何しろこいつはエナだ。

　案の定、エナは「ただし」と追加の条件を出してきた。それは──。




　部屋にカーテンのような布の間仕切りを置いて、準備を終える。

「……体のサイズを計測しなきゃいけないって、どういうこと？」

　もじもじと恥ずかしそうに尋ねるスピカに、エナが答える。

「わたしの方法では、誰かを異世界に送る場合、送るものの詳細なデータがあった方が確実なんですー。認識が不十分だと、事故に繋がることもありますからー」

「身長や体重はわかるけど、胸囲やお尻のサイズまで測る必要ある？」

　即座にエナが頷くと、スピカも観念したように肩を落とした。

　布製の巻き尺を持ったラクシャルが、スピカに手招きする。

「そうなると、同性の私が測った方がいいでしょうね。どうぞ、こちらに──」

「いや、待つのだ。その役目、俺が引き受けよう」

　ラクシャルを遮さえぎって言ったのは、なぜかジュノだった。

「えっ……私は別に構いませんけど、どうしてジュノさんが……？」

「スピカの体を測った後は、スピカが俺の体を測ることになるのだ。ならば、最初から一組でやった方が手っ取り早いではないか」

「わ、私がジュノの体を測るって……!?」

　なるほど。ジェノの体を測ることに関して、スピカの他に適任はいない。

　ラクシャルにやらせるのは論外だし、エナにやらせるのもスピカが嫌がるだろう。

「……じゃあ、男同士で測れば……？」

「断る」

　俺とジュノはまったく同時に答えた。

　ジュノ個人のことは話の合う相手だと思っているが、野郎の裸を触ったり触られたりする趣味はない。お互いに。

　スピカが赤面し、躊ちゆう躇ちよしているのを見ると、ラクシャルは小さく手を叩いた。

「じゃあ、私も間仕切り越しにヴァイン様と測りっこをします。そうすれば、スピカさんも恥ずかしくないでしょう？」

　何が「じゃあ」なのかよくわからないが、面白そうなので俺も乗ることにした。




　間仕切り越しに、しゅるしゅると巻き尺を巻きつけていく音が聞こえる。

　今、間仕切りを隔てた向こうでは、ジュノがスピカの体を測っているはずだ。

「ほう、数字に直すとこのようになるのだな……しかしこの揉もみごたえ……スピカよ、少し胸が大きくなったのではないか？」

「な、何言ってるのよ!?　……って、ひゃんっ！　さ、先っぽ、擦らないで……！」

　声しか聞こえないが、どうやら向こうは既に楽しんでいるようだ。

　よそ見をしている俺に、ラクシャルが弾む声で呼びかけてくる。

「ヴァイン様……私のカラダも、早く測ってください♪」

　俺の正面には、身体測定のために全裸になったラクシャルがいる。

　ついでに言えば、俺も全裸だ。やるからにはとことんである。

「わーーん!!　わたしも参加させてくださいー！　最近ヴァインさんと全然会えなくて色々溜まってるのにー、こんな扱いひどいですー！」

　エナはどさくさに紛れて俺に触れようとしたため、ラクシャルの手で亀きつ甲こう縛しばりの刑を受けて部屋の隅すみに転がされている。

　俺はエナのことを頭から追いやって、ラクシャルの胸に巻き尺を滑らせた。

　ラクシャルのスリーサイズは既に【心眼】スキルで知っているが、こうやって直に測るのは、また違った趣きがあると言えよう。

「んっ……ひゃふ、っ、ヴァイン様っ……」

　白い双丘を巻き尺で軽く締めつけ、数値を確かめてみる。

　九二センチ……スキルで見た通りだ。

　続いてウェストやヒップも同様にサイズを計測しながら、前もってエナから手渡されていたメモ用紙に、その数値を記していく。

「あ、んっ……はふ……ちゃ、ちゃんと、測れてますか……？」

「ああ」

　測定時に俺の指が肌を擦るせいか、ラクシャルは体を火ほ照てらせ、明らかに感じた様子の声を漏もらしている。こういうのも新しいプレイのようで面白い。

「スピカさん、そちらはいかがですか？」

「んんぅっ……こ、こっちも、ちょうど終わったところ……よ……」

　向こうもどうやら同じような状況らしく、甘ったるい声が聞こえてくる。

　すると、縛られたままのエナが、律儀に次の指示を出してきた。

「次は交代ですー。ジュノさんの体を測ってくださいー」

　スピカは恥じらいながらも、言われた通り測定を始めたようだ、と音で理解する。

　同時に、俺もラクシャルに体をあちこち測られる……必要以上の熱心さで。

　そしていよいよ、最後に残った部分……。

「さあスピカよ、俺の魔導砲を実測するのだ！　正確な測定を求めるぞ」

「わ、わかってるわよ……！　うう、近い……」

　向こうが股こ間かんのモノの計測を始めると、すぐにラクシャルも開始する。

　既に裸の触れ合いでギンギンに反り返っているそれへと、巻き尺を並べたり巻きつけたりしながら、しきりに「わー♪」と目を輝かせるラクシャル。

「うそっ……!?」

　と、仕切り越しにスピカの驚く声がして、ラクシャルがそちらを軽く覗いた。

「スピカさん、どうかしましたか？」

「こ、この巻き尺、目盛りが間違ってない!?」

「えーと……いいえ、合ってますよ。数字にすると大きさにビックリしますよね。ヴァイン様のも、数字だけご覧になります？」

「……ジュノと大差なくエグいんだけど……本当にこんなの入るの？　裂けない？」

「大丈夫ですよ。ちゃんと受け入れられるようにできてるんですから」

　やたらとあけっぴろげな女子トークが繰り広げられている。

　割り込むように、エナが間延びした声で言い放った。

「萎なえてる時のサイズも測ってくださいー。片方だけだとイメージが不十分になることがあって、最悪、勃たってない方のサイズで常時固定される場合がありますのでー」

「それは困る！」

　再び、俺とジュノの声が重なった。

　萎えた時のサイズで常時固定ってことは、勃っても一切大きくならないってことか……想像するだけでも絶望しそうだ。

「聞いたな、スピカ！　萎しぼんだ時の大きさも測らねばならぬ……この上はお前の手で、いや口でも構わんが、出し尽くすまで搾り取るのだ！」

「そんな大声で言わなくてもやるわよ！　……はむ、っ……」

　既にお互い興奮していたのか、早速、向こうは行為を始めたようだ。

　ラクシャルも、ぎゅっと俺に抱きつき、耳元で囁ささやいてくる。

「ヴァイン様……測り残しです。私のナカがどこまで深いか、どこまで挿はいっていくのか……ヴァイン様のモノで、測っていただけませんか？」

　答えの代わりに、俺は黙ってラクシャルを押し倒す。

　ほどなく、口だけで足りなかったらしいジュノたちの行為の音と声も響いてきた。

　身体測定を口実とした淫らな饗宴の果て、俺たちが本来の目的を果たしてジュノたちを送り返せたのは、しばらく後のことだった。


（了）
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　どうもお久しぶりです、仁に科しな朝あさ丸まるでございます。

　本作『ＶＲエロゲー』の一巻が大変ご好評いただけたおかげで、作家人生で初めての二巻を書かせていただくことができました。

　これもひとえに、応援してくださった読者の皆様のおかげです。

　本当にありがとうございます。




　そして今回、更に嬉しいお知らせがございます。

　既に帯などでご覧いただいていることとは思いますが、なんと、本作のコミカライズが決定いたしました！

　しかも、コミカライズ版の作画をご担当いただけるのは、本作のイラストも担当されているＴＡＫＴＯ先生です！

　本作をご愛読いただいている皆様には、間違いなくお気に召していただけることと思います。続報もお待ちいただければ幸いです。




　二巻の執筆、コミカライズ決定と、今回は初めてのことばかりですが、もう一つ私にとって初めての試みとして、『新生魔王の女神狩りヴイーナスハント～史上最強の快楽スキルで奪われた世界を取り戻す～　著：是これ鐘がねリュウジ先生　イラスト：にろ先生』とのコラボ企画が実現いたしました！

　このあとがきの手前に、両作品のキャラクターが共演するＳＳを収録しております。

　是鐘先生の魅力あるキャラクターをお借りする機会をいただきましたことを、心より感謝いたします。




　と、今回は読者の皆様にお知らせすることがたくさんあって嬉しい限りなのですが、ここからは恒例の裏話でも。

　今回の話では、雪国が舞台です。

　カバー折り返しのプロフィールにも少し書きましたが、九州生まれの私は、雪に特別な思い入れがあります。

　故郷の長崎では雪が降るのは年に一回くらいで、それも大して積もることなく、深夜に降って翌日の昼には溶けてしまう程度の降雪が通例でした。

　そのため関東に越した今でも雪が降るとテンションが上がり、いい歳こいて全力で雪だるまを作ってしまうくらいなのですが、昔の投稿作を含めても作中で雪を降らせたことは今までなかったので、今回、欲望のままに降らせてみたわけです。

　するとどうでしょう。

　雪→寒い→温まりたい→温泉に入りたい

　という欲望の連鎖が生まれ、気がついたら温泉でキャッキャウフフな展開に。

　しかもこの展開を見ていて、あることに気づいてしまいました。

　事情はそれぞれ違いますが、『女の子が入っているお風呂に主人公が突入する』展開を前作・前々作に続き、今回で三作連続で書いていた──ということ、です。

　それも、まったくの無意識で。

　お前どんだけ女の子と一緒に風呂入りたいんだよと。

　しかも、どのケースでも主人公はすぐには出て行かず、しばらく居座って、女の子と会話しています。

　お前どんだけ女の子と一緒に風呂入りたいんだよと。（二回目）

　子供の頃の純粋な夢を形にするつもりで雪を降らせたのに、大人になってからの純粋でピンク色でドロドロな欲望が顕在化してしまった気がします。

　仕方がないのです。混浴はロマンだから。




　本作の一巻が発売した時点で既にそうだったのですが、早いもので、作家になってから三年目に突入いたしました。

　まだまだ一人前を名乗るには至らない身で、周りの方にもご迷惑をおかけしていますが、読者の方々をはじめ、私を支えてくださる皆様のおかげで、こうして作家としての活動を続けられております。

　今後も自分にできる全力を尽くして、ひとりでも多くの方に楽しんでいただける作品をお届けできるよう努めていきますので、どうか、末永くよろしくお願いいたします。





仁科朝丸
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